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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（どーしよ。もーやだ。一回家帰りたい。洗濯何日溜ためてると思ってるんだ）

　組まれた腕の上に、豊かな胸が乗っている。さらに上へ視点を昇らせれば、そこには青黒い肌の形良い顎がある。眼鏡を付けた理知的な切れ長の瞳、刃物のような角度で整えられた髪の合間から、二本の角が伸びていた。

　魔族。正確に言うならば、鬼族と闇精霊のハーフ。魔王軍魔軍令・フギムニだ。

　一人だけの魔軍令室内にあって、彼女の心は困惑と迷いの中にある。

（だが、今考えるべきは。勇者アルヴィス・アルバースが生きている……いや死んでるんだが。とにかく、アンデッドとしてこの世界に未だ居る）

　勇者。実質破滅寸前だった人間達をまとめあげ、仲間を率いて魔王軍十堕臣を半壊させ、果てに魔王と相討った、魔王軍にとっては悪夢そのものの存在。

（それが！　未だに！　死し霊りようとして！　これが知れれば、魔王軍の士気は崩壊しかねん……！）

　眼鏡の奥の理知を歪ゆがませ、フギムニは思考する。

（だが、ヤツはなぜ正体を隠している……？）彼女は勇者の立場から鑑かんがみる。（──そうか、仮にアンデッドとなろうが勇者がこの世にあるとなれば、連合内での権力闘争が起こりかねん。死し霊りよう化を機に、自らが起因となる不安要素も一掃した）

　そこまで思考を進め、フギムニは顔をしかめる。

「うええ。気持ちの悪い思考だ。自らの生死すら状況を制する道具。狂っている」

　正直嫌いなタイプだ、と彼女は思う。しかし。好き嫌いと有効性は別の話だ。

「それでいて、一冒険者として活動し致命的な被害を防いでのける……」先だっての、堕竜軍の王都襲撃を思い返す。「魔国と人間達を拮きつ抗こうさせる、という点では上手うまい手だ……おそらく、魔道宰相フブルは承知の上だろう。厄介だな」

　疲れ切った目を閉じて、フギムニは状況を整理した。勇者は死してなお、未だ在る。これを魔軍に知らせるのは危険が伴う。そして、

「ヤツは……おそらくだが。魔王軍を積極的に殲せん滅めつするまでは考えていない」

　本気でその道に向かうならば、魔道宰相の元一軍を預かるくらいはするはずである。

（で、あれば。憎んでも足りぬ、幾度なりとも殺したい相手だが──ヤツは旅をしているようだ。……接触できれば、どうだ？）

　自らの判断を、喉へ無理矢理飲み込ませた。危うい思考だ。だが、

（うまくすれば。道が────）
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　オルダネル帝国。

　連合五国の中でも二番目の歴史を持ち、かつては西方と北ほつ方ぽうの未開地を次々と征服・開拓して拡大した国家だ。

　初代皇帝は女帝。遊牧民族の出だったその女性は、夫の死を契機にして瞬またたく間まに諸部族をまとめあげると国家を形成した。

　以来、魔王戦争が起こるまで拡大を続け、一時期はエイン王国すら越える国土を誇った（これには併合を否定する諸小国から多数の異論がある）。

「ともあれ、大国だよなあ」

　その北ほつ方ぽう領海内に今、魔軍令の頭を悩ませる我等が主人公、昔勇者で今は骨のアルはいる。

　無論泳いでいる訳ではない。船上だ。




　──かつて旅した先の村で出会った少女、ハルベルと仲間のミクトラを連れ、エイン王都、精霊領域フィネグンドと巡り。今は修行に明け暮れる彼女たちをフィネグンドに置き、久方ぶりの単独行──ではなく。




「あ～故郷の香りっス～」

「そういうのわかんの？」

「実はノリで言っただけっス」

　スケルトンのアルと話すのは、これまた人ではない。体の各所に球体関節を覗のぞかせる、精緻な童子人形だ。

　名をソカリィ。船自体の名前はソカリスヘヌ号。元々はアルが生前使っていた船であり、魔王軍十堕臣・堕海王との決戦で沈没した際に様々な偶然が重なり、幽霊船として意識を得た。ソカリィは魔力の中核となった船ふな霊だまの人形だ。

　ぺんぺん、とアルのブーツが船床を軽く踏む。

「間に合わせの修理だったけど、まあ良く保ってるもんだ」

「魔力で防護はしてるっスからね。ハルちゃんとの契約もあるんで、大分楽っス」

「それでもちゃんとした修理は受けた方がいいでしょう？」

　新たな声。それに、ぎこちなく髑どく髏ろが向きを変える。甲板の隅、木と布で組まれた長椅子に座り優雅に海を眺めるのは、黒い神官服をまとい、夜を編んだような黒髪の女性──イザナだ。

　アルが船を出した翌日。魔鳥の死し霊りようを操り、空から追い付いて来たのだ。

「いやほんと、何でお前付いてきたの……ハルベルの修行は」

　苦々しいアルの声に、イザナは顔も向けぬまま、

「ショック。三年ぶりに会ったのにろくすっぽ話もしないまま黙って旅に出る甲か斐い性しよう無しに、理由とか聞かれるなんて」

「………………」言い返せない白骨へと、ふふんと笑みだけ向けて。

「ハルベルはね。何よりもまずあの冗談じみた魔力の出力調節。小手先はその後。課題をさせているわ。私の直接指導はそこからね」

（だからなんでそれでお前がオルダネルまで付いてくるの）

　しかしこれを口に出せば間違いなくやぶ蛇だ。黙るついでに、アルは陸の方向を見た。港だ。

　オルダネル帝国北ほつ海かい領・ノストヴァール。巨大な港を持ち、貿易と漁業で栄える、領土のいくらかを魔軍に奪われた現在のオルダネル帝国最北領。領土名をそのまま冠するこの港町は、多数の運河を備える水上の都だ。

　アルはフィネグンドを出て北回り海路で一月近く、こうして目的地を見据えつつあった。

「ん～……フィネグンドじゃ研究研究だったから。良いい羽伸ばしになったこと」

「しかし、いいんスかねえ、ハルちゃんとミクトラさんには黙って出て来ちゃって」

「……………………あいつらならまあ、平気だろ？」

「それで平気と思えるのが御主人様のスゴイとこっス」「ねえ」

　揃そろって頷うなずくソカリィとイザナだ。

「いやだってさ。ハルベルもミクトラも何ヶ月も訓練するんだぜ？　俺がいたって何もすることないし、それならその間にソカリィ直して帰った方が、ほら、効率的だろ？」

　アルの弁明に、ソカリィは「んんー……これ本気で言ってるから困るっス……」と器用に表情を苦くしてみせる。イザナは嘆息ひとつ。

　むむ、とアルは言葉に詰まる。こういう態度を取られると少し不安になる。

「お────────い！　そこの船！　停とまりなさ────……ちょ、おい、あれ、乗ってんのスケルトンだ!?」

　海原へと響いた声に、アルは眼孔を向ける。

「……い、今はそれは置いといて。幽霊船と間違えられて──間違ってないけど──攻撃される、みたいなことにならんように気を付けようかね」

「頑張ってね、アル」イザナの指がひらひらと振られた。

「お前話通してくれよマジでさあ!?」




　　　　○




「あら！　あららあ！　勇者アルヴィスの仲間のアンデッド！　そして『聖邪の神火』イザナ殿！　さらには船のアンデッド……幽霊船化！　ああら！」

　興奮気味に、椅子から乗り出さんばかりにまくしたてている男性（？）はノストヴァールの領主その人だ。

　（？）というのは、金の長髪を踊らせ、礼服とドレスの中間のような服を身につけ、紅を塗られた唇は興味のほどを示すように口角を上げている、その見た目ゆえだ。

「あらぁ～、しかしスケルトンね！　遠くから見たことはあるけど、こうして目の前にしてみるのは初めて！　アタシ達も、中身はこうなってんのね……あら～、手元なんて細かい骨が多いもんよね！」

　変人卿きよう、奇物収集伯、最稼最費ヒユージゲツトリーブ──異名には事欠かず、男とも女ともつかぬ姿で、それら全てを言わせたいまま放置する。それが、オルダネル貴族レスボス・エウフェウスだ。

（変わったモン好きなのは相変わらずだな……あと、本人も）

　アルとイザナ、ソカリィは今、領主の館にいる。冒険者最高位の神火デイヴアイン級がいるとはいえ、見ず知らずのアンデッドが領主と謁見など、普通はあり得ぬ話だ。

　だが。アルはエイン王国の名誉騎士章を持つ。魔物とはいえこれを所持する者に対して剣を向けるようなことがあれば、国際問題にもなりかねない。

「よもやあのエイエラルドを救った『空裂き』が、勇者の秘された仲間だったとはねえ！　んも～！　イザナ殿も人が悪いんだから」

「ええ、本人の希望で……」やや退きつつ、イザナが答える。

「このような体ですので。当時は町や村には、中々」

「あらま！　苦労してたのねアルちゃんたら」

　そして何より。ソカリスヘヌ号の修理のため、わざわざ北ほつ海かいを通りノストヴァールまで来た理由。かつて北ほつ海かいを支配していた堕海王・ワダツを撃破する際に勇者アルヴィスが頼った相手そのものが、

（ソカリスヘヌ号をくれたエウフェウス卿きようだからな。権利書も捨てずに持ってて良かったってところか）

　これにより船籍証明も行われ、どうにかこうにかアル達はオルダネル帝国への入国を許可された。さらには同行していたのが『聖邪の神火』イザナである。詰所で一騒動となった。

　その騒ぎを聞きつけて館に呼んだのが、丁度領内視察から戻って、アル達を目に入れたレスボスだ。

　はっきり言って衛兵達は急展開すぎて目を白黒させている。

（ごめんね兵隊さん達）

　心で詫わびて、アルは何度目かの礼を言う。彼にしても、あまりにぱたぱたからころと移動したので趣味の壺つぼ箱ウォッチングをする暇もなかった。

「裁可の神シャマールシュの御名の元、重ねて感謝します、エウフェウス伯爵。入国処理のみならず、私どものような者を邸内へ迎えていただいて」

「い・い・の・よ、名誉騎士章、聖火級の冒険者、これに加えてあのエイン魔道宰相フブルちゃんとイザナ殿の肝入りまで重なったら、疑いよーないじゃないの。だいたいね、勇者の仲間ならアタシらノストヴァールは庇ひ護ごを確約するわよ。堕海王を打倒した恩を、アタシら忘れてないからね！」

　レスボスが頷うなずく。それに、こそこそっとソカリィがアルとイザナをぺしぺし叩たたく。

「どういうことっスか？」

「ノストヴァールは貿易が経済の基礎なのよ」

「堕海王に海を封鎖されてた数年は、首締められながら生活してたようなモンだから」

「その通りよん！」小声の会話にどかーんと割り込み、領主は笑った。「あらぁ、でも、ソカリィちゃん？　あーた、ほんとに愛らしいわね！　アタシらが建造した船が、こーやって偉業をキメて帰ったこと、すっごい誇らしいわ！」

「えっ」

　これに、ソカリィは驚いてぴょんと小さく跳ねる。

「わ、わたくし、幽霊船になっちゃったんっスけど。怒らないっスか？」

「ッハーン！　むしろ面白いじゃない！　こんな風に意思を持った以上はね、アータもまたノストヴァール出身民よ。これからもアルちゃん助けて励みなさいな！」

「…………」ぷるぷると、人形の体が震えた。「領主様～！　ありがとうっス～!!」

「こらこら」

　感動の余りレスボスへと飛びつくのを、流石さすがに不作法なので空中でアルがキャッチする。相手は親しみやすいとはいえ、帝国でもそれなりに上位の貴族だ。

「良かったんだけど……」迎え手をわきわきするレスボスである。

「それでは、先に話した件は」

　ソカリィを下ろしつつ、アルは問う。

「ソカリスヘヌ号の修繕ね。オッケー。こっちとしても、ウチの定紋が付いた船が傷ついたまま航行し続けるのは名誉に関わるわ。費用は心配しないでも──」

　鷹おう揚ようにレスボスがバルーンスリーブに覆われた肩を揺する。が。

「領主様～」「またですか！」「いくら稼いでるからって！」「支出も馬鹿にならんのですよ！」「主に貴方あなた様さまの趣味の数々で！」「この前も滅めつ種しゆ博はくに資金援助したでしょう？」

　幾人かの臣下から悲鳴が飛んで、レスボスが苦い顔になる。

「いやでもねアータたち、勇者の船よ？　あのままには出来ないでしょ？」

「この先どうなるか分からぬのですから！」「金遣いにはもう少しお考えください！」

　これにはアルも苦笑する思いで、助け船を出した。

「……何かやらせてもらえる仕事があれば。元からそのつもりでしたんで」

　横では、イザナがやれやれと眉間に指を当てている。

「ん、むん。一応懸案が無いことも無いけどさ……いいの？」

　一転、鋭くなった為政者としての視線が問う。領内の懸案、つまり弱みだ。外部の者に軽々に漏らせるものではないし、聞いたならば協力するか口を噤つぐませる必要がある。

　しかし、アルの頸けい椎ついは髑どく髏ろを頷うなずかせる。

「じゃ、場所を変えるわ。神火デイヴアインと聖火セイクリツドなら役者は十分。誰か！　契約魔法の文書ロールを持って！」




（契約魔法。特定行動の制限……相手の同意が必要だが呪術にも近い。貿易の恩恵かね。珍しいモン持ってるなー）

　領主の執務室。契約魔法による口外禁止の誓約を経て、レスボスが側そば仕づかえが淹いれた紅茶をアル達へ勧める。

「今気付いたけど、失礼したかしら。飲食は──」

「魔法で魔力変換を。ほらソカリィ。君にもかけるから」

「わーいっス」

　にこにこしながら、ソカリィは頭をアルへと向ける。その様子を興味深く見ながら、レスボスが続けた。

「大元は中央の政変でね」

「中央……皇室ですか？」

　ずず、と紅茶をすすりつつ（良い葉と思われるが、味覚再現魔法はソカリィにしか使っていない）、アルが推測。

「オルダネル皇帝が病床にあらせられるってーのは、世間にも知れてる。後継者が現状御二人ってこともね」

「後継者になりそうなっていうと……第一皇子、モウィルム・オルダネルと、第一皇女パンデー・オルダネル、ですか」

「そうね」同意するイザナの声が、どこか低い。

「あら、よく知ってるわねえ」

　レスボスは普通に感心して髑どく髏ろを見た。

「帝国は初代が女帝だからね、女子の皇位継承も無くは無いのよ。それでも普通は長男が継ぐものだったケド……三年前よ。長子であるパンデー皇女が皇位継承へ突如名乗りを挙げたの」一口、彼は紅茶を口に含む。嘆息と共に続けた。「まあ、勇者ちゃん……婚約者の死に、皇女殿下なりに何か思うことがあったんだとは思うけどね……」

　きしり、とイザナの持つティーカップが小さな悲鳴。がく、とアルの肩関節が外れかける。

「？　どうかしたの？」

「い！　いや、なんでもないです」

　ふるふると、当の婚約者の死骸が震える指骨で紅茶をソーサーに置いた。

（俺？　また俺のせいなの!?　パンデーの姉御、俺をそんなに気に入ってたっけ!?）

　やや態度がきつめではあるが根は優しい、姉御肌の皇女を思い出す。

「……いらっしゃったわね、そんな御方も……………………」

　冷たい視線が隣から降ってくるのをアルは感知したが、敢あえて無視する。

「御主人様、食べないならクッキーもらっていいっスか？」

　ああうんいいよ、と力なく告げて、アルはどうにか背骨を立たせた。

「んで、その継承争いがどういう？」

　ここからが契約魔法の範囲内、とレスボスは言う。文書ロールが魔力光を発した。

「皇子は保守派、皇女は革新派……中央集権を押し進める気配があるわ」

「ちゅうおうしゅうけん……っスか？　皇帝様が強くなる？」

　首を傾けながらクッキーを食べるソカリィの横で、からんとアルが指骨を鳴らす。

「地方財政に強く口を出してくる？」

「話が早いわあ。生前が知りたくなるわね」

　勇者です、とは流石さすがに言えない。アルは肩けん甲こう骨こつをすくめてごまかす。イザナが継いだ。

「考えられるのは税制の変化、監査官の派遣かしら……」

「後は貿易の監視、ともすれば品目への口出し、ね。あーやだやだ」

「なるほど。先ほどの皆さんの何が起きるか分からない、というのも」

　苦笑いしつつレスボスも細い顎で首肯する。現在、ノストヴァールは貿易でかなりの富を得ているが、この先、関税や貿易そのものに口を出されれば経済が傾くことも考えられる。

「えらい人は大変っスねえ。でも、御主人様は何をすればいいんスか？」

　ソカリィの言う通り、如い何かにアルでも遙はるか彼方かなたの帝国皇位継承に関われるものではない。

「アナタ達に頼みたいのはね──密貿易組織の排除」

　本題に入ったにおいを感じ、アルが上半骨を前に乗り出す。レスボスが続ける。

「商業規模が大きくなると、どーしてもね。どーも洋上で取引した海賊の盗品とかを『存在しない商品』として流してる」

「海が安全になって、海賊さん達も最近増えたっスよねえ、御主人様」

「麻薬やら危険物などの禁制品も入っててねえ。闇市の商品供給源よん」

　アルの無い眼めにも、状況が見えてきた。それを今排除する理由。

「仮に皇女が帝位を継いで、万一ここにイチャモン付けようとした時、弱みを可能な限り消しておきたい……」

　極彩色の唇が作る笑みが答えだ。ここで、契約魔法の光が消える。秘密はここまで、ということだ。アルが骨手を差し出した。

「とりあえず、今もらえる組織の情報。運河の交通許可。それと──」




　　　　○




　翌日から街に宿を取ってもらい、アルは行動を起こした。まずは情報収集だ。

「御主人様、格好いいっス！」

　ソカリィがはしゃいでいるが、そう言われるアルの格好は、

「でもどーして今回だけそんな全身にまっしろ鎧よろい着てるんスか？」

　スリットの入った兜かぶとが傾く。

「俺も学んでさあ、普段ならともかく、人から話聞こうと思ったらこれかなって。ハルベルも今はいないしね」

　今回は街で役人とやりとりしている間にレスボスに館へ迎えられたため、一般住民の目に入っていない。騒ぎが起こる可能性もある。

　ちなみに、死し霊りよう術じゆつ士しの役──というかそのもの──が出来るイザナであるが。




「じゃ、いってらっしゃい♡　アル」

「手伝ってくんないの？」

「せっかく港町で領主様の御お世せ話わになれるんだから……少しのんびりしようかな、って」

　イザナは柔らかなソファに沈み込んで、おかわりの紅茶を口に含んでいる。

「それに私、特にやることないし。戦力的には貴方あなただけでお釣りが来るでしょう」

　それもその通りではある、のだが。

「俺だと色々不自由あるし、手伝いとか……」

「応援してるわ、アル。心から」

　慈愛の塊のような笑顔と共に。ひらひらと手を振るイザナさんである。




「この前の一件が済んでからはマイペースっつうか……皇女の話が出てから意地悪っつうか」

「何か色々解放されたっぽいっスよねえ」

　アルは気を取り直すように兜かぶと頭を左右へ振った。ついでに町の壺つぼ箱をチェックする。

「あと、レスボスさんに頼んだこと、あるだろ？　アレの仕込み」

「あ、なるほどっス」

　ソカリィが我が意を得たりと球体関節の首を頷うなずかせた。

　全身鎧よろいと東国の子供（と周囲には見える）の組み合わせ自体、かなり人目を集めてはいるのだが、それでもそこには恐怖は無い。




　時は移って、夜。

　ノストヴァールには常夜灯の数こそ少ないが、運河があちこちにある関係上、転落防止のため運河に沿って一定距離ごとに一夜灯が配置され、毎日取り替えられている。夕暮れ、これらに火を灯ともして歩く『灯人ともびと』という仕事は名物の一つだ。

　一夜灯は貴重な夜の明かりとなって、夜遊びや夜の仕事をする人々の助けとなっている。

「う～ぃ、今日も灯人ともびとさんのおかげで無事に帰れます、と……」

　一人の酔漢がふらふらと、自宅のある住宅街までの道を歩いている。一夜灯の下にある運河を眺める。僅かな光を水面が反射している。酔漢はちらりとそちらに目を向け、

「やっぱ夜の川ってのは怖いよな～……底なんて見えやしねえし、誰もいないし」

　昼間のノストヴァール運河には商船の他、渡し船の職人が多数通る。街を縦横に走る運河を使って効率的に目的地まで移動しつつ、水上から街を眺められるということで、これもまた大きな観光資源となっている。港町ゆえ、人間主体の帝国には珍しく魚人マーマンの渡しが存在するのも特徴だ。

「……う、いけね。ほんとは駄目なんだけどさぁ～」

　催したか、酔漢は運河の縁に立ち、ズボンをごそごそ……立ち小便を始めようとする。軽犯罪である。

「ごめんなさいね～っと……ん？」

　その目がちらと横、運河の彼方かなたを見た。夜間の運航は一部を除き禁止である。何もいないはずのその川かわ面もに、一つの灯あかりが見えた。

「ええ？　……そんな酔ってる？　俺。一夜灯が落ちたか？」

　だが。その灯あかりは徐々に、酔漢の方へと近付いていく。

「な、なん……え……!?」疑問の目が、しばし後に驚きよう愕がくと恐怖に見開いた。

　運河を行く一艘そうの小舟。その上に立ち櫂かいを漕こぐのは、

「ほ、ほ、骨……？」

　一体の人骨。襤ぼ褸ろ布をまとっただけのその姿が、無言で船を操っている。その背後にいるのは、東国のキモノを着た子供。

　その組み合わせに言いようのない怖おぞ気けを覚えた酔漢を、髑どく髏ろがゆらり、振り仰いだ。

「運河ヲ、汚ス、者ヨ…………」

「ひっ！　お、お、お、おばけぇ～!?」

　股間もしまわず、こけつまろびつ酔漢が走り去る。




　それを見送って、しばらく。船上の二体、後ろの子供が声を発した。

「効果はばつぐんっスねぇ」

「まあなあ、そりゃ怖いよ。レヴァとか多分泣くぞ」

　読者諸兄には言うまでもない。その正体はアルとソカリィだ。

　ソカリィの本体船は修理中だが、フィネグンドでも使った小船は持ち込める。そのための許可も、夜に船を走らせる許可も内密でもらい、昼は情報収集と拡散、夜はこのように、新しい怪談として夜の川を走っている。

　昼間、アルが全身鎧よろいを着ているのも、このための仕込みであった。

「でもこれ、何の意味があるんスか？」

「ん～、意味が出るのはもう少し後だね……。しばらくは決まったコースを、ね」

　すいすいと細腕で櫂かいを漕こぎながら、アルは頭骨をくるりと回した。




　　　　○




　行動を始めて一週間ほど。アルはレスボスの館に赴いた。

「噂うわさは大分広まってるわね！」

「まあ、昼間もせっせと情報広めてますからねー」よっこいしょと鎧よろいを外しながら、アル。「やっぱ重苦しいなあ」

　嘆息の仕草で肩関節を上下させ、彼はレスボスへ向き直る。

「警けい邏らの配慮、感謝してますよ。見つかるとやっぱ目を白黒されちゃいますね」

「まっ、分かってても怖いでしょーね！　アタシも一度見てみたいわあ」

「流石さすがにわざとらしくなっちゃうから……」

　アルは自らが扮ふんする『幽霊渡し船』の噂うわさを情報収集の傍かたわら街に流し、さらにはレスボスに頼み、幽霊船を出すコースへ警けい邏らを集中させている。見逃すこと前提で、だ。

「んで、経過的にはどうです？」

「動いてるみたいね。貴方あなたたちの影に隠れるように、形跡がいくつか」

　こちらは書類をまとめつつ、結局スルーしきれずに手伝い始めたイザナだ。

　噂うわさも広まってきた。そろそろかな、とアルは考える。

　意を察して、レスボスがその声を落としつつ言った。

「上手うまく行った際にはね──できる限り、生かして捕らえてもらえる？　場所を押さえてくれれば部下を向かわせるから」

　その目には、怜れい悧りな光がある。




　　　　○




　アルが幽活（幽霊活動）を行ってから二週間ほど。めっきり、夜の運航は減った。許可を出されている業者もだ。

『夜に運河を見ると、過去に沈んだ渡し船の船頭と乗っていた子供の霊が、川底へ引きずり込もうとする。もう何人か犠牲も出ている』

　という噂うわさがまことしやかに囁ささやかれ、その対策という名目で警けい邏らまで巡回するようになったからだ。そんな状況で、夜に渡しを利用する客も減り、積つみ荷にに万が一のことがあればと業者も回船の数を減らす。

（さて、大分意図的に情報を流したが……）

　アルが重点的に幽霊の噂うわさ話ばなしを流したのは、富裕層が住む区と、裏町と呼ばれる非正規住民が多く住む区だ。禁制品を買うほどの資金力がある者達、そして闇に流れる商品を欲しがる者達が住む場所。

（政権への警戒……仮にパンデー皇女が皇位継承となれば、あの辺も監査に先んじて整備されちまうのかね？）

　アルが流した情報は大きく二つ。

　一つは、幽霊渡し船の噂うわさと、その出現場所。

　一つは、それが密貿易の偽装ではないかということ。

　後者は裏町で多く流され、レスボス配下の警けい邏ら達に対しても流している。

「今日は違うとこ行くんスね？」

「そういうこと。そろそろ狩り時だ」

　幽霊騒ぎで配置変更された警けい邏らによる影響で、通常より警戒が薄くなっているルートへ向け、船は動き出す。

　そうして、しばらく夜の運河を進んだ頃だ。

（一発引きか）アルは少々の意外を得る。（スパイでもいてバレてたら別の手を講じるつもりではあったけど。レスボスさんとこの結束が堅いのか、密貿易組織が焦あせってるのか。さあて）

　運河の先、狭まったところが廃材で塞がれている。無論、常からこうな訳はない。朝日が昇れば公権力に排除されてしまう簡単なものだ。しかし、船は通れなくなる。

「そこまでだ」

　運河の上から声がかかる。髑どく髏ろが見上げれば、左右の岸には弓矢を構えた者達の姿がある。さらには、運河の正面。廃材の壁の向こうにも船と、こちらは鉄球を撃ち出す機構弓ボウガンを構える、白装束の人物。

「うおっと……マジの死し霊りよう術じゆつ士しなのか、後ろのガキは」

　アルの風貌に少しだけ驚き、上の男達が言ってくる。

　そういうことだった。得体の知れない呪いの幽霊渡し船の話、それが密貿易の隠かくれ蓑みのであるという噂うわさ。すぐに噂うわさになった下手くそな新顔は、ルートの警備を強化されてしまう。

　偏った警備の裏を縫うようにしていた元からの密貿易組織は、その新顔がこちらに移って来た場合には──。

「困るんだよな、勝手に密貿易そういうことやられちゃよ。ウチに話通してもらわねえと」

　三人の狙いは、正面がアル、上の二人はソカリィだ。

「殺すなよ。足狙え。代わりに捕まってもらうのが一番だからな」

「「…………………………」」

　アルとソカリィは無言。それに上方の男達は鼻を鳴らし、

「撃て」

　同時に発射した。

（『圧』で動けなくしてもいいが……子供と思ってる相手に弓ぶっ放すよーな輩やからは……）

　白骨が黒剣を抜く。神速で振り抜かれた剣の腹が、鉄球を正確に捉えた。

「！」

　かきぃん！　快音と共に振り抜き、目にも留まらぬ速さで跳躍。頸けい椎ついから腰よう椎ついの間、つまり胴体だけを回転させる。

「静拳『飛矢返刺ヒヤカシ』」

　上方から飛び来る矢を指先で摑つかみ、直後に投げ返す。回転の最中、左右の矢に二連続だ。

「！」「ぎゃっ」「ぃあ!?」

　アルの着地と共に、悲鳴もまた二連続。打ち返された鉄球は機構弓ボウガンを砕き、上方、弓手ゆんでの二人は返ってきた矢が足に突き立っている。

「おみごとっスー！」ソカリィが快かい哉さいを叫ぶ。

「ちょっとは人の痛みを覚えんさい……さて」

　アルは正面を見返す。機構弓ボウガンを持っていた白装束は、衝突の瞬間、咄とつ嗟さに弓を手放し難を逃れていた。白装束が後方の漕こぎ手に首を振る。

　廃材の向こうの船が逃げていく。漕こぎ手の腕が引かれる時にも船が進んでいる。魔力船だ。速度はかなりのものである。

　それを横目（無いが）で確認しつつ、アルは岸上に飛び上がり、片足を引いて逃げようとする男達を、

「ていっ」「ぐえ！」×２、

　気絶させて船に連れ帰る。既に逃げる魔力船は曲がり角に消え、最も早はや見えなくなっているが、

「ソカリィ。頼むぞ」

「アイアイサー！　っス！」

「超省エネ・動剣『漠竜』！」

　ごば、と水面から振り抜かれた剣により、波と衝撃が廃材の壁を吹き飛ばす。

　そしてアルの骨腕が櫂かいを摑つかみ、凄すさまじい勢いで漕こぎ始める。さらに、船全体が魔力の光を発し推進を始めた。

　超常の死し霊りよう二体の相乗効果で、とてつもない勢いで幽霊小船が行く。船の左右に、壁のように切り裂かれた白波が立ち昇る。

　運河の曲がり角が来る。

「ソカリィ！　速度そのまま！」「アイサーっス！」

　衝突の直前。黒剣が壁に突き立ち、それを無理矢理支点にして、

「いよぃしょお！」

　アルの超常の腕力が船ごと持ち上げ、進行方向を強引に直角に変える。普通の剣なら当然折れるが、彼の愛剣は上位次元、神からの下か賜し、不壊の神聖剣だ。

（ヴァルクが見たら多分キレるだろうけどな！）

　ざぶん、と舳へ先さきが着水。僅かな蛇行を経て再び爆走する。

　一度は消えた相手の船が闇の中に見え始める。

「待ぁ～～～て～～～！」「待つっスぅ～～～～～！」

「！」「う、うわあああああああ!?」

　遙はるか後に置き去ったはずの幽霊小船が、目を光らせて叫ぶ人骨と人形を乗せ、僅か数十秒で真後ろにつけたのを見て、漕こぎ手が恐怖を露あらわにする。

「てりゃ！」

　がしり、と骨の手が船尾を摑つかんだ。その細い指先に、超力が込められる。

　一瞬、相手の推進力と釣り合って。直後にその舳へ先さきが持ち上がる。それは目前に迫っていた橋きよう梁りように衝突し、船体が破壊された。

「ぎゃ────────!!」

　悲鳴を上げて中空へ放り出され白目を剝むく男を、骨の腕が空中で捕らえた。ソカリィの小船へと放り投げる。

「キャッチっス！」

　そして白骨は、同じく宙に飛んだ白装束と睨にらみ合あう。白装束の懐ふところから短剣が現れる。

（こいつ）アルもまた、黒剣を構えた。

　二者共に、運河の壁を蹴る。進む船の上に行くように、斜め前方へ。運河の上から見れば橋の下へ、高速の白い影がふたつ、入り込む。

　がぎんがぎんがぎん！　衝突。交差して反対側の壁に。また衝突。さらに、もう一合。

（そこらの冒険者や騎士のレベルじゃない）無い舌を巻きつつ、アルは一瞬で思考する。（当然密貿易組織の用心棒のレベルでもない。ガルムの奴やつじゃあるまいし）

　以前、奇くしくも似たような港町で戦った相手を思い出す。彼は冒険者の傍かたわら、犯罪行為に手を染めていた。

（けど、ま）

　四合目。これまでと同じタイミング。同じ速度。同じ威力。動きの水準は高いが、三度目の正直どころか四度となれば。

「…………！」意思の見えないフードの奥から、硬直の気配が伝わった。

　静拳『刀取トウドリ』左の指骨二本が、短剣の刃を挟み止めている。そして。

　夜空に突き立つように、白く輝いた剣が掲げられた。振り下ろす。

「正体見切った！」

　切り裂くというより、押しつけながら。アルと白装束がソカリィの小船へ落着した。

「どわったったーっス!!」

　船が大きく跳ね上がる。それでも、ソカリィは巧みな操船で一人も落水させること無く船を落ち着けてみせた。まさに人馬ならぬ人船一体だ。

「乱暴っスよご主人様ー！　ただでさえ定員ぎりぎりなんスから！」

「ごめんごめん」童子人形に詫わびて、アルは白装束を見下ろした。「さて。人が死ぬような切り方はしてないが──出力がちょいとブレたな」

「…………ぴくりともしないっスよ？」

　じとり、と瑠璃の目が存在しないはずの湿度をたたえてアルを見る。

「いやいやいやいや。これ見ろ」

　軽く焦あせりつつ、アルは白装束をめくる。現れるのは、包帯を巻いた女性の上半身、そして獣の足。見た目は半人半獣のサテュロスという魔物に近いが、僅かに解放した神聖剣で斬られた場所から覗のぞくのは、

「縫いあと……っていうかご主人様、これもしかして」

「そ。ご同類アンデツドだな。しかもキメラ型」
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◆キメラゾンビ（人類敵対度……Ｅ。通常のキメラと同じく、術者による）

　キメラのように死体をつなぎ合わせたゾンビ。

　高度な魔法生物であるキメラと比べると、死体のため拒否反応は少ない分楽──とは言うものの、生物学・魔法に加えて死し霊りよう術じゆつの素養も求められるため結局難しい。しかし拒否反応をある程度無視できる分、通常のキメラよりもバリエーションに富む組み合わせも見られる。

　長続きさせようと思えば、生体のキメラと同じく血管や魔力の流れも違う種の部位同士で調整せねばならない。



　勇者アルヴィス曰いわく『大体尖とがった趣味してる死し霊りよう術じゆつ士しが作る。愛玩用だったりすると下手な使用人より大切にされてることもある』




　アルの愛剣、神聖剣スカットゥルンドは封印を解いた場合、神聖属性を発し魔力を吸い取る。不死者殺しの剣だ。ゆえに、

「こうして軽く斬っただけで魔力切れで休眠しちまったわけだが」

　動じない精神、状況に画一的な行動。こういった挙動をするアンデッドは自我を封印され、術者に与えられた命令のままに操られているタイプである。

「まだ昇天はしてないはず……で、だ」

　アルは白装束の裏地を見る。文字列。

「りめ……いんず？　きゅれ……０３。なんっスか？」

「リメインズキュレータ。とある死し霊りよう術じゆつ士しが使う、アンデッドの一団だよ」




　滅めつ種しゆ博はくペルゼン、という悪名高い死し霊りよう術じゆつ士しがいる。

　オルダネル帝国の国境沿い、断崖の街ガイムラに住み、先々代皇帝の命の元、絶滅種のスケルトンに囲まれて暮らす男だ。

　彼は自身の博物館兼研究所『絶種の檻おり』にいながらにして、絶滅種の死体を求め自らの手先を方々に散らせている。

　探索用アンデッド、リメインズキュレータと呼ばれる存在たちだ。

　最高レベルの死し霊りよう術じゆつ士しであるペルゼンの手による彼らは、通常の冒険者や兵士を遙はるかに超える戦闘力を有する。




「なんだが……なんで密貿易組織の用心棒なんてやってんだ……いや」

　アルの頭骨が直角に傾かしげられ、考える。何か、ひっかかるものがあった。レスボスの館で聞いた話の中に。

（そうなると、えーと、どういうことだろ）

　その時。漕こぎ手をしていた男が呻うめき声を上げた。

「ぐ、ぐぐ、なんだってんだ一体……」

「こんばんは」

　声に男が目を開けた途端。視界一杯に髑どく髏ろ。

「……………………きゅぅ」

「また倒れちゃったっス」「やってもうた。つい」

　やりなおし。男達の傷を手当てしつつ、再び起きた男に問う。

「連れてってもらうぞ、君らの本拠地」

「ひっ、……く、素直に吐くとでも思ってんのか？」

「いやまあ、三人いるし」アルはそうして、未だ目覚めない二人を見る。「どーしても教えてくれないなら、俺のお仲間になってもらった上で命令して聞くだけだけど」

　男達には死し霊りよう術じゆつ士しと思われているソカリィへ視線を向ける。

「ふっふっふ……っス」空気を読んだソカリィも不気味っぽく笑ってみせる。

「い……いぃ、や、止めて、くれ……」

　死し霊りよう術じゆつ士しに使われるという死を越えた恐怖に、男は明らかに怯ひるみ──数分後、身の安全を条件に折れた。

「荷は何を？　まさか人とか扱ってないだろな」

「……そこまでリスクは取れねえ。人間は荷が嵩かさむしな。薬物、酒、武器、禁書、希少生物……後は魔法の道具……」

「じゃあ、こいつはどういう経緯で？」

　アルが、リメインズキュレータを示す。男は一瞬口を開け、閉め、首を振った。

「言えねえ」

「組織の本拠地より？」

「いや、違うんだが、言えねえんだよ。理由も何も。こればっかりは無理なんだ。信じてくれ。動く死体にしねえでくれよ」

　本気で怯おびえるその男を見て、続ける。

「君らに密貿易を命じた人は？」

　これにも、彼は首を振る。アルは察した。

（そうすると、あとは確認か。はあ、どいつもこいつも）




　　　　○




　翌朝。アルの姿はレスボスの館にあった。あの後、苦も無く組織を制圧し、レスボスの配下により大半はお縄と相成った。死人も要求通りの皆無だ。

「良くやってくれたわ！　これでもしもの場合もなんとか言い訳付くわあ」

　レスボスが上機嫌でアルとソカリィを執務室へ迎える。勧められるまま、跳ねるような勢いで座って茶菓子を食べ始めるソカリィとは対照的に、アルは立ったままレスボスを見る。

「どうかしたの？　勿もち論ろん、船の修理とは別に、ちゃんとした冒険者報酬も出すわよ」

「なんで私──いや、俺にやらせたんです？」

　首を傾けるレスボス。アルは嘆息の動作の代わり、こんこんと執務室の戸を叩たたく。

「いいよ、入って」

　眉根を寄せる部屋の主に応えるように入ってくるのは、白装束の女──先日のリメインズキュレータだ。その背後には、イザナ。死し霊りよう術じゆつ士しの到達位。

「…………」

　温度を下げるように黙するレスボスに、アルは言う。

「御存知ですよね、滅めつ種しゆ博はくの部下です。昨日の奴やつらの中にいました」

「その話は聞いてないんだけど？」

「ついうっかり。てへ。……そういえば、滅めつ種しゆ博はくを支援している、という話でしたね」

　レスボスが臣下に意見されている時、その名があった。支援先の配下が、排除したい組織の中にいる理由。

「あの密貿易組織、貴方あなたの手の者じゃないんですか？」

　沈黙が降りた。ソカリィが場の空気に今更気付き、クッキーを持ってきょろきょろしている。

　まだ足りないか、とアルは続ける。

「構成員に契約魔法の口止めの効果も見られました。まさか一密貿易組織がそんなもん使える訳も無いでしょ」

「今現在邪魔になったから切り捨てる。口止めも出来てる。なら、サッパリ殺せと指示すればよかったでしょう？」

　アルとイザナ、両方からの問いに。

「……摘発に手こずってたのは本当よ」

　それまでの態度とは打って変わった嘆息と共に、領主がアル達を見た。白装束は黙ったまま身動き一つない。

「元々は、確かに私の命令。堕海王が北ほつ海かいに陣取っていた時期、領地を飢えさせないため金を得る、苦肉の策ね」

「大規模なら堕海軍にやられるっスけど、小規模ならギリ抜けられる可能性はあるっスからねえ……」

　船旅のことならば、とソカリィが言う。それ自体を責める気はアルにも無かった。

「アナタたちのおかげで堕海王は倒され、通常の貿易も再開できた。けど組織は、旨うま味みから離れたくなかったんでしょうね。こっちの指示を離れて活動を続けた。私も、経緯上強くは排除に乗り出す気が起きなかった」塗られた睫まつ毛げの下の瞳が細まる。「……皇位継承問題が起こるまでは。──軽蔑するかしら？」

　イザナは無言。アルは頭骨を横に振る。褒められたものではないが、彼のこういう領主としては甘いところを、生前も気に入っていた事は確かだ。

「そこの白い子はね、密貿易者達の護衛として、って滅めつ種しゆ博はくから打診があって借り受けたの」

「何でまた滅めつ種しゆ博はくが？」

　細い肩をすくめるレスボス。

「密貿易といえば希少種絶滅危惧種ってね。優先的な取引。それと将来の援助」

「なるほどね……」白骨は白装束を見る。「人身売買とか、ほんとーにしてないでしょうね？」

「無かったはずよ。露見しやすいし、黙認してた頃の私も見たこと無い」

　んー……と、アルはひとしきり問題をかみ砕き、結局、飲み下した。

「損をした堅気の人たちへの補償も、何らかの形でしてあげてくださいよ」

「む……ん、分かったわよ」やや苦しげに、レスボス。「で、その滅めつ種しゆ博はくのアンデッドは何な故ぜそんな風に？」

「──俺には、過去がない」

　ぽつり、リメインズキュレータの０３と番号を振られたキメラゾンビが呟つぶやいた。ぶっきらぼうな口調だが、涼やかな見た目に相応ふさわしい静かな声だ。

「喋しやべった!?」レスボスが目を剝むく。

　無理も無い。リメインズキュレータには自我は無いはずだ。




　昨晩。沈黙した彼女を、アルはイザナの手を借りて回復させた。

「今度は女ゾンビ……見境無いにも程が……」ぶつぶつと、イザナの魔力が送られ──




「目覚めたのは昨日。それから今までが俺の全てだ」

　その結果が、これだ。神聖剣による魔力の吸収と魂への衝撃は、

「与えられた命令を解除しちまって、狂気が沈静化して意識を表層まで上げちゃった……んだと思う。同じ事やれって言われて成功する気はしないけど。──まあ、一種の奇跡かな」

　アルも困惑したものだ。しかし、こうなった以上は昇天させるのも躊躇ためらわれた。

「昇天……が良いのか悪いのかすら、今の俺には判断がつかん」彼女はそう言って、複数の死体による自らの異形を見下ろした。「だが、この体達から、『俺』の自我は出来ている……のだと思う」

「んん……〇三さんの戸惑う気持ち、すこしだけ分かるっス」

　ソカリィが自らを思い返して寂しげに言う。幽霊船の中核を為なすソカリィの意思も、かつて諸共に沈む幾多の魂が集合した結果出来たものだ。相通ずるものがある。だが、

「ぜろさん？」イザナが白装束を指で示す。

「お名前っス！　０３って付いてたから！」

「俺もそれで異論は無い」

「ああ、そう……貴女あなたがいいなら、いいけど」

「でもそうなるとね、滅めつ種しゆ博はくのとこへこの子を連れて行かなきゃ。一応彼の所有アンデッドということになってるんだから」

　少しいつもの調子を取り戻しつつ、レスボスが立ち上がる。

「ここからは皆の前でやりましょ。帝国内を歩きやすくしてあげる」




　数十分後、アルとイザナ、ソカリィに〇三は謁見の間に立っていた。眼前の領主の椅子にはレスボスだ。

「密貿易組織壊滅の働き、ほんとお疲れ様！　アル、ソカリィ、そして現場協力者ちゃん。約束通り、アナタ達の船をこちらで修理することを約束しちゃう！」

「ありがとうございます」「っス！」

　公式に賞して噂うわさを流し、アルの風貌を事前に帝国各所に知らしめておく。レスボスの狙いはそういうことだ。そして、

「でもぉ、困ったことに、どうやら密貿易組織は一つ、荷物を送ってしまっててね！　配達先は断崖の街、ガイムラなんだけど」

　ガイムラ。滅めつ種しゆ博はくペルゼンが居を構える街の名前だ。

「どう、アルちゃん。船の修理の間、そっち行って回収してもらえない？」

　レスボスの目配せ。要は『用事済ませて、テキトーなもん持って帰ってこい』ということだ。

「この際ですから、最後まで面倒は見させていただきましょう。向かいますとも」

　アルも芝居に乗って答える。イザナは嘆息。満足げにレスボスは笑い、口を開いた。

「なんて有あり難がたい言葉なんでしょ。流石さすがは──アタシの親友、勇者アルヴィスちゃん！」

「!?」

　言葉に、アルとイザナが身じろぎする。表情にこそ出ないが、一瞬の緊張が出た。

「──の仲間、アルちゃんね！」直後、そう続ける。

　奇妙な間の取り方に臣下達が不思議そうにするものの、まあそれだけだ。ただ一人、言葉の主がアル達へにやりと笑ってみせる。

（…………やられた、わね）（さっきの仕返しかよ、ったく）




「くっそー。ヒントやりすぎたな」

　アルが愚痴をこぼしながら旅支度するのを、留守番することになるソカリィが引っ付きながら見守っている。

「ヒントってなんスか？」

「間近で長々と話したから……ちらちら神聖剣も見ていたし。確かソカリィを貰もらった時にはもう持ってたわよね？」

　補足しつつ、つんつんとイザナがアルの愛剣を指でつっつく。

「〇三を起こした経緯もな。単なる物理衝撃でこうなるわけ無いし。ま、こっちが認めたわけじゃないし黙っててくれるみたいだけど……借りひとつだな」

「手間をかける」

　背後からの〇三の言葉は無感情だが、込め方が分かっていないゆえだ。アルが首だけ後ろへ回す。

「いいよ。確かにソカリィの修理中は暇だしね。死し霊りよう同士、旅は道連れと行こう」

　冷ややかなイザナの視線を感じつつ、アルが気楽に言った。

「寂しいっス～……」

　ひっし、とソカリィがアルの外がい套とうを摑つかむ力を強める。その頭を骨手が撫なでる。

「レスボスさんにくっついてりゃ大丈夫だよ。お菓子食って待ってな」

「しばらく一人でも大丈夫なように、魔力満タンまで入れといてあげるわね」

「はいっスぅ……」

　ちなみに、イザナは流石さすがにそろそろフィネグンドへ戻らねばならない。ハルベルの初期訓練が終わっていてもおかしくはないからだ。

「アルは父親のようだな」

　なんとはなしの呟つぶやきに。ぴたりとアルの動きが止まる。怪け訝げんそうな〇三。

「いや、その、最近その単語は鬼門で」

「ぷっ……っふふ……！」

　苦々しく言って旅支度に戻る人骨に、イザナが思わず吹き出した。







[image: ]







[image: ]







[image: 二章　元勇者と元生者、断崖に立つ]

むかしむかし。

　しこうしんマルドゥさまは、にんげんへちじょうをまかせようとなさいました。

　そうして、ほかのかみさまたちをつれ、てんじょうへとすむばしょをかえたのでした。

　しかし、ひとはしらだけ、ちじょうにのこったかみさまがいました。

　そのかみさまのなまえは、アンキエイア。ちえのかみさまでした。

　ちえのかみさまは、そのずるがしこさでこうおもいました。

「ほかのかみがみがいなくなれば、わたしがちじょうをおもいのままにできるぞ」と。

　アンキエイアは、ひとびとをよび、ちえをさずけるといってじぶんのけらいにしました。

　たくさんのにんげんが、さいごのかみさまのもとにつどいました。アンキエイアはこのよでいちばんえらくなったのです。

　でも。てんじょうにいかなかったこのかみさまは。にくたいをすてなかったこのかみさまは。

　そのうち、じゅみょうでしんでしまいました。

　てんじょうのかみさまたちは、ちじょうのえいがをすててえいえんのいのちをてにいれ。ちじょうにのこったアンキエイアは、ちじょうのえいがとひきかえに、かぎりあるいのちをもってしまったのでした。




　　　　○




　オルダネル帝国、辺境領ペルヴァール。草原、高原、高山が多くある帝国の中でも山間地にあり、南西をヘイベル法国、南東をエイン王国と接する。──とは言っても地図上のみのこと。応霊山脈と呼ばれる山々により、三つの国は高く低く隔てられている。

　そんな山道を歩くのは、白装束の女性と、外がい套とう・剣帯を付けた白骨だ。読者諸氏には慣れた光景ではあるが、初めて彼かれ等らを見るオルダネル帝国の人々にとってはやはり異容ではあった。

「イザナ氏は、結局戻ったのか」

「『次は仕事抜きでね』だとさ。まあご自由なことで」

　だが、白装束の〇三がいることにより、この二人は（多分死し霊りよう術じゆつ士しと配下のスケルトンなのだろう）という認識を得ていた。

　そうは言ってもスケルトンを伴う怪しい人物、という構成だ。道行きは面倒になる……と思いきや。

「いやはや、レスボスさんの許可があると交通が楽なこと楽なこと」

　白骨──アルが陽気な声で手骨の中の巻物を振る。

　レスボスによる旅行許可証を持つアル達は、関所の度にそれ一枚で通行を許されている。名誉騎士証や冒険者証を出すまでも無い。

　そのおかげで、二体はオルダネルの縦断を容易に行うことが出来た。死霊である二体には補給の必要も無く、通ってきたのが広大な草原地帯だということもある。点在する町や集落を除けば、人の目は少ない。地平まで広がる草地、野生の動物たち。雄大な風景を楽しむ余裕すらアルには存在した。

「貿易による財と、それによる他領への影響力が並々ならぬ、ということだろう」

　白装束の人物、〇三が感情の籠もらぬ声で話す。二者の声だけを聞くならば、死し霊りようと人間が逆だと思われてもおかしくはない。……彼女も、実際は高精度に作られたゾンビなのだが。

「本人、あんなんなのになあ……」

　ノストヴァール領主、レスボス・エウフェウスの人物像を思い浮かべながら、アルがこぼす。

「外見や性質の奇抜さでは、我々が彼のことを奇異と言えるわけもないと思うが」

　白装束で獣人の下半身を隠している〇三が、人骨へ視線を寄越す。

「そりゃそうか……むしろあの領主のとこの奴やつだから、ってスルーされてる節もあるかもだ」

「それは──否定できんな」

　言葉を交わしながら、二体は細い山道を歩いて行く。

「そろそろだ──」呟つぶやいて、アルが山壁の切れ目から頭蓋を覗のぞかせる。「な」その視界の先に、それはあった。

　山と山の隙間、小さな盆地に、その街はある。盆地そのものは大部分を農地に用い、人々は山肌に街を作り、断崖の街とでも形容すべき光景を造り上げた。

　断崖の街ガイムラ。広大なオルダネル帝国でも五指に入る奇観である。

「どう、君もここで作られたはずなんだが。懐なつかしい？」

「全然分からん──が、妙な心地だ」

　〇三は首を傾かしげて、断崖の家々を見る。その視線が、徐々に上に向かう。やや広めの台地。そこに、簡素だが大規模な建築物がある。綺き麗れいな短めの円柱、という外見だが、あまりの飾り気の無さに想起されるものは、

「監獄、のような」

「──あれが、かの有名な『絶種の檻おり』だね」




　絶種の檻おり。

　滅めつ種しゆ博はくペルゼンの住居兼研究所の名だ。世界各地の絶滅生物の骨格をスケルトンとし、管理保存するのが滅めつ種しゆ博はくという名の由来。

　かの檻おり中に潜む生者はペルゼンのみ。

　数多あまたの生命種の滅びを蒐しゆう集しゆうし。

　幾多の音なき死声を録音し。

　無数の行き止まりを確認し。

　未来への道は何一つ無く。

　そこはただ、過去を納める静かな終わりの檻おり。




　世界中を旅したアルをして、この場所の明るい噂うわさは何一つ聞いたことがない。

　しかも、彼自身、存在が存在である。ちょっと緊張する。

「とりあえず、街に向かうか」「ああ」

　少々の緊張を声に含ませ、二体の死し霊りようが滅びを集める檻おりの膝元を見た。




　──その、はずだったのだが。

「あれー……？」

　街は午後の活気に満ちている。立地環境のため、日が落ちるのが早いせいか。人々は忙しく立ち振る舞い、畑仕事をし、食料を加工し、商店が売買を行い、子供達は遊び、狭い山肌の路みちと坂道を、生きている命がせわしなく動いている。

　しかし何よりもアルの空の眼孔を奪ったのは、行き交う者達の風貌だ。

「……うお、一導手アーシユ族。初めて見た……って、あそこの無茶な山道、荷物背負って登ってくるのって四迷足フオフツト族か。それに、あの羽の無い鳥ってもしかして非天あらずそら鳥とり？　マジかよ」

　アルが啞あ然ぜんとしつつ、道々を行く者達を見た。

「珍しいのか」

「希少民族と種族オンパレードだな。なんだこれ。オルダネルって一応、人間が主の国家だぞ」

　肌があれば汗でも流れていただろうか。〇三の問いにアルが答える。

「随分と、先ほど詩的に聞いた内容と違うようだが」

「あれ、俺が作ったんじゃないしー……」やや決まり悪そうに、アルが言い訳する。

「で、どうするのだ」

「いやま、とりあえず……って、そういえばさ」

　くるり、と髑どく髏ろが〇三を向く。彼女は小首を傾かしげた。

「何でもかんでも俺の方針で来てるけど、君は何か希望無いの？　ああしてみたいこうしてみたい、とか」

「俺と君の格付けはもうノストヴァールの運河で済んでいるしな。イザナ氏にも目覚めさせてもらった恩がある。自らを動機付ける過去が無い以上、貴方あなたに従うだけだ」

　当たり前のことのように言ってみせる。複雑そうにアルは腕骨を組み、しばし唸うなる。

「人を導くとか教えるとかあんまりガラじゃ無いんだよな……向いてないと思うんだけど、なんでかなあ」

「何をぶつぶつ言っているんだ？」

「……嫌だけど、なんでか回ってくるんだ。フブルさんじゃないんだよ俺は……」

　ぶちぶち愚痴が始まって、〇三がいよいよ疑問符を顔に浮かべた時だ。

「お、お前さん方は、ペルゼン様のとこの人かい？」

　躊躇ためらいがちな声が二人にかかった。二体が振り返れば、そこには農作業帰りらしき、白毛がもこもこと全身に生えた大男──雪人だ。これも、結構な希少人種ではある。





◆雪人（人類敵対度……なし。見た目は奇妙だが希少な人種というだけ）

　かつての歴史では雪男、などと称され魔物扱いされていた時期もある人種。

　実際は寒冷地に適応し、体毛が大きな変化を遂げた人間である。体温維持のため、体格も大きい。

　寒さに強く、通常の人類では生息困難な地域でも生活することが可能。反面、南国では体温調節が上手うまく行かず寝込んでしまうこともある。

　全体的に温厚で、狩猟はするものの争いは好まない。希少な種であり、部落ごとでの繁殖限界を割ることが心配されている。



　勇者アルヴィス曰いわく『案外村に防寒具とか少なくて、買えなくて困った……。あの人たち自分の身体からだでなんとかなるんだもんな……』




「あー……いや」反射的に否定しかけて、アルは思いつく。（俺おれ達はスケルトンにリメインズキュレータだ）

　住民がアル達をペルゼンの元へ行くものだと思うのは自然だ。

（元のっぽくしててね）軽く肘骨で〇三をつつく。

「──いやまあ、この人に勧誘されて」

「お、喋しやべれるスケルトンかあ。すごいな。やっぱりどっかの絶滅人種なのかい？　骨だと分かんないけど」

　感心する雪人。アンデッドへの忌避感が相当に薄い。

（いけそーかな……？）と思いつつ、アルは『絶種の檻おり』を骨指さした。「まあ、そんなとこ。あそこ行くのはいいんだけど、ちょっと不安でさあ。どういうとこなのか、聞いてもいい？」

「ああそうかあ、喋しやべらないもんな、そいつら」

　〇三がちょっとだけ不満げに眉を動かすが、アルが肘骨をとんとん。抑える。

「ここは元々、ペルゼン様が研究所を構えた場所でね──」




　滅めつ種しゆ博はくペルゼン。彼がこの場所に住み着いた百年以上の昔、街は無かった。彼は先々代の皇帝より「絶滅種を保管せよ」という勅命を受けており、収集作業の傍かたわら入植者を募った。




「それで、噂うわさが広がると次々と来たらしい」

「マジで？　こんなとこに？」

　アルの驚きに、雪人は自分もそう思った、と笑う。




　しかし、当時は魔王戦争も無い時代。各地で迫害されていた少数部族、希少種族の亜人などが保護を求めて現れた。

　腐っても勅命である。彼かれ等らを労働者として雇い、山の木を切り出し村を作るための予算が出ていた。卓越した死し霊りよう術じゆつ士しであるペルゼンも、文字通り百人力の労働力の主として働いた。




「最初の奴やつ等らは、種族最後の一人が死んだら骨を保管されるとは思ってなかったらしいんだけどな」

「まあ、そりゃそうだ」




　だがペルゼンの方針は、というと。彼は初期植民者達に言った。

「種族最後の者は私が死後保管する。だがそれまでは精一杯生きよ。保管される者は成人まで生きた者が望ましい。子は成せ。種最後の者だとしても、自分自身の血まで絶やす必要は無い」

　と。混血種は保管はしないが、街に住むことは許された。




「じゃあ、ここの人たちは混血が結構いるわけか」

「そうだな。今だと、人口の半数くらいはそうじゃないか？」

　はあ、とアルは山肌を見る。坂道を蛇腹で這はって行く白銀ラミアの女性が、人間のように見える子供を抱いている。

「来てみないと分かんないもんだな……」

「初めての奴やつは大体そう言うよ。旅行に来て、そのまま居着いちまう奴やつもいるぜ。まあ、希少種かここの二世以降じゃなきゃ定住許可は下りないんだが」

　審査はそこそこ厳しいぞ、と雪人は言う。彼もまた、遠方からやってきた側なのだと語った。

　山側の家へと帰っていく雪人に腕骨を振り、アルは傍かたわらに髑どく髏ろを向ける。

「演技お疲れ様」

「黙っていただけだが────む」

　ぴくり、と〇三のフードが動いた。彼女の手がフードをまくり、その中から縦長の兎うさぎの如ごとき耳が姿を現した。

「耳、そんなんなってたの？」

「……苦く悶もんの声がある」

「何？」アルが応えて仮想聴覚に魔力を込めるが、街の喧けん騒そうに紛れてしまう。

「やはり聞こえる……こっちか」

　種にもよるが、兎うさぎの聴覚は人間の数倍だ。しかも、耳を回転させ、多方向からの音でも細かく聴き分ける。

「あ、おい!?」

　アルの制止も待たず、〇三が走り出す。山や羊ぎの如ごとき脚からの速力はかなりのものだ。さらには、絶壁とも思える崖の街もすいすいと登っていく。それは、脚の主である〇三自身をして、意外の念を持たせるほどのスムーズさだ。

（これは……俺は……いや、俺の脚は、この街のことを知っている……のか）

　それだけではない。声聞く耳が、風切る頰が、街の匂いを嗅ぐ鼻が、記憶にない懐かしさデジヤヴユを〇三へと突きつける。

「ったく、どうしたってんだ！」

　白骨も慌てて走り出すが、街中である。迷い無く登り、壁を走る〇三が一歩先を行く。多種多様な人々が驚くように道を開けていく。アルが改めて、驚嘆の念を抱く。

（種が違えば生態も違う。これだけの種が共に暮らせる街。どれだけの試行錯誤を）

「あそこか」

　だだだん！　と勢いよく民家を駆け上り、跳び上がった〇三が眼下の路地を見た。

（俺と戦った時の立体起動か。あの獣足は伊達だてじゃ無いな）

　見上げる側のアルが思う間にも、〇三は岩を蹴り、目的地へ着地する。

「な、なんだテメェ！」

　身を沈めた〇三へ、慌てたような声が降り、

「その子を、離すがいい」

　白い毛玉のような雪人の子を抱える男に、彼女はその瞳を閃ひらめかせた。

「くそっ……！　う、動くな！　このガキがどうなってもいいってのか」

　男の腕の中で、毛玉がぷるぷると涙目で震えている。

「むっ」青白い表情を厳しくしかめ、〇三は動きを止めた。

　自我持ち死し霊りよう経験一か月足らず。ノープランであった。

　じりりとした十数秒。誘拐犯がそろりと足を別方向へ向ける。〇三が制止の声を上げた。

「ぐっ、待──」

「おい！　そのままでいろよ……。良いいか？」

「いや良くねえだろよー」

　ごいん、と。男の後頭部へ叫びつつ叩たたき込こまれたのはアルの頭蓋骨だ。後方、大通りには投とう擲てきポーズを付けている首無し人骨が住民からドン引きされている。

「痛いって──？」

　男が振り向いた瞬間を、〇三は逃がさない。

「────フゥッ！」身を沈めて潜り込み、山や羊ぎ脚の脚線美が下方から男の鳩尾みぞおちを打った。

「キュゥ」

　悶もん絶ぜつし、倒れる男の腕から、雪人の子供が飛び出した。アル頭部と〇三を見比べ──

「おっと」

　ぽいーん、と〇三の豊かな胸元に納まった。相変わらず涙目でぷるぷるしている。

「……別にさ。慣れてるもんね。傷ついてなんかないもんね……」

　そう切なく呟つぶやく頭蓋骨と、しょんぼりと誘拐犯の男に縄をかける頭無し人骨が一体いた。




　男は旅行者を装よそおった密輸業者であった。しかも、ノストヴァールの組織の元一員だ。元の組織はもう限界だと判断し、かねてからの取引先であったガイムラに集中する希少種を狙って入り込んでいたのだった。

「噓うそから出た真ってか。ノストヴァールの件を考えりゃ、ここに密輸で運び込まれた希少生物もいると思うと、何か釈然としないものはあるけども。……でもまあ、おてがらじゃん？」

「いや、俺は何も……」

「君が足留めしてくれてたからだって。自慢していいぜ」

「むう。今度は俺が賊を捕まえる側になるとは……分からんものだ」

　助けた子は、先ほど街の入り口で話を聞いていた雪人の子供だった。ひんひん泣く子毛玉を背負った大毛玉が、何度も〇三に頭を下げる。

「いやほんと、ありがとう！　ありがとうよ！　流石さすがはペルゼン様の鬼子部隊だ！」

「やあ、いつも外で何してんのかと思ってたけど」「リメインズキュレータってやっぱ強えんだなあ」「そういえばあの子の顔、どっかで見たことあるな」

　白銀ラミアの女性が、多腕の青年が、影人シヤーダ族が、多種多様な人種が〇三をやんややんやと囃はやし立たてて賞賛する。

　喧けん騒そうから逃れるように、アルと〇三は街外れまで退散することになった。

「はあ、また壷つぼや箱覗のぞけなかった……ここなら珍しいもんありそうなのに」悔しがりつつの道すがら、アルが問うた。「随分、判断が早かったね？」

「……正直、自分でも分からない。俺には、誘拐行為の是非を問うほどの過去も、経験も無いというのに」

　自分でも戸惑いつつ、〇三はまたフードを被かぶる。

「でも、君は動いた。子供の泣き声を聞いて、迷い無く」

　彼女は少し、考え込むようにしながら歩く。二者の足が進む先は、当然『絶種の檻おり』への山道だ。

「耳が、判断した気がする。あれは助けるべき声だと」呟つぶやきのように、〇三は言った。「脚が勝手に動いたと感じる。近道はこうだと」ひとつだけ、地面を蹄ひづめで蹴って見せた。「目が、独りでに見分けた。救う相手と、打ち倒す相手を」

「そうすべきと思ったわけではなくって、身体からだが勝手に動いたと？」

　アルの補足に頷うなずきかけて、〇三はやはり首を左右に振った。

「分からないと言ったろう。だが……俺の出自も少し分かった気がする」

　彼女は自分の、左右が別の人間のものである両手の平を見下ろす。

「ここに来て、思う。感じる。この頭も、下半身も、腕も、おそらくはそうそう手に入る種族の遺体ではない。では──」

　アルは気付く。先ほどの喜びさざめく群衆の中には、〇三の顔や体を、少々の哀かなしみを持って見る者が少数、いた。

「この街の元住民のもんだと？　……譲り受けてるってことなのかね？」

「全てが借り物の体だ。俺自身の意志など、本当にあるものかどうなのか──」

　〇三は嘆息する。己の欠如。それは意識が生まれて一月に満たない彼女の不安でもある。

　彼女の体含め、おどろおどろしい話だが、先の雪人の話ぶりからは住民からのペルゼンへの不満は大きくは伺えない。また別の者に聞けば違う答えが返ってくる可能性はあるが、

「────ま、君の件も含め、行ってみるしかないか」

　人骨は再び頸けい椎ついを上げ、『絶種の檻おり』の威容を見た。




「たのも────！」「たのもー」

　小細工は無しでいいかと、アルは『絶種の檻おり』の門をどんからどんからと叩たたく。

　そして、しばし。ばたばたと音がして、中から扉の鍵を開ける音が聞こえてきた。

（使い魔代わりのスケルトン……にしては足音に肉感がある。本人が直接？）

　そんな思いとは裏腹に。重厚な音と共に開けられた、扉の裏から覗のぞいた顔は、

「……どなたですか？」

　少女であった。見た目で言えば十かそこら。意表を突かれる展開に、アルと〇三は顔と髑どく髏ろを見合わせ、再び彼女を見た。

　見た目は人間の少女とほぼ変わらない。だが、その額にはもう一つの眼球が開いていた。
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（三眼人サガン族……だっけ？　本物初めて見た）

「眼めが、多いな」

　アルが心中で驚きよう愕がくし、〇三が素直な感想を漏らす。それに、

「……なんですか、あなたたち」額を押さえて扉の影へと隠れてしまう。

「あ、ごめん、不ぶ躾しつけだった。その、君は？」

「……自分から名乗るのが先。礼儀がなっていません」扉の裏から、厳しいお返事。

「ごめんなさい」「すまなかった」二体は素直に謝る。

　これに、少女はひょこり、姿を再び現した。

「……スケルトンは分かるけど、あなた、ＲＣNo３、ですよね？　なんで喋しやべってるんです？」

「俺はアル。こっちは──今は〇三って呼んでる」

　自己紹介する白骨。〇三も頷うなずく。むむ、と少女の眉間にしわがよる。

「もしかして、君がペルゼンだったりする？」

　まさかとは思いつつ、フブルのことなど思い出して一応アルは聞いてみる。

「違うに決まってます。あなたの眼めは節穴？」普通に違った。

　アルは自分の眼孔に指骨を入れてみた。

「…………まあ、穴だね。節穴です」静かに、認める。

「そうだな」素直な追認。

「本当でしたね」冷静な確認。

　少しくじけそうになる節穴骨。──少女が咳せき払ばらいをひとつ。

「……とにかく。貴方あなたたちは怪しいのでペルゼン様に会わせるわけにはいきません。リメインズキュレータを操るとは、スケルトンのように見えてリッチの類ですか」

「その必要は無いぞ、サダイ」

　ひび割れた黒曜石のような声がした。弾はじかれたように、サダイと呼ばれた三つ眼めの少女が振り返る。その視線を、アルも追った。

「ペルゼン様！」

（この……爺じいちゃんが）

　水分を極限まで絞った堅い木が、何かの間違いで人の形をとって、礼服をぴっちりと着込んでいる。そのような姿。二百セルは越えているが、偉丈夫という印象はない。余りに細い。だが、折れそうな印象もない。人を叩たたき殺せそうな棒、と言うべきか。

（明鬼めき族……本人も中々の希少種族って事か）

　目を引くのは黒い服と浅黒い肌に反して真っ白な総髪と長鬚ひげ、天に伸びる二本の角。そして杖つえ持つ両の手の上で組まれている腕……つまり、四本腕だ。片眼鏡が陽光を反射した。

「ペルゼンだ。御客人……と、元職員よ」

　にい、と滅めつ種しゆ博はくを名乗った老人が笑う。品があるわけでは無いが、粗野でも無い。奇妙な色気のある笑顔だった。

「よろしく……ええと」

　名乗ろうとしたアルを、ひびにも近い皺しわが走る手が止める。

「聞いておったし、街の様子も使い死し霊りようの目から見ておった。アルか。玄関で立ち話もなんだ。来なさい」

「あっ、ちょっ……ペルゼン様」

　初めて動揺の如ごときものを現したサダイの視線が、ペルゼンの背中と訪問者を何度か行き来する。気まずい顔。

（そりゃ気まずいですよね）アルの同情に、気付いた訳も無いが。

　嘆息。サダイの手が屋内を示した。

「……ようこそ、『絶種の檻おり』に」




　『絶種の檻おり』の内部は全て黒く塗られていた。魔力による照明が各所にあるため暗くは無いが、壁や床の色に対比するかのような存在があちこちに顔を出している。

　白骨だ。

　名も知らぬ犬のような獣のスケルトンが歩く。来客が気になるのか一瞬鼻骨を寄せたが、すぐに興味を無くし回廊を去って行く。入れ替わりで、大きな影が差した。

　三メル近い小型の巨人族のスケルトンが、億おつ劫くうそうに歩いた後自らの巨体がすっぽり納まる空間に入り、自らの結合を解いた。眠ったのだ。

「──あれはどういう？」

「無論、絶滅種の骨だ。先ほどのは炎集犬、今の巨人種は霜漁巨人族。いずれも百年以上前に滅びた。生前は相性の悪い種だったろうがな」

　アル達を先導するペルゼンが、振り向きもせず告げる。アルは自らを見下ろして聞き直す。

「俺が言うことじゃないですけど……保存のためならわざわざ骨を動かす必要無いでしょ？」

「……研究のため」サダイがアルを見上げて言う。「生前の魂があるスケルトンはああして行動させるのです。どういう風に各所を動かすのか、どういう習性があるのか」

「では、魂の無いモノは」

　こちらは〇三だ。彼女の言葉が面白かったか、ペルゼンが笑いを漏らす。

「ふふ、忘れたかＲＣ──あァ、〇三という名を得たのだったな。他の大量の骨は地下保存廟びようにある。……さて、着いた。私の部屋で悪いがね」

　彼はアル達を室内へ招く。身体からだを折り曲げるようにして椅子へ腰掛ける。

「さて、では何を頼もうか──」唐突に、そう言う。

「ペルゼン様？」

　不思議そうに、サダイ。ペルゼンは面白がるように彼女を見るが、答えは無い。

「随分と話が早いですね、ペルゼンさん」

「無駄だろう？　分かりきったことを聞いても」

　骨と鬼だけが会話を進める。

「自我を取り戻したゾンビなど、縛り付けても仕方無かろう。それとも、これからも自発的に働くかね？　それならそれでいいが」

「それは」〇三は言葉に詰まる。

「で、あろう。しかしてお前は元々私の所有死し霊りようだ。自由の代わり、仕事の一つもしてもらう」

「随分簡単に退職を認めるもんですね？　リメインズキュレータは貴方あなたの虎の子では？」

　アルの疑問へ、ペルゼンは高い鷲わし鼻ばなを鳴らす。

「絶種でも無い体のつぎはぎなど、かかるのは手間だけよ。真まことに貴重な物とは、最も早はや失われた物を言う。その意味で言えば、意思持つ竜牙の兵よ。お主の胸の牙とて、換えの利かぬ物では無かろう」

　む、とアルは意識を胸骨へ向ける。確かに、成竜の牙──ディスパテの牙ほどの強度が他にあるかはともかく──は非常に貴重ではあるが、入手の口がなくはない。

「竜牙兵アル。勇者の仲間、竜殺し。空を裂く者。そこの〇三のみならず、リメインズキュレータは世界に散っておるのでな。噂うわさは聞いている」

「そりゃどうも。どーにも変に名前売れちゃったな……」

「先ほどの捕り物もな。治安への協力、礼を言っておこうか」

　ペルゼンに手振りで勧められ、アル達も椅子へ骨盤を掛ける。無言でサダイが茶を置いた。拗すねたように、額の目だけがアルを見ている。

「飲めるだろう？　お主くらい魔力を操れるなら」

　返事の代わり、「いただきます」とアルは茶を口蓋骨へ持っていく。

「話を戻すが。今現在、この地下には万を超える絶滅種の骨がある」

　その数に、アルと〇三の表情に乏しい面にも驚きの気配が浮く。

「しかし、この世界でこれまでに絶滅した種の数は軽く十億以上だ。大小含めればな」

「そんなに!?」アルの驚きよう愕がくが声にまで出た。

「この世界が始原の神アプル・テマートと共に出来上がってからは気の遠くなるような時間が経たっている。いくつもの生命が生まれては消えた。人という種族が生まれてからの時間など、それに比べれば一瞬程度のものだ」

「────そう、なのか」

　〇三はどこか自分が安あん堵どした感覚を得る。その理由が分からず戸惑っている間にも、ペルゼンは語る。

「その中には小虫やスライムのように、骨格を持たない種も数多くある。骨も遺のこさず滅びた種もあるだろう。だが、どうだ。それを考えれば、この『絶種の檻おり』にある万の骨も、充分とはまるで言えぬと思わんかね」

　片眼鏡の視線に、アルは頸けい椎ついを曲げることで一応の肯定を返す。先を促した。

「つまりは。最低ひとつ。新たな絶滅種の骨を。それが適かなえば、〇三を退任、ということにしても良い」

「そう来るかー……」

　頭蓋が黒い天井を煽あおぐ。とはいえ、客観的に見ればアルに責任はさほど無い。〇三との経緯も正当防衛だ。ここで彼女を返し、そのままアルだけ去るという行動も充分成り立つ。

　それを理解している〇三が、傍かたわらの人骨を見た。だが、白骨の内心は、

（今の彼女を一人で放り出すのはな……ちょっと気が進まない。あと、この爺じいさんの目的……昔のイザナの──）

「もしくはアル、お主が入るか。それほどの図抜けた力を持つ竜牙兵となると、絶滅種では無くとも中々に珍しい。代用員としては充分だ」

「嫌だよそんなん。やるよ。やりますよ」

　さりとて、筋を通さず全てをひっくり返すこともし辛づらい。ペルゼンがアルの人格を全て理解していたという訳では無い──が、白骨は見事に逃げられない状況に追い込まれていた。

「アル……」

「どーせソカリィが直るまでは暇だ」

　〇三の声を、軽く手骨で振りはらう。

「何かアテはあるんですか。流石さすがに素人しろうとの俺らに一から探せってのは厳しいですよ」

「ちと、近場に手が出せなかったものがある。サダイ」

　要請に、サダイが頷うなずいて資料棚へ向かう。見送りながら、アルが問う。

「ここは貴方あなた一人だと聞いていたんですが」

「あれは三眼人サガン族最後の生き残りだ。身寄りも無いのでな。未来の蒐しゆう集しゆうを条件に、ここで雇っておる」

　またしても、アルには意外な答えだった。雪人の話といい、滅めつ種しゆ博はくへの印象がまた少し覆くつがえる。

「どうぞ。でも、ペルゼン様──」

　サダイが資料を持って戻る。三つの目にはいくらかの躊躇ためらいがあった。

「下がっておりなさい。この者達が決めることだ」

　言われて、ぺこりと頭を下げて彼女はペルゼンの後ろに着く。木のような腕が資料を広げた。

「まずは場所だけ話そうか。国を越えるが、何、距離的には大したことは無い」

「近い外国って……まさか」「？」

　嫌な予感。アルが少し退き気味になるのを、〇三が不思議そうに眺めた。

「良い勘をしておる。おそらくは当たっておるよ」

　白骨の表情無き渋面にもむしろ楽しそうに、ペルゼンはその場所の名を口にした。

「国境線上は、その場所はあの国の内だ────ヘイベル法国の、な」

「……………………まじでー」




　　　　○




　精霊領域フィネグンド。エルフ達と精霊住まう、西方大森林南方に位置する国家。つい最近、長年続いたオークとの戦争も和平に至り、魔王軍との戦線からも遠いこの国は平穏の相を見せている。

　イザナは現在ここの賓客として、魔法研究その他を行っている身分だ。

　彼女ほどの力を持つ死し霊りよう術じゆつ士しともなれば、単独であるなら帝国からここまで、使役する死し霊りようを用いて空を往ゆき、数日で戻ることも可能だ。

「さ、て。休暇もお終しまいと。あの娘はどうしてるかしらね……」

　彼女が思うのは、今は骨となっている想おもい人から託された、ハルベルという女の子だ。

（思い返してみると随分ね。骨になって神経も無くなったのかしら……いえ、生きている時から、その手の神経は無かった気がするわね）

　彼は連れてきたその娘を、イザナへ弟子入りさせるよう頼んできたのである。

「お帰りなさい、お母様」

　イザナの物思いを、我が子であるシミュラルの声が切ってくる。少し疲労のある中性的なその顔へ、歩きながら笑顔を返す。

「ただいま。あの子達、どうしてる？」

「ええと」言い辛づらそうに、シミュラル。「その、課題は早々に終えられたのですが」

「？」

　疑問と共に、研究所へと歩みを進めて。彼女たちを待っていたのは、もぬけの殻の実験室だ。修練用に、と貸し与えた部屋でイザナは首を傾かしげる。

「その、止めたのですけど。課題を終えた途端にミクトラ様と」

「ミクトラ嬢と？」

　ハルベルと共に旅してきた女冒険者の名。彼女もアルを慕っている。正気とは思えない。

「お二人で『骨さーちあんどですとろい！』と声揃そろえ、契約魔力線を辿たどって行ってしまわれて」

「行っちゃったの？」呆あきれたように、イザナ。とはいえ彼女も人のことを言えた義理では無い。

「止めたんですけど……その、圧が」

　視線を逸そらしつつ、シミュラル。骨──アルは伝言ひとつで旅立ってしまったため、

「お母様も課題を残して一緒に行ってしまったものですから。なだめるのに苦労しました……」

　げんなりと言う様子に、

（流石さすがに悪かったかしら。でも、これは──）

　イザナは実験室の片隅へ置かれた、課題用の道具を見た。

「なるほど。課題を終えたというのは本当ね」

　それは、魂の揺らぎを擬似的に再現した魔力塊を封じた容器だ。全く静的に安定している。

　魂というものは裸のまま放っておけば世界に還かえってしまうため、死し霊りよう術じゆつ士しは魔力でそれを留とどめる。この道具は、込める魔力が大きすぎれば容器に収まらず、小さすぎれば魔力塊を安定させる事が出来ない。つまりは魔力調節の修練用だ。

「あの子、あの何でも魔力尽くで押し通す癖を何とかしないと、技術以前の問題だったから……ま、これなら及第点かしら」

　軽い嘆息。シミュラルを労ねぎらい、お茶の支度を整える。

「良いのですか、放っておいて」

「外へ出して野の良らの死し霊りようを乗りこなすことも、元々課程の中に入れてたし。順番入れ替えるわ。あの娘も目的意識は強いから、しばらくすれば戻ってくるでしょう。予定に支障をきたすようなら迎えに行くけれど」

　言いつつも、聖邪の異名をとる死霊術士の視線は東の方へ向く。

「休暇延長、か。こんなことならアルヴィスと一緒に居れば良かったかな」

「私は暫しばらく振りにお母様と二人なので。嬉うれしいです。ハルベルさん達──と、友達、といるのも、楽しいものでしたけど」

　あら、とイザナは視線を戻す。

「そっか。初めてか。お友達」くすりと口くち許もとが緩んだ。「じゃ、お茶をいただきながら聞きましょうか。あの娘達と、何をしてたの？」

　急に早口になり話しだす我が子を、イザナは暖かく眺める。母子の時間が流れ始める。




　　　　○




「撒まいたかな？」

「今は追っ手は見えないが、分からん。向こうは街道を使えるしな……」

　砂さ塵じん舞う中、荒野を大型の何かに乗った二人の冒険者が移動している。砂避けか、変装のためか。目元以外を布で覆っているため人相は分からない。しかし、その声は読者諸兄にはおなじみの二人を示している──ハルベルとミクトラだ。

「いや～参った参っタ。まさかあそこまで恩知らずとハ」

　また新しい声が、二人の前方から響く。砂さ塵じんが無ければ、その全体像は半裸の女性の上半身を備えた、巨大な蜘く蛛もの魔物だと分かったはずだ。

「アルにも言われてたのに、ついついデケニー出しちゃった私も悪いよ……まあ、仕事自体は出来たから次の街で報酬もらお」

　ハルベルが励ますように、背の高い方……ミクトラの背中をぽんぽんと叩たたく。

「う、うむ。冒険者組合は法国のスタンスとは無関係だから、報酬は問題ないはずだ」

「ギリギリ受付嬢さんに証明書もらえて良かったねえ」

　三者が行くのは、ヘイベル法国の北側に位置する場所だ。街道からは外れており、周囲には人影ひとつない。

　彼女たちは、ハルベルが感知するアルとの契約魔力線を追って最短ルートを取った。……つまり、ヘイベル法国の横断である。

　当初は高速馬車を捕まえ、その後は人気の無い場所や夜間を、現在のように魔力を与えたデケニーによる移動でかなり順調に距離を稼いだ。

　しかし。路銀に余裕を持たせようと軽い気持ちで受けた野の良らのファイアマウス討伐。これが良くなかった。





◆ファイアマウス（人類敵対度……Ｂ。意思の類は薄いが、まず確実に人へ仇あだ為なしてしまう。害獣）

　東国では火光鼠ねずみとも言われる小型の魔物。高温に強く、火事の中でも平気でいるためにこの名が付いた。

　体内に燃料を溜ため込こむ器官があり、一日に一度だけ小さな火か焰えんのブレスを吐くことが出来る。

　十数セルというサイズのため一匹ではさほどの脅威ではない。しかし群を為なす性質があり、しかも通常の鼠ねずみのように穀物を狙うことがある。こうなると最悪で、穀物は食われる上、最悪畑も保存庫も燃やされ大変なことになる。



　勇者アルヴィス曰いわく『生息地近くでは定期的に駆除依頼が来たりする。人数さえ集められれば比較的安全に経験を積めるよ』




　と、ミクトラ愛読の魔物事典にもあったため、他の冒険者達と一緒に依頼を受けたまでは良かったが。

「まさか組合が把握してなかった群がもう一つあったとは」

「町の方行くのをまとめて阻止するために、デケニーに頑張ってもらっちゃったからね」

「マ、アタシの糸にかかればちょろいもンだったけどサ。それを聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たいに見られちゃったのはマズかったネ」

　法国は基本的に、国防は傭よう兵へいによって行っているが、自前の武装組織が無いわけでは無い。

　それが、聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たい。ヘイベル法国唯一の武装組織であり、ひとりひとりが卓越した神聖魔法の使い手により構成され、一度は魔王軍十堕臣・セッケルの堕だ屍し軍ぐんすら撃退した強きよう靱じんな軍隊だ。

「聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たい……噂うわさには聞いていたが、あそこまでとは」

　弱り切った声音でミクトラが嘆く。

　彼かれ等らは己が信じるマルト教の『アンデッド、ダメ・ゼッタイ』の教義に忠実だ。

　──過剰なまでに。魔物退治にアンデッドを使った冒険者を見逃さないほどに。

　町に戻って祝勝会の後、宿で寝ていたところ、気を利きかせた組合の人間により危機を知らされたという経緯だ。法国の住人とは言え、誰も彼もが原理主義というわけではない。

「魔物退治の結果、我々が追われるとはな……」

「あいつらも助けられた癖にネー」

　ぶちぶち言いつつ、一行は次の町へと進む。そこで報酬を受け取り、登山用の装備を揃そろえて国境を越え、オルダネル帝国に入る計画だ。

「しかし、ソカリィを修理しに行ったはずなのに、何な故ぜ主は山岳地帯などにいるのだ？」

「契約魔力線がそっち向いてるんだよね……分かんないけど、ぜったいおかしなことに頭蓋骨突っ込んでる」

　確信めいて言うハルベルに、ミクトラも苦笑する。

「ひ、否定できんなぁ……」

「ヒヒヒ、変な信頼あんネ、アルちゃんハ」

　大おお蜘ぐ蛛もの魔物は音も無く、滑るように荒野を走る。ハルベルの莫ばく大だいな魔力支援を受けたその速度は下手な馬車を超える。夜が更ふけるまでには次の町が見えてくるはずであった。




　────あった、のだが。そして着いた、のだが。

「検問テ。ドンダケヨ」

　小こ蜘ぐ蛛も形態となったデケニーが、ハルベルの鞄かばんからぼやく。

　近場の林から覗のぞく町の門には、聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たいの聖服を着た二名の隊員が、本来の衛士を押しのけるようにして立っている。

「う～。前の町で誰かから私達の目的、聞いたのかな？」

「デケニーの糸の助けがあるとはいえ、補給無しで応霊山脈に挑むのは中々厳しいな……」

　ハルベルもデケニーも、移動で疲労している。物資の補給とどこかで一泊、しかる後に登山、が望ましいところだ。とはいえ、

「我々の面が割れているからな……かといってほとぼりを冷ますにしても」

「期間にあんまり余裕はないもんね……お師匠様に黙って出てきちゃってるし」

　やや後ろめたそうに、ハルベル。とはいえその師匠もあんなんだ。

「突破、スル？　とりあえずふん縛って隠しとけバ、一日は稼げるでショ」

「き……君きみ達」

　一行の背後からかかった声に、ミクトラが即座に反応、振り向いて腰の剣に手を掛ける。

「その聖服──聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たい！」

「ま、待ってくれ。話をしにきたんだ」

　小声で叫ぶその男は、隊のシンボルでもある杖つえを地面に置きつつ、両手を前に出した。

「話……？」ハルベルがちらと町の方を伺う。門前の隊員が彼女たちに気付いた様子は無い。

（大声の一つも出せば仲間を呼べる……のにしない）ミクトラは警戒を続けつつ、「何の話だ」

「そこの娘……死し霊りよう術じゆつ士し、なんだろう……しかも、凄すご腕うでの」

　こちらも緊張を滲にじませつつ、隊員。

「え？　でへへ、凄すご腕うでだなんて、そんなあ」「女帝サマー、状況考エテー」

　デケニーにたしなめられ、あわわとハルベルが表情を引き締める。

「私に、用ですか」

「用というか、……依頼だ」

　これに、ミクトラが眉をひそめる。

「依頼だと？　こちらの行動を制限し、追っ手をかけている側がか」

「……依頼主は私個人だ。報酬は、先日のファイアマウス退治の報酬引き渡し、それと物資の提供、応霊山脈の入り口であるケレン山登山口までの案な……」

「女帝様、こいつふん縛ろウ」

　いつの間にか木々の上──枝と葉に紛れ、町の方からは見えない──から見下ろしながら。真体を顕あらわしたデケニーの声が降る。複眼含めた八つの眼光が、木々の間から睨にらみつける。

「待て……！　本当だ、光明神マルドゥ様に誓って。攻撃するなよ……証を出す」

　アルが聞けば、うげえと舌を出す真ま似ねくらいはするような事を言い、隊員は胸元から自らの隊員証を取り出した。

「『エレラーム・トニティ』一級隊員か。神聖魔法の練達上位ハイアデプト……。住所は──」

　戦死した際の届け先までもが書かれたそれをミクトラは見て、顎の動きで先を促す。

　彼は、血を吐くように、それ自体が罪であるかのように。

「君に、存在を留とどめて欲しい人がいる……我々では、その人を昇天させることしか認められていない」

　聖せい杖じよう討とう滅めつ隊員エレラームは、そう言葉をこぼした。

「もう一度、話が、したいんだ」




　エレラームの先導で、ハルベル達は旅路を少し荒野へと戻る。歩きながら、彼は語った。

「……この辺りは、何年か前に堕だ屍し軍ぐんと戦があったところでね。勝ち戦ではあったが、堕だ屍し王おうセッケル自らの抗戦により我々聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たいにもそこそこの被害者が出た」

　ハルベルは鞄かばんの中でデケニーが居心地悪そうに蠢うごめいたのを感じる。

「その方は死し霊りようの王に殺されたにも関わらず、その精神の正常さを保った。驚異的な心の強さを持った方だ。戦争の後、私はその魂を見み出いだした。あの御方は……何かを私に伝えようとしていた。だが、魂のままでは、声を聞くことも出来ぬ……。何とか、神聖魔法で触媒に封じて、魂を保たせていたんだが……限界が、近いのだ」

「その、お話ししたい人って」

「……聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たい、第四部隊長。アンリ・アンダム」罪の告白するように言う。「──恋人、だったんだ」

「「！」」

　ハルベルとミクトラが息を詰める。

（信じる教えの禁を侵してでも、か……）

　信仰の度合いは異なるとはいえ、同宗のミクトラには思うところがある。彼女とて、禁忌の存在であるアンデッドを生涯の主と定めた者だ。

　ミクトラの視線を受けて、ハルベルが頷うなずいた。

　そこからは無言で、一行は歩を進めた。町から数キル離れて、エレラームが足を停とめる。

「待っておいてくれ。今、封印を解く」彼がしゃがみ込んだのは、注意しなければ分からないほどに土を盛られた小さな杖つえ頭がしらだ。「『開せよ』」

　立ち昇る光と共に、不定形の何かが浮かび上がる。

《お、おお、おおぉぉおぉおお……》

　痛ましいものを見たように、エレラームが目を伏せる。

「頼む」

　そのままの懇願に、ハルベルが緊張しつつ前に出る。魂の様子を、痛ましく思う。

（かなり、存在が薄くなってる……。ただ魔力を与えるだけじゃ、魂の意思が押し流されちゃう）息を吞のみ、魔ま杖じようを握る。嵌はめ込こまれた魔石へと意識を集中する。（包み込むように……このひとの、意思を助けるように。力任せじゃなく、そっと、周りを固めるイメージで……村でやってた、泥で器を作る時みたいな）

　それは、イザナに与えられた修練とも同様のイメージだ。戦闘時のように魔力を注ぐとは考えない。魂を補強するように、丁寧に魔力で形を補い、塗り固めていく。

《お、おぉお……うぅ、ううぅぅううここ、は……おぉ……》

　徐々に。唸うなり声に理性が混じる。

「あ、アンリ隊長……！」

「まだ……！　ちょっと待ってて！」

　霊体ゆえか、声は高くなったり低くなったりと安定しない。引き続き魔力で魂を支える。ハルベルと繫つながった魂の情報から、元の人の形を導き出し、形作ることで魂を安定させる。それらは極度の集中の元行われる。彼女は魂の情報が示す意味などは思考の外だ。

「おお……ハルベル、見事、な……」それを見届けるミクトラが、感嘆の声を上げつつ「おや？」と首を傾かしげた。

「これで────！」

　その様子には気付かず、トランス状態に至ったハルベルの魔力が魂を補塡し終わる。紫色の魔力が安定し、魂に生前の姿を取らせた。

　同時、ハルベルにも平常の判断力が戻る。自らが形取った魂の外見を見て、

「…………おや？」

　ミクトラと同じく、首を傾かしげる。彼女らに構わず、横から飛び出すように。魂へとエレラームが駆け寄った。

「アンリ隊長!!」

《おお、君は……エレラーム。私は……そうか、死んだのだったな……》

「はい……魂の貴方あなたが何かを伝えようとなさったのを、私は……」

《エレラーム……苦労をかけたな。何という献身の愛……！》

「貴方あなたのためならば、この程度のこと……！」

　ひっしと抱き合わんばかりの霊魂と、人間。だが、それを見るハルベル達には困惑がある。

「ええと……」「おとこのひと、だよね、アンリさん……」

　視線の先では、涙ながらの対話がはばかりも無く交わされているが。

　嘆息気味の返事は、鞄かばんのデケニーから来た。

「ソンナ珍シイコトデモナイヨ。禁欲的ナ集団ニハ良クアルコトデサ」そして、複眼が二人に向く「ダイタイ女帝サマモ、ミクチャンモ、人ノコト言エタ義理ジャナイデショ」

　二人は脳裏に浮かんだ骨張った存在にぎくり、となる。

「ま、まあ愛の形は人それぞれだな！」「そ、そうだね！　そのとーり！」

「ヤレヤレ。アタシハ気マズイカラ、マタ隠レトクネ」




　しばし後。涙で目元を腫らしたエレラームとアンリの魂（何な故ぜかこちらの目も腫れていた）は、揃そろってハルベル達に礼を言った。

「ありがとう、皆さん」

《生前の任からすれば複雑な思いではあるが……ここは礼を言わねばなるまいな。死し霊りよう術じゆつ士しの少女よ。私の心残りのことからも、これは天命というべきやも知れぬ》

「え？　わわわ、その、えと、どういたしまして」

　壮年の男性に謝意を向けられ、ハルベルはわたわたと慌てる。それを眺めたアンリの魂は表情を改め、エレラームの方を向いた。

《おかげで、私は心残りのために悪あく霊りように成り下がらずに済んだ……では、エレラームよ。後は、委細頼む》

「……は。分かって、おります。貴方あなたの後は、必ずや私が」

　彼は沈痛の表情で答える。

《私の助力があれば、『アセンション』の行使も適かなおう。……行くぞ》

「え？」

　ハルベルの表情が固まる。アセンション。アルが何度か使った魔法だ。死し霊りようを昇天させる、神聖最上級の魔法。ミクトラが目を伏せる。

「え、だって、アンリさん。安定したんだから……そのまま……いれば……」

　慌てるようなハルベルへ、アンリは哀れむような視線を向けた。

《死し霊りよう術じゆつ士しの少女よ。君には世話になった。しかし、やはり、こうなってはみても。我々には我々の向かう道というものがあるのだ》

「で、でも！　私の知ってるひとは、『アンデッドでも、いるんだからしょうがない、いたければいればいい』って……！」

　アンリの透ける表情が、隔意の笑みを作る。

《それは我々以外の隊員の前では言ってはいかんぞ、少女よ。それは、その者の見み出いだした、その者の言葉なのだ。我々が見み出いだした言葉では、ないのだよ》

　ハルベルの揺れる視線が、エレラームへ向かう。だが彼も、悲しそうな目で頷うなずくのみだ。

「み、ミクト……」助けを求めるように振り向こうとするその肩を、他ならぬミクトラの手が支えた。

「ハルベル。これは、人間ひとりひとりが信じるものの話だ。……君の村にも、自らを裁した方はいただろう？」

　う、と少女は言葉に詰まる。その頃は、自分の行っていたことに気付いていなかった。だが、知っていたとして、自分は彼かれ等らを止められただろうか？

「君が厚意で言ってくれているということは、受け取っておく。……ありがとう」

　エレラームが杖つえを持つ。魔力が震わせる声と、肉声が法国式の呪文を紡つむぎだす。

「返れ帰れ還かえれ、彷徨さまよえる魂よ」

《汝なんじの時は終わる。全ての時もいずれ》

「不変なるは御主。その御み許もとへ汝なんじも渡る。世界を越えて」

　声が揃そろう。

『──アセンション』

　光が、アンリの魂を連れて行く。ハルベルが込めた魔力も諸共に、魂を解きほぐし、上位次元へ。紫と白の光が混じり合い、マーブル模様を描いて昇る。

「きれい……」「ああ」「ワタシハヤダナー。目ニキッツイ」

　呆ほう、と二人がそれを眺める。そのまま、ハルベルが言う。

「ミクトラ、私ね。少し分かった気がする」

「何をだ？」

「死し霊りよう術じゆつ士しがいる意味」

　ミクトラが傍かたわらの少女へ視線を移す。その少女の目に、先ほどまでの戸惑いは既に無い。

「拝聴しよう」

「て、照れるね。あのね、こんな風なのが、死し霊りよう術じゆつ士しが最初に生まれた意味だったんじゃないのかなって」彼女の指が胸の前で絡からまる。「なんて言ったらいいんだろ……戦う術も。操る術も。死し霊りよう術にはあるけれど。……でも、最初にこの力が必要とされたのは、もっと、単純なことだったと。そう思うの」

　再び、ハルベルは昇る光を見た。魂が別れを告げる輝きを。

「思いを伝えられなくなっちゃった、生きてる人と、死んだ人の。最後の橋渡し。わたしは、そう思うし、忘れないようにしたい。今日の、この光を」

　ミクトラはそれを聞きながら、ハルベルの横顔を魅入られたように眺めていた。やがて、その頰に笑みが刻まれる。姉妹を見るように、彼女への暖かな気持ちを覚える。

「そうね。きっと、そうだよ。ハルベル」

　優しくそう言って。ミクトラも再び、送魂の光を見た。




　そして、数時間後。

「マーネー！　アンナ派手ニ光出シテリャソリャ見ツカルヨネ！」

「ほんとにな！　当然追われるな！　さっさと離れるべきだった！」

「エレラームさんが義理堅い人で良かったよね!!」

　だだだだだでででで、とハルベル一行は町を走る。あれから、アセンションの光を見つけて迫る聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たいを探知した彼女たちは、隊の誘導を買って出たエレラームの助力により町へ潜入することに成功した。

　当然猶予はほぼない。とにかくエレラームからの礼金により補給物資と装備を手に入れ、教えられた登山道まで走っているというわけだ。ちなみに、冒険者組合の受付嬢はどういう情報網なのか「聞いてますよ！　頑張って！」と激励して携帯食料など一式を用意してくれた。

　町を抜け、一行は登山道へと向かう。

「それとさ！　あれ！」

「ああ、アンダム殿の一族が保存し、言い遺のこした遺物だったか!?」

「マジデアンノー？　ソンナノサー」

　別わかれ際ぎわにエレラームが伝えてきた、アンリの遺言とは、恋人同士の語らいを除けば、こういうことだ。




　応霊山脈の中には、永年、ヘイベル法国の国境線が出来る以前から保存されている遺物がある。それは、余人が触れることを禁じ、時が来れば『滅びを集める者』へと譲り渡すことを命じられた、とされる。

　──其そは、世界に五例遺る『神の残ざん滓し』の一つ。




　エレラームは追加の依頼として、遺物の確保を求めた。アルの所在を示す契約魔力線と道程が重なっていたため、ハルベル達はその依頼も受けている。

「『アンキエイア神骨』……そんなものが、今の世まで本当に遺っているというのか……？」
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　さて。ハルベル達の登山から時は少しだけ、遡る。

「…………」

　かつて闇の竜王として生き、勇者アルヴィス・アルバースによって斃たおされ、人として生まれ変わった存在がある。

　竜としての『彼』は人に仇あだ為なして生きていたが、人として産まれたからには人として生きるべしと考え、今生を送っている。

　しかし。

「ダイス君！　学園長に呼ばれているのです！　早く付いてきなさいな！」

「ペリネはダイス君お気に入りだよね～」「べっ……別に！　義務ですわ！」

「ごめんね。ダイス君はしっかりしてる、から。わざわざ呼びに行かなくても、とは言ったん、だけど」

　休日の朝も早よからきゃいきゃいと、雛ひな鳥どりのような者達に呼び立てられて連れ回されるとなれば、『彼』──ダイスもほんの少しだけ前世が懐なつかしくなるというものだった。

「ダイス、行ってらっしゃ～い。お友達と仲良くね！」

　朗らかにダイスを送り出すのは、今生の姉にして唯一の肉親、ルーラットだ。

「御姉様、御貴弟お借り致しますわ！」

　ペリネが王仕貴族（王に直接仕える貴族）とは思えぬ態度で平民であるルーラットに挨拶し、ダイスを引っ張っていく。

（何な故ぜこうなった）

　手を引かれながら、ダイスは経緯を思い出す。




　エイン王国宰相にして、かつて勇者と共にダイスの前世に幕を下ろした大魔導師──フブル・タワワトが、突如ダイスと姉の暮らすパルムック村を訪れたのが始まりだ。

「お前ウチ来んか？」

　彼女は王立の騎士養成学園の学園長も務める。

（殺した相手によくもまあ、とは思うが。遥はるか大昔からそのような古ふる狸だぬきであった……）

　報酬としては、早くに両親を亡なくした姉の技能学校への就学と、王都での生活援助だ。人間ならば肉親は大事にせねばなるまい、というのがダイスの今生における信条である。

　フブル側としては、戦争で大量に失われた、使い物になる騎士階級をとにかく増やしたいという事情だ。ダイスを急場の火消しとして確保しつつ、見所ある者達を育てる際の安全弁とする、という。




　話を戻す。そんなわけでダイスは今現在、陰に日向ひなたに、月数回の頻度で『特別課外実習』なる授業──要はフブルの仕事の穴埋めだ──をこなしている。

　学友のペリネーテス、ダステル、ゲルダ。今ダイスを引っ張っている三人が、彼の主な学園付き合いである。

　魔力により無理矢理体を十歳前後までは成長させたとはいえ、彼かれ等らに比べれば背は小さい。

（二十年も生きておらん若造達に年下扱いされるというのも、なんともな──いや、実際人としてはまだ三年半も生きておらんが）

　事実は別として、立場上ダイスは『生まれ持った魔力による異常成長をしてしまった』という扱いで飛び級した特待生であり、同学年主席のペリネーテス・ラ・ペルナーダが率いる一団に組み込まれている。彼かれ等らで用が済むのであれば手助け程度に収め、万が一手に余る要素があればこれを密かに排除する。

　人間に成り下がったとはいえ、かつての半分弱程度の力は出せる。これは、人の世においては最高級の力と言うことでもある。

「失礼致します！　第三階位生、ペリネーテス・ラ・ペルナーダ他三名、参りました！」

「おう、来たか」

　王立騎士養成学園、学長室。普段は無人の椅子に、今日は珍しく主がその小さな体を乗せていた。

　見た目はペリネーテスをも下回る童女だが、彼女こそが学園長フブル・タワワトである。

「早速じゃが、今回コレ」

　フブルが差し出したのは、任務次第を示した書類と一片の古びた設計図だ。

「拝見しますわ。……サンドラ城じよう砦さい？　王国北ほつ方ぽう、法国と帝国の国境線近くですわね」

「聞いたこと、あります。一度魔王軍に奪われて、取り返した、ところだと」

　ペリネーテスとダステル、貴族二人の知識にフブルはダイスを見つつ頷うなずく。前世は魔王軍だったダイスは後ろでそっぽを向いている。彼女はこんにゃろ、という意思を乗せつつ、

「そーそー。取り返したは取り返したんじゃけど、破壊がひどくて使えんでな。今じゃ前線ももうちょい北だし、暇もないってんで調査もろくにしとらんのよ。絶賛放置中」

「なんでそこに私達が……？」事情を聞き、小首を傾かしげてゲルダが書類を読み進める。その目が徐々に見開かれる。「え、隠し部屋の宝物庫!?」

　その言葉にざっとペリネーテスとダステルも顔を寄せる。フブルが頷うなずき、

「うむ、城主も当時に戦死したゆえ今まで分からんかったんじゃがな、大昔の設計図が出てきての。ひとつ調査を頼む」

「都の籠中で育った雛ひな鳥どりばかりで外征か」

　ぽつりとダイスが嘆息混じりに言う。むむ、とペリネーテスが半眼でにらむ。

「た、旅のひとつやふたつ！　やってやれないことはありませんわ！」

「ふふ、可愛かわいい子には旅をさせよというやつじゃ。一つ気張ってこい」

　これを、ペリネーテス達は激励と捉えた。各おの々おの、計画を練り始める。

「準備しなくちゃね」「携帯薬は多めに持っていきましょうか」「冒険者志望としては、野宿くらいできない、と……」

　反面、ダイスは渋面だ。彼にとっては「お前何とかしろ」と言われたに等しいわけで、無理も無い話である。

（これも人のしがらみ、か……さて、姉上をなんと説得したものか……）




　　　　○




「忘れ物ない？　お弁当持った？　枕持ってかなくてだいじょうぶ？」

「ああ、問題はない。姉上」

　出発の朝だ。やや呆あきれつつも、ダイスはルーラットの心配に逐一答えて準備を進める。

　彼女は彼女で両親を亡なくし、唯一の肉親となった弟を溺愛している。

　村に居た頃は、ダイスは山に入り獣を狩っていた。それも彼女は知っているが、当時も今も、

「あと、あと～、怪け我がしたらすぐお薬塗るんだよ？　舐なめただけとか駄目なんだからね？」

　この通りである。背中に抱きつきつつ（正直邪魔である）注意ごとの羅列が続いていた。ちなみに、昨晩からである。

「無事に、帰って、来てね……」

「分かっている」

　ダイスはこれを無下に扱うことはない。彼は、かつて一度だけ。彼女が自分を恐れたことを知っている。




　魔王が死して、戦線が前後に入り乱れた時。村周辺に魔軍の部隊が現れた。

　撤退中だったか、指揮系統が混乱したためか。ともあれ、その部隊から村を守るためダイス達の両親は防衛に向かった。姉弟のそれぞれに、互いを守れと言い遺のこして。

　当時のダイスは乳飲み子だ。しかして彼は両親の意気に応えた。転生してほどない彼は、両親の姿に人間としての規範を見たのである。

（体は人でも、世界に溶ける前に転生成ったならば、魂は──賭だが）

　彼は己に宿る竜魂の力を用いて、自らを動ける体まで無理矢理に成長させた。

　果たして、賭には勝った。ダイスは村を出てその力を振るい、衛兵達を殺し尽くした部隊を千々に退散させた。

　闇の中降りしきる雨に打たれながら、彼は息絶えた両親の姿を見た。

「────。父上、母上。大役尽じん瘁すい、御見事」

「ダイス！　ダイス……？」

　背後から声。姉の声だと、ダイスは顔だけで振り返る。

「─────────っ、ひ……！」

　彼女は、数分前の乳飲み子とは変わり果てた弟の姿を見ただろう。多大な負荷をかけた体は全身から血を噴き、竜魂を駆動させたその目は世界を圧する光を、あらゆる生物を威する魔力を放っていた。人間として以前に、生命としてルーラットの恐れは全くの正当だった。

　獣や魔物ですら、否、そうであればこそ。竜の気配には即座に逃走を選択する。

　ダイスの裸身がよろめいた。そもそもが生後二月も経たっていない。無理に無理を重ねた上での戦闘だ。

（ち……人とはなんと虚弱な。鹿ですら産まれてすぐに立とうというに）

「！　～、だ、うぅ！　………………ダイスッ!!」

　薄れ行く意識の中で、ダイスは駆け寄るルーラットの姿を意外に思った。

　その後数ヶ月のダイスの記憶は朧おぼろ気げなものだ。だが、姉がそばで弟を守っていたことは確かなことだ。




　想起から戻ったダイスは、半泣きで彼の荷を確認する（五度目）ルーラットに嘆息する。

　両親を奪った魔王軍の部隊に、ダイスは思うところは何も無い。戦だ。そういうこともあるだろう。

　だが、恐怖に囚とらわれた上でなお──たとえ弟であれ──その対象を守ると決めたルーラットの心には、

（あの忌いまわしい男の言こと乃の葉はを借りれば、勇がある）

　自身の信条、両親の遺言。それ以外に、ダイスが彼女を尊重する点があるとすれば、それだ。

　準備は終えた。ほどなくやかましい学友達もやって来る。一騒動が起きない内に、外に出ておくべきだとダイスは思う。

「ほんとに気をつけてね……？　辛つらかったら無理せずに帰ってきてね？」

　安心させるように、ダイスはルーラットの頭に手を置いた。これは立場が逆ではないか？　と思いつつ。

「では、行ってくる。姉上」

　立ち上がる。せいぜい雛ひな鳥どりたちを急せかし、早く帰れるよう努めるべし。

　そう思って家を出たダイスは、結局外まで付いてきたルーラットを引き剝がす間にペリネーテス達が到着し、またしても騒がしい中出発する羽目と相成った。
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　旅自体は順調に進んだ。一時を考えれば、戦線はかなり北へと戻っている。魔軍の哨しよう戒かい兵がうろつくような場所からは遠い。

（せいぜいが行軍訓練と言ったところか）

　最も体力のないゲルダに合わせ、一行は現在小休止中だ。

「んぐんぐ……ぱぁっ」

「あまり飲み水を消費してはいけませんわよ、ゲルダ」

「まあまあ。熱倒れでも起こすよりはマシ、だよ」

「は～。ごめんね～ダイス君。私年上なのに」

　水、ならぬ話を向けられ、周囲を警戒していたダイスはむ、と振り向く。

「人とは虚弱なものだ。そも戦で万全でいられる時などほぼ無いのだから、可能な時は整えておけ。結果的にはその方が早い」

「は、は～い」

「体も、だけどたまに三歳とは思えないこと言う、なあ、ダイス君は」

「……………………」

　そんなダイスを、ペリネーテスは他二人よりも冷静な目で見ている。

　これまでに野生の魔物と数度戦闘になっているが、いずれも全員無傷で撃破している。魔物の種類からすれば、負けることはないにしろ多少の苦戦はしてしかるべき相手だったというのに、だ。

（ダイス君自身は目立ったことはしていない……私わたし達の防御をダステルと請け負ったり、敵を引きつけたり）

　無論、三歳という実年齢（知らされた時は一同ひどく驚いた）を考えれば異常なものだが、

（外見は全然ですけれど、なんというか、身にまとう空気が……私達とは……）




　さらにしばらく進み、夜が来る。荷を減らすため、テントは一つだ。

　ダイスは一人、テントの外で火種を維持し、小石で狩った砂鼠ねずみの肉を焼いていた。その手が耳を触る。耳のくぼみにひっかけるようにして、紫色に光る耳飾りがあった。

「──何だ」

『なんだじゃないじゃろ。適度に報告せい言ったじゃろが』

　耳から響く童女の声に、ダイスは分かりやすく顔をしかめる。通信の魔石が入った魔法具。登録した魔力波長の相手との遠距離会話を可能とする。傍はた目めには装飾品としか見えない。

「何も無いから何も言わんというだけだ。貴様も暇では無いだろうが」

『むぅ。つれない奴やつ。だがええか、何かあれば』

「気配だ。切るぞ」

『おいこら、ちょっ──』

　途切れる声に変わって、背後からダイスへ近付く姿がある。

「ダイス君……？　貴方あなたは夜の見張りは結構ですわよ？　貴方あなたの年であれば、夜は寝なければ」

「構わん。先に寝ろ。適当に起こす」

　テントから出てきたペリネーテスへ、ダイスは背中で答える。その対応に、むっとして彼女は自分より小さな体の横に座った。

「…………？」

　ダイスが片眉を上げる。彼女は杖つえまで携えている。

「任務中に平民に一人見張りをさせていたのでは、貴族の名が廃りますわ」

　ふん、とその顔をそっぽへ向かせてしまう。少年の顔が怪け訝げんの色を出す。

　そもそもが、騎士志望ならば戦場では指揮官である。見張りを平民の兵士がやるのは当たり前だ。おまけに、

「学園の中では身分は関係ない、のでは無かったか？」

　初対面の時に言われたことを、ダイスは思い出す。それに、そっぽを向いたペリネーテスの血色の良いい頰がさらに赤くなった。

「う、うるさいですわね！　いいじゃないですの！　……ん？」苦し紛れにわめいたペリネーテスの目が、焚たき火びに炙あぶられる砂鼠ねずみの串焼きに止まる。「これ、ダイス君が？」

「ああ。調理に興味はあるのだが、家では姉がやると言って聞かん故な」

　生まれた村にて狩りをおこなっていた頃。人間は生の食材を摂取するには余り適さないと聞き、なんと不便なと元竜王は驚いたものである。日々の糧かてから魔力を吸収するにも、消化器官を通すなりの手順が要ると言う。

「へえ……」ペリネーテスは興味深げに野趣溢あふれる料理を見る。

　彼女も貴族令嬢の例に漏れず、自ら調理などは行ったことがない。

「食うなら構わん。一応味は付けてある。人間の舌には差異がある故、合うかは知らんが」

「むむ。これも経験、ですわね……失礼」僅かのためらいのあと、ペリネーテスの手が伸びた。

　彼女が普段食するものとはあまりに違うが、夜特有の空腹が決断を支持する。

「あむ──んん。あら、これは、中々……」ペリネーテスの口中に、固めの嚙かみ応えと甘辛い味の脂が広がった。「いけますわね。洗練とは程遠いですけれど」

　貴族料理によって舌の肥えた感想に、ダイスはふんと鼻を鳴らす。

「そうか。腐れ縁の知己から食用に向くとは聞いていたからな。まあ、満足したら眠れ」

　子供に子供扱いされ、ペリネーテスの瞳に憤いきどおりが戻ってくる。

「あのですね！　何度も何度も言いますけれど！　私の方が年上でしてよ!?　ダイス君はいつもそんな態度ですけれど、たまには素直に年長者の言うことを聞きなさい！」

　食ってかかられて、ダイスはきょとんと少女を見返した。こういう理不尽さは、竜の世界ではそうそう無い。あちらは基本的にとことんまで理の世界だ。

　しかし。どこか今生での懐なつかしさを感じ、少年は軽く足を崩した。

「ペリネーテス」

「もう何度顔を合わせているということもないでしょうに。ペリネで結構！」

　肩をすくめる。

「ふン……ではペリネ。兄弟はいるか」

　彼の問いに、ペリネーテスはその大きな瞳を数度瞬まばたいた。ダイスから私的な質問など、初めてのことだ。

「弟妹が二人ずつ、ですわね」

「多いな……壮健か」

「まだどの子も幼いですから、乳母は苦労しているでしょうね」

　目を閉じて実家の思い出に浸るように、ペリネーテスが語る。そうしてから、

「はい、ダイス君も。あーん」

　別の串を持って、ダイスの口へと差し出した。

「……………………………………………………」流石さすがに、これにはダイスも言葉を失った。

　ペリネーテスは一瞬だけ小首を傾かしげてから、

「……あ、あら……」まじまじとダイスの顔を見る。そして、赤面。「そ、その……ええと……お忘れになって……くださるかしら……」

　風船がしぼむように小さくなって、串を元に戻した。

「──なんのつもりだ」渋面の極みで、見た目は少年、心は大人（数千歳）が問う。

「い、いえ……その。そういえば、ダイス君と末の弟は同い年でしたわ、と……実家を思い出していたら、つい……」

　ダイスの眉間のしわが深くなる。

「ええとですわね……こう、とてとてと私の後を付いてきて……好き嫌いが多くて困……」

「寝る。交代の時は呼べ」立ち上がり、テントへ向かう。

「あっちょっ、ダイス君？　怒りましたの!?　ちょっと？」

　思えば久しぶりに、姉に抱きつかれずに眠れる機会だ。丁度いいとばかり、ダイスは振り返らずテントに入った。
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　そこから、さらに一日かけて。目的の砦とりでが見えてくる。

　所々が崩れた砦さい体たいが遠目にも分かるものの、その手前には小規模な集落が広がっている。

「あれは？」

　ダイスの疑問に、ゲルダが書類を引っ張り出し、眉をハの字にして首を捻ひねる。

「え？　あれ？　おかしいな～、ここら辺一帯、全然復興なんて進んでないはず……」

「魔王軍が逃げた後に、難民の人たちで勝手に作った村なんじゃない、かな」

「その辺りでしょうね。行政上は感心しませんが身体からだを休めて荷を置ける場所があるのは何よりですわ」

　三人が足早になって駆けていくが、怪け訝げんそうな目でダイスは村を眺めている。

「と、いうことだが」ダイスが耳に手をやりつつ聞く。声が返ってきた。

『はて……儂わしにもそれは届いておらんな。儂わしも今から政務じゃが、ちと注意しておくれ』

「ダイス君、どうしましたのー？」

　急せかす声に、彼は首を振り振り「まあいい」後に続く。




「おう、学生さん達ばかりでどうしたね？」

「実習でしてよ。二部屋、ございますの？」

　ほどなく辿たどり着ついた宿でダイス達は荷を解いた。

「どう、する？」

「見取り図もあることですし、すぐ向かいましょう。事を終わらせてから就寝、の方が気分は良ろしいでしょう？」

　ダステルとペリネーテスが視線を寄越すが、ダイスもゲルダも異論は無い。

「おい、あの砦とりでは今どうなっている」外へ出る前に、宿の親爺おやじにダイスが尋ねる。

「ああ、あれかあ。持ち主のお貴族様も死んじまってよ。庶民の俺等じゃ勝手に触れたら下手すりゃお縄になるかもだしなあ。遠巻きだよ。──噂じゃ、お宝が眠ってるってよ」

　ふん、とダイスは鼻から息を吐く。

「捕らえているのか捕らわれているのか。さて──」

　疑問顔の親爺おやじを置いて、ダイスはペリネーテス達の後を追う。

「ほらペリネ、あんまり離れちゃ駄目」

「わわわ、分かっていますわ！」

　商店の間を行く内にふらふらと流れるペリネーテスの歩みを、ゲルダが補正する。

「アレは結局、どういう付き合いなのだ。身分はペリネの方が上と聞いたが」

　ダイスの言葉に、ダステルはおや、と思う。愛称で呼ぶようになった。

「ゲルダは、ね。昔からペルナーダ家に入ってお付きをやってた、から。半分は姉妹みたいなもの、さ」

　ふむ、とダイスは納得する。人間達には多様な関係性がある。

「あれ、冒険者組合まで開いて、る……。届け出てるの、かな？」

　将来の志望が冒険者であるダステルは、左手に見える建物に首を傾かしげている。

「他の街とやりとりも無い、なら。依頼とかどうしてるん、だろ」

　さほど大きくはない集落である。家々を抜けてほどなく、一行は砦さい門もんの前に立った。

「これは……近くで見ると一段と」

　ゲルダが呆あきれたような声を出す。無理も無い。砦とりでの破壊は内部にも及び、半分方は廃はい墟きよのようなものだ。

「参った、な。探索の前に土木作業がいる、かも」

　ダステルがぼやいて、ゲルダとペリネーテスに頷うなずく。

「『マイトゲイン』」「『フォスゲイン』」

　二人の魔法が響き、ダステルの腕が瓦が礫れきを除のけていく。

（強化魔法か。中々小器用な）

「ほら、ダイス君も」「魔法かけるからこっちに～」

　感心しつつも、ダイスはペリネーテスとゲルダの申し出に首を振る。

「いらん。魔力の無駄だ」

　ダイスは言って、ダステルの持つ瓦が礫れきよりもさらに一回り大きなものを、

「ふんっ」

　ごば、と音を立てさせつつ、片手で持ち上げる。

「うわっ！」「すご～！」

「す、すごい、な。ダイス君は」驚嘆するダステル。

「これ、惚ほうけるな。この様であれば、もう五、六カ所は除のけねばならんぞ」

　少年を叱しつ咤たした幼児が、瓦が礫れきを横へと放る。

（すごい力……やはり、普段は抜いていますわね……彼女とは違いますけれど）

　戦慄するペリネーテスの脳裏に浮かぶのは、かつての級友、ハルベル・エリュズの姿だ。もっとも、あちらは不器用ゆえの結果であったのだが。

「行くぞ、隠し部屋の位置はどちらだ」

「え、ええ。このまま真まっ直すぐ、内部に入ります」

　今は実習だ。歩き行くダイスの姿を、ペリネーテス達は慌てて追った。

「やはり、昼でも薄暗い、ねえ」

　砦とりでの中に入り、一行は周囲を見回す。

「光、出そっか？」

　世話上手のゲルダは、折角だからとダイスに聞く。少年は首を振った。

「斯か様ような場所で、神聖魔法の行使限界を無駄遣いするな。何ぞ湧くやも知れんぞ」

「なんぞ？」

　首を傾かしげる彼女の前に、腕が水平に突き出される。その先、小部屋の中に蠢うごめくものがある。

「さて、これはどうしたことだ？」

　ダイスの、どこか忌いま々いましさを覚えているような声。からり、という音。

　そこには、今まさに眠りから覚め組み上がっていく人骨がある。骨の戦士、スケルトンだ。

「アル先生!?」思わず言ってしまってから、ペリネーテスは頭を振る。「いえ、そんなわけはありませんわ。では、これは」

「野の良ら死し霊りようか」

「五秒、稼いで～！」

　即座にゲルダが詠唱を開始した。応えてダステルが盾を構えて前に出る。

（中々、決断が早い……死し霊りようとの実戦経験があるか）

　僅かの評価と共に、ダイスも前に出た。

　スケルトンの剣を盾で防いだダステルの脇から足を入れ、もう一本の剣を蹴り飛ばした。

（ま、ちと確認が緩い）

「ぅえっ!?」

　腹を裂かれかけていたダステルが驚きよう愕がくの声を上げる。よろめいた骨戦士の肋ろつ骨こつ後ろ辺りから、もう二本の腕が伸びていた。

「よ、四本腕？　見落とし、てた……！」ひやりとしながらダステルが呟つぶやく。

「もう一合。保たせてみせろ」こちらはダイス。

　対手の四つの手に剣は二本。盾がひとつ。再び襲いかかってくる。

　自分が勝つ必要はない。ダステルは即座に攻めを捨てた。横薙なぎと振り下ろしの二剣を剣と盾で防ぐ。盾でのチャージには逆らわず、後方へ飛とび退のいた。

「あだっ!?」戸口から出ることを見込んでいたのだが、戸の横の壁に背中からぶつかる。

　だが、射線は空いた。

「『フュネル』～！」

　ゲルダの棍こんから放たれた神聖魔法の矢が骨戦士を射貫いた。神聖属性の魔力が闇の魔力と反発して散らし、がくがくと骨格が揺れる。

「とどめ、ですわ！」

　ペリネーテスの杖つえが脊髄を横から叩たたいた。たまらず、骨戦士の魔力結合が解かれる。

「男性衆、あとお願いしますわ！」

「あたたた……う、ん」「ふん、良かろう」

　げしげしぱんぱん。地面に転がった骨群を、ダステルとダイスが次々踏み折り、砕く。これにより、結合に大量の魔力が必要となり敵として立ち上がれなくなる。スケルトン打倒法のひとつだ。

「角が……魔族の戦士だったのですわね」

　砕けた骨の欠片かけらを見るペリネーテスが言う。

「ここの経緯を考えれば不思議でも無い、のかな」

　しかし、とダイスは考える。彼の記憶では、この辺りは堕鬼軍が占領していたはずだ。

（味方の死体を放置、か──堕鬼軍は比較的規律が取れていたはずだが）

「ダイス君！　あまりダステルに任せっきりなのは如何いかがなものかと思いますわよ！」

　思考はペリネーテスの批難に邪魔される。ダイスは半眼を返す。

「種が割れれば問題ないと思ったから任せたのだ。初見は防いだだろう」

「あ、うん。あれは助かっ、た。ありがとう」

「ダステルも甘やかさない！　ダイス君、貴方あなたはやろうと思えばやれるのだから……」

　声は抑えているものの、やいのやいの言い出すペリネーテスへダイスは言葉少なながらも言い返す。その様に、ゲルダがダステルへ耳打ちする。

「なんか……ダイス君、ペリネと仲良くなった？」「そう、かも。前は右から左、だったし」

　二人して二人を見る。ペリネーテスのテンションが徐々に上がるのを察し、

「そろそろ止めなきゃ。ままままま、ペリネ～、落ち着いて」ゲルダが仲裁に向かう。
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（接触出来れば、とはいえ。どうしたものかな……また旅に出てしまったらしいが）

　所変わり、魔軍軍令部。回廊を歩くフギムニが、一体の人骨に脳内を占領されている。

（くそ、どうにか捕捉したいが。何か事件でも起こさないかな？　……って、無理か……）

　彼女が知らず、中々いい線行っている考えを浮かべた折だ。

「フギムニ様！」

　でけでけ、と騒がしい足音と共に、眼鏡のゴブリンが彼女を追ってきた。

「どうした、うるさいな……」

「堕鬼軍より書状が来ていたのですが、その」言い辛づらそうに、ゴブリン。

「なんだ、一体」眉を怪け訝げんに歪ゆがませつつ、フギムニがその場で確認する。

　読み進めると共に。ぴくりと眉が動く。手と紙が震える。犬歯がむき出しになる。こめかみに血管が浮く。

「あ・の・クソ鬼女がぁぁあ～～～!!」

　気炎万丈ならぬ鬼炎万丈ともいうべき剣幕に、ひええと眼鏡ゴブリンが腰を抜かす。フギムニもまた鬼族の血が入っているが、武官の長である十堕臣とは仲が悪いのが彼女だ。

「そ、その、エイン王国の砦とりで放棄理由についての」

「分かっとるわ今読んだから!!　回れ右！　仕事に戻れ！」

　があ、と剝むかれた牙にひええ、とゴブリンが駆けていく。

「あ、の、脳筋ボケ！　今更三年前に口頭で済ませた放棄領の詳細!?」

　握りつぶしかけた書面を伸ばして、もう一度見る。

「『サンドラ砦とりで内部に推定神残ざん滓し有。捜索中起動、怪異発生。収拾不能のため放棄。怪異の内容は──』……」

　内容にふら、と倒れかける我が身を支えて、フギムニは眼鏡を直した。

「神の残ざん滓しだと……？　くそ、モノの価値も分からん馬鹿女が……。結局どうなったんだこれ。今はエイン王国内だから、フブルの婆ババアが収めたのか？」

　窺うかがえるわけも無いが、フギムニの眼鏡の奥の瞳が、エイン王国のある南西方向を眺めた。




　　　　○




（これは～……）（見取り図見るまでもなくモロバレ、ですわね）

　女性陣の呆あきれと恐れが入り交じった感想の囁ささやき。

　サンドラ砦とりで内部。薄く開いた扉の向こう。見取り図により示された礼拝堂の奥。

　装飾高窓からの陽光によって照らされた、マルト教のシンボル。太陽と正義を現す剣が組み合わさった意匠の彫刻。そこへ集うように、うろつく死し霊りよう達の姿がある。その、最さい奥おうに。壁面をみっちりと埋めるモノがいた。

　──巨大な、上半身だけの人骨だ。

（アセンブルゴーストならぬ、アセンブルスケルトン、かな……）

（東国ではがしゃどくろ、等とも呼ぶそうだ）





◆アセンブルスケルトン（人類敵対度…Ｃ。他のアンデッドと同じく大半は人を襲う。死し霊りよう術じゆつ士しに使役されることもほぼない）

　骨の集合体という身体からだを取るアンデッド。見た目に相応ふさわしく大きな魔力を蓄えている強敵。前述のアセンブルゴーストと同じく複数の魂が寄り集まって出来る。

　ゴーストとは違い、その攻撃方法は自前の質量によるものである。大きさは数メルから十数メルとばらつきがあるが、どちらにせよ重量とリーチ双方大きく、強烈。

　攻こう城じよう槌ついなど、強烈な物理攻撃手段があるならばそれでも打倒可能であるが、困難を極める。やはり神聖魔法で身体からだを維持する魂から排除するのが得策。



　勇者アルヴィス曰いわく『正面からやり合うと苦労するけど、それで殴り倒せたらもう中堅卒業と思っていいです。だからって迂う闊かつにやるなよ！　絶対だぞ！』




　扉を閉めて、一旦退いて作戦会議。ダイスが記憶を洗う。

（多くは鬼族の骨か……。堅いな。ちと、この者達では手に余るか？）

　ダイスの見立てはある意味では正しく、以前彼女たちは同レベルの集業霊に圧倒されている。

「ダイス君。私は薄々感じていますけど……貴方あなた、力を隠しているでしょう」

　はっ、と残りの二人もダイスを見た。彼は鼻を鳴らす。

「──別に隠した覚えもない。出す必要が無いというだけだ」

　呼びかけは想定していたものだ。ダイスは、彼かの女じよ等らの面倒を見ろと同義のことをフブルに言われている。

（死し霊りよう共の掃討か。あの古ふる狸だぬきとの約定だ。致し方ない）そう思っていると、

「あの大物の周りの死し霊りよう達……露払いをお願いできます？　可能なだけで結構」

「「ペリネ!?」」

「ほお？」僅かな意外に、ダイスが片眉を上げた。「あれを貴様等で倒すと？」

「ほ、本気、かい？」「一旦引いて報告した方が良くない～？」

「私は、地下墓地の屈辱を忘れていませんわよ。彼女がいなければ、私達は死んでいた」

　ゲルダとダステルも表情を硬くする。

「ご安心を。自じ分ぶん達の実力を見誤ってはいませんわよ。あのレベルの相手を倒すなら、今の私達に取れる手段は開幕・全力・一撃必殺のみ」

「ど、どうするの？」

「ダイス君にアタッカーを任せる、というのも考えましたが……アレを物理的衝撃で倒すのは文字通りに骨ですわ。それ故の頼みです」

　ダイスはふん、と見立てを肯定する。普通の戦士であれば、物理的攻撃での打倒は困難、ということ自体は間違ってはいない。

「事前にゲルダと私の補助魔法をフィニッシュ分残して全て注つぎ込こみ、私の魔力を補強します。突入後、ダステルは一撃のみしのいでくださいませ」

「い、一撃……ね。わかった、よ」

「それで回避を封じ、ゲルダは残りの魔力で相手の魔力防御を剝がして」

「わ、分かった。うぅ～、新しい回復魔法より、攻撃魔法覚えとけば良かった～……」

「無防備になったアセンブルスケルトンへ、私の現状の最大火力を撃ち込みます。それで倒せなければ──」

「「け、ければ？」」

　そこで、ペリネーテスはダイスを見た。

「即、退却。ダイス君はアシストをお願いしますわ」

　水を向けられ、黙って聞いていたダイスが薄く笑う。

「悪くない。退路まで考えているのもな」

「自慢にはなりませんが……生死ギリギリの見極めにはいささかの自信がありますわよ」

　ペリネーテスが不敵に笑う。ゲルダとダステルは苦笑いだが。

「限界でのみ、己の際きわは磨かれる──やりますわよ」

「りょ～かい。未来の主人の言うことだし」「仕方、ないな……」

「まとまったか。では、しばし待っていろ」

　ダイスは一人、礼拝堂へと向かう。




『はーおしごといちだんらく。どうなっとる？』

　歩く中、耳元で声。フブルだ。

「やや大物の集業霊がいる。ペリネ……ーテスに含むところがあるようでな。露払いだ」

『はあん。お主も随分と丸くなったものよなあ』

　やや面白がるような声音に、ダイスは舌打ちひとつ。

「人のやり方を見物してやるだけだ。手に負えんようならこちらで潰して、奴やつ等らは連れ帰る」

『ぬふ。ええよ、それで。だがの』フブルは一言置いた。『あやつらの力が十全に活いかされれば、ひょっとすればひょっとするかもよ』

　どうでもいい。ダイスは鼻息ひとつ。

　侵入して扉を閉め、彼は堂内を見た。窓から陽光が入る中、扉の音に反応した死し霊りよう達が一斉に振り向く。

（さて、昼間に出ている上魔力源も不明、か）ごき、と指の関節を鳴らす。姉の前でやると注意されるので出来ない。

「まァ、全て砕けば問題あるまい」

　颶ぐ風ふうが巻いた。

「『劣牙』」手刀が要骨から頸けい椎ついまで砕き、「『劣尾』」蹴撃が別のスケルトンの胸骨を押し潰す。飛び跳ね、「『劣爪』」五指が二体まとめて微み塵じんに裂いた。

『派手にやっとるようじゃのー』

「耳元で騒ぐな。……反応が遅いぞ、駄骨共が。クク、奴やつの似姿を砕くのは中々楽しいものだ」

　荒れ回る小嵐へと、数メルに及ぶ腕骨が振り上げられた。アセンブルゴーストの打ち下ろし。迫る白色を見ながら、ダイスは凶悪に笑う。

「ふン……この際だ。雛ひな鳥どり共にハンデをくれてやる」




　一ひと際きわ大きな衝撃が響く。

「う、わっ」「ダイス君、大丈夫かな～」

　不安そうにするダステルとゲルダ。ペリネーテスは緊張しつつも、祈るように信じる。

（未だに彼が三歳とは信じられませんが……フブル学園長の特待生、ということであれば……あの子と同じ）

　瞬間、ばん！　と扉が叩たたかれた。合図だ。補助魔法をありったけ使う。

「行きますわよ……！」

　頷うなずく仲間達と共に進み出て、扉を開く。

《オオオオオオォォォォォオォオォォォオオオォオォオォオォオォオォォオオ!!》

「ひ、いっ！」「うぅ～」「──冷たき大地の底より来たれ」

　天井近くまでを埋める、怒れる巨大な集業死骨の叫びが、少女達を迎えた。既に対たい峙じしているダイスは、顎の動きだけで促す。

「く、くそ、行く、ぞぉぉぉぉおおお！」

　ダステルが己を鼓舞して踏み込んでいく。そして、ほどなく気付く。

（右腕骨がない！　最初からだったっけ？　……とに、かく！）

　相手の右側から行く。これならば、攻撃の軌跡がよく見える。

「──熱き血潮を巡らせ昇れ」

（相手はアル先生じゃないんだ……フェイントは無い！）

　狙い通り。右手側に位置したダステルに対し、アセンブルスケルトンは薙なぎ払はらいを選択した。重力を加えた打ち下ろしよりは破壊力は低い。椅子をはね飛ばしながら、巨大な手根骨が迫り来る。

　巨大さに対する根源的な恐怖がダステルにもたげてくる。しかし。

「ミクトラ様の、ように……『フルガード』！」

　デオ流の技術のひとつ。第二次竜りゆう禍か王都攻防戦の後、ダステルが必死に習得したものだ。全身の骨格を固定し、打撃点に向けて盾を完全に正面方向から捉える。上位者になれば魔力駆動マナドライブが加わり、理論的には上級魔法すら防ぎきる。

　衝突する。

「っ…………！」

　強大な打撃力に、ダステルが後ろへとズレる。しかし彼の体勢自体には微み塵じんの崩れも無い。一個の岩のように。

「貴き山より出いでて尊きその朱よ！　──行けますわよ!!」

「────ゲル、ダッ!!」

「『ディスペラル』ッ！」

　動きの止まった骨体を、神聖系の中級魔法が包む。基本的には呪いを取り除く魔法なのだが、アンデッドはその存在自体が呪法だ。魔力による防御を一時的に落とせる上、低級ならばこれだけで倒せる。

《ウルゥィィィイィィイィイィイ……！》

　巨体がよろめく。勝機であった。

『まずまず。良いい連携じゃ』

　伝わる魔力の波動と音のみで。全てを察して、ダイスに届く声が笑む。

「黎れい明めいを燃やせ！『バンファリィ』！」

（ほお）観戦していたダイスが素直に感心する。

　火属性の上級魔法だ。ペリネーテスの『バンファリィ』は集中と詠唱に長い時間がかかっており、途中で散逸した魔力もある。だがしかし、無防備に直撃すれば成竜すら傷を負う魔法。

　轟ごう、と。幾多の支援魔力を受けた大たい焰えんが空間を焼き、無防備となった巨大な頭蓋骨へと飛来し──

　炸さく裂れつ。着弾と同時、閃せん光こうと火か焰えんの華が咲く。

「い、った────！」骨手に捕まれそうになっていたダステルが、頭上の熱に顔をしかめながら快かい哉さいを上げた。「あれ？」

　しかし。痙けい攣れんするように震えた骨手が、ダステルを摑つかみ上げる。

「ちょっ、ちょっ、わ、ぁぁ！」

　頭骨を半分以上欠けさせて炎に包まれる白骨が、それでも敵の一人も握り潰さんと、その腕に力を込める。

「ダステル！」「そんな……」

　ペリネーテスとゲルダの顔が悲嘆に染まる。二人とも、既に魔力は底を付いている。

（駄目でしたの……!?　まだ、私は届かないと……！）

「いいや。届いているぞ。魂の核は砕けた」

　声は上方でした。振り仰ぐペリネーテスの赤髪が揺れる。

　ダイスだ。天を模して高く作られた礼拝堂、その天井近くまで飛び上がっている。つまり、アセンブルスケルトンの頭頂だ。

「死して尚なお、この世に在るを責めはせん。我わが輩はいは神ではないからな」凝縮された魔力が、ぎらりと足先で光る。「だが、散り時というやつだ」

『即崩壊にはもう一押しじゃったかの。ひとつ頼むぞ、ダイス』

「──『劣れつ咆ほう』」フブルには返事を返さず、急降下。

　欠けた頭骨の中へと少年が右足先から突っ込む。旋風が巨大な螺ら旋せんを描き、口蓋骨から脊髄を貫いて床へ。

　一瞬後、中心から爆裂するように風が巻いた。全ての魔力を失った骨格が吹き飛ぶ。

「うひゃ、あ……ぃでっ！」手骨もその結合を失い、ダステルが中空より尻から落ちる。

「だ、ダイス君、貴方あなた」「すっご～い……」

　落下する大小の骨々から、ダイスが立ち上がる。

「あの死し霊りようを一撃で……。そこまでの力があったというのですか」

　呆ぼう然ぜんとしながら、ペリネーテス。彼女の脳裏には、いつかの死し霊りよう術じゆつ士し志望の友人の姿がある。知らず、唇を嚙かむ。だが。

「勘違いするな、ペリネ。奴やつは既に死に体……ん」足下の残骸を見る。「いや、まあ元から死んではいたが。とにかく、撃破は成っていた。我わが輩はいは崩壊を少々早めたのみ」

「え…………」

　意表を突かれたという風なペリネーテスに、ダイスは嘆息一つ。

「貴様等らの勝ち、ということだ。一人では使えぬ魔法を、仲間の力を合わすことにより発動水準まで高める。ちっ……」

　嫌な記憶が横切り、ダイスは舌を打つ。

『ぬふふ。何を思いだした？』

（やかましい古ふる狸だぬきが……弱き人が持つ力。奴アルヴイスもまたそれにより我わが輩はいを討ったというわけか）

「ダイス君──？」

「で、でも、さ」ダイスの横で、尻を押さえながらダステルが立ち上がる。「君も、だよ。君も入れて、僕たちの勝ち、だ、ダイス君。君が他のスケルトンを倒してくれたおかげ、だし」

　その意外に。一瞬、ダイスはその目を見開く。

『お、ダステルくんは良いこと言うのう』

「────────ふん」

　言い返しはせず。そっぽを向く。ペリネーテスとゲルダが笑顔を浮かべて顔を見合わせた。

「ダイス君」「ハイタッチしよ～、ハイタッチ」「あ、いい、ねえ」

「せ・ん！」

『してやりゃええじゃろ』

　しばらく、歩きながらの追いかけっこが続いて。はあ、とゲルダが礼拝堂の椅子に座る。

「魔力使い切っちゃったから、疲れた～。これから隠し部屋探すよりは、一旦村に戻らない？」

　ふむとペリネーテスが一考する。

「確かに、この敵の数。隠し部屋とやらにも何かが潜んでいる可能性はありますわね」

　ダステルも言葉に釣られて外を見る。だが、

「さて、それはどうだろうな」

　ダイスだ。三人の疑問の視線を受けて、顎で外を示し歩いて行く。

「ちょっ、ちょっと待ってくださいまし」

　ペリネーテスらが追いかけるが、ダイスは立ち止まらずに砦とりでの外に出て、周囲を見渡せる壁上に立つ。

「見ろ」

　示されるのは数百メルも向こう、通ってきた集落だ。三人も怪け訝げんそうに横に並んだ。

「さっき来た村、だね」「アレが何か？」

「良く見ろ。通りをな」確認は済んだとばかり、ダイスが視線を村から外す。

「！」

　視覚を強化したペリネーテスが息を吞のんだ。

「人が、いない……？　気配も」

「え」「噓うそ、あれだけ賑にぎやかだったのに!?」

　人だけではない。建物も、あるものは崩れ、あるものは骨組みを晒さらし、先刻までの盛況の様子はどこにもない。

「先の骨兵どもと同じ──いやむしろ、中身だったか」

　ダイスの言葉。一同が彼を見る。

「生きていた頃を模した村。砦とりででうろつく死し霊りよう共。よく考えてもみろ。こんな目と鼻の先で先のような魔物がうろつく砦とりでがあって、あの村は何な故ぜ暢のん気きに暮らしていた。公吏にも知らせず」

　ぞわり、と。三人の背筋に薄ら寒いものが登ってくる。ダイスだけが笑んでいる。

『はあん。聞くだけでも面倒そうなことになっとるの。どうしたものか』

　彼の耳元からのフブルの言葉は、そのまま三人に投げた。

「どうやらこの仕事、簡単には終わらんということだな。どうする」

　唾を吞のみ、ペリネーテスは礼拝堂を見る。死し霊りようが祓はらわれ、清浄を取り戻したはずのそこは、今も静かにその口を開けている。

　新たな護まもり手を求めるように。
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　約束があった。

　今はもう、遠い、遠い約束だ。

　未だ若く。力と希望、そして野望に満ちていた時の。

　自分たちは、師の最後の弟子だった。

　その身から既に光輝失うせ、死を待つばかりの十数年を、自分たちは彼の教えを受けて過ごした。

　一人は豪族の跡取りで。

　一人は隠いん遁とんする魔法使い。

　自分は、何者でもない只ただの若者だった。

　それでも、彼の元では平等であった。今になっても衰えぬ、光の時間。自分はそこで、生きる術、他者との関わり、世の歴史──その他の価値あることを、全てを学んだ。




　　　　○




「……要はさ、神々がこの世から勝手にオサラバした時に、一柱だけ残った神がいたんだと」

　道とは言えぬ山体を登り歩きながら、アルが頭上の〇三へと説明する。彼女の下半身はサテュロスと呼ばれる希少亜人のものだ。山や羊ぎのようなその足は、急きゆう峻しゆんな崖も悠々摑つかまえる。

「何な故ぜ、その神は残ったんだ？」

「さーね。神のことなんて知らないよ。昔話にもあるけど、一柱だけ残れば、この世を好きに牛耳れるとでも思ったんじゃないか？」

　神々に良い印象のないアルがぼやく。〇三が聞かされた話をそらんじた。

「だがその神は、結局死を迎えてその骨を遺のこした……。それは流れ流れて、ここ応霊山脈のヘイベル法国側と、麓のエイン王国にある砦とりでに」

「当時は国境線ここじゃ無かったみたいだけどね。くっそー、ペルゼンの爺じいさんめ、面倒な方押しつけやがって」

　ヘイベル法国では、アンデッドは見つかればかなり立場が悪くなる。

「とはいえ、話によればそれほど部隊もいないということだが」

　過去ならばいざ知らず、今はオルダネルもエインも連合国だ。魔王戦争の最中、侵攻の心配はとりあえず無いと言って良い。

「で、ペルゼンの話を信じるなら、その一族は法国にも秘密を保って、ペルゼンの使いが来るのを待ってる、と……ほんとだろーな」

　ペルゼンはオルダネル帝国の代官でもある。ヘイベル法国への自由勝手な立ち入りは憚はばかられるし、アンデッドであるリメインズキュレータも向かわせづらい。

「俺らならいいのかっつう話だけどな……」

「要はもしもの時にシラを切れる、ということだな」

　別段負の感情を込めるわけでもなく、〇三が言う。彼女の格好は依然白装束ではあるものの、リメインズキュレータであることを示す物は既に何も無い。サダイに全て外して貰もらった。

「君は何ならガイムラに残っても良かったんだぜ？」

「流石さすがに俺も、そこまで図ずう々ずうしくはなれない。それに──」

　〇三の切れ長の目が、来し方を見た。最も早はや見えはしないが、その先にはガイムラがある。




　──旅立つ前日。

　〇三は絶種の檻おりの屋上、その縁に立ってガイムラの街並みを眺めていた。

「飽きないの？」

　上がってきたアルが、その背に声投げる。

「──不思議なものだ」

　〇三の唇が、本人にも知らず動いた。アルは無言で促す。

「俺には過去がない。この街のことも知らない。……だが、この身体からだのあちこちが、ここを知っていると騒いでいる。そんな気がする」

「生きてる人でも、失った部位に人の身体からだを接つぐ医術ってのはある。で、そうすると稀まれに、自分のものじゃない記憶や、感覚があったりするらしいんだな」

　〇三がアルへ振り向く。白骨が続けた。

「俺は骨だし、本当のとこはどうだか分からんけど。接ついだ身体からだの記憶なんじゃないかってさ。……君は、ガイムラを見て、どういう風に感じるんだ？」

　彼女は自分の、大きさの違う手を見た。続けて、自らの顔を撫なでる。胸を摑つかんだりなどする。

「こらこら、はしたない」

「……そうだな。上手うまく、言えないが……。懐なつかしい、と言うのかな、この感情は」

「そっか」アルが横に並んだ。「んじゃあ、君はその身体の持ち主達たちの後に、続いたんだな」

「続いた？」

「生きてきた証あかしだよ。接つがれて、継いだ。彼ら彼女らの。この街で、懐なつかしさを覚えるような生き方をした、人生の感触を」

　再び、〇三は自らの身体を見下ろした。その視線に自信は無い。

「俺はこの感情を……好ましいと思ってもいいのだろうか。もらい物の身体の、もらい物の感情でしかないのではないか？」

　戸惑いがあった。過去の無い自分に与えられた懐なつかしさに。彼女へ、アルは言葉を重ねる。

「……こう考えたらどうかな。君の身体は、前の人ひと達たちから君へ、託されたんだって。

　フブルさん──俺の魔法の師匠が言ってたんだけどさ。亜人含めて、人間ってのは『後へと続く』生き物なんだってさ」

　左手骨が立てられる。その指先に、右手骨が乗せられた。更にその先端に、左手骨。〇三の目線が、それを追う。

「こーやってね。どんどん先に続けて行くんだと、人間は」

「だとすると、やはり俺は不適格だな。この継つぎ接はぎの体では子も作れまい」

　瞳が、再びガイムラの街並みへ戻る。多種多様な人々へ向けた視線には、羨せん望ぼうの色がある。

「──俺らは、死体だけど」

　アルの肩けん甲こう骨こつが笑うように揺れた。声の軽さに、〇三の瞳は再び傍かたわらへ向いた。

　生死を越えた意志と希望がそこにあることを、彼女はまだ理解できない。だが、その死し霊りように似つかわしくない明朗さがどこから来るのか、知りたいと思った。

「それでも、何かあるさ。後の奴やつらに渡せるものは。心でも、なんでも。……まあ俺、心臓も無いけど。なんかあるよ、なんか」

　山岳の風が吹いた。階下からは、サダイが夕食が出来たと呼んでいる。




　〇三のところまで上がってきたアルが、彼女と視線の高さを合わせて同じ方向を見る。それを待って、彼女が言った。

「俺の、この頼まれごとが。何かに続いていくのなら、悪い気はしない」

「いいんじゃないの。ちっと前向きになってきたね」

　アルは空っぽの頭蓋で、少し前まで他者の言うなりに動いていた〇三を思う。

（これが上手うまいこと終われば、安心かな……さて）

　見えてきた。眼下は紅葉の海だ。そこから突き出るような、十数メル程度の平面を偶然のように頂点に持つ、崖めいた台地を見る。

「あれか。アンダム家の秘密教会。……マルドゥあいつのお膝元で別の神の教会を見るとはね」

　その平面を端まで埋めるように、一個の建築物がある。複雑な意匠を各所に備え、尖せん塔とうをそびえさせていた。アル達には一体どのように資材を持ち上げたのかも分からない。

「大したものだ。下の方から階段があるな」

　〇三の言う通り、台地を巻き上げるように細い階段が造られている。これも、何時からあるものか判然としない。

「とりあえず、行くか。魔力駆動マナドライブしてすっ飛んで──は流石さすがに迷惑かな……」

「いいんじゃないか？」

　軽い肯定に、アルは〇三を見る。

「俺も軽度の物なら出来るしな。一旦この崖を下りてあの台地を下から登るよりは良いいだろう」

「え、じゃあ、やるか……。〇三大丈夫？」

「まあ、やってみるさ。恐らくは届くはずだ」

　返答に、アルは崖の上で軽く体勢を整えた。建物までの距離はざっと百メルほど。高低差は目的地──教会地点がマイナス十メルほど。助走は出来ない。

「んじゃ……よいせっと！」

　だが、アルの能力を持ってすればさほど困難な距離では無い。黒い魔力をまとわせて、白骨が宙へ跳躍する。

　空を行く。標高で言えば二千メルを越える現在地は、当然ながら風も勢いよく巻いている。アルと〇三は強きよう靱じんな足腰（と骨）で問題にならないだけだ。常人であればすぐに風に煽あおられ真っ逆さま、というようなルートで死し霊りよう二体は山を踏破してきている。

（とはいえ……着地点が逸それると困るぞ……っととと!?）

　アルが魔力の足場で調整を試みた時だ。剝むき身みの白骨が異常な流れを感知する。弾丸のような勢いが空中で殺される。

「アル!?」〇三が珍しく慌てたような声を上げた。

（風だけじゃない……！　魔力流が荒れてやがる！）それが、外部への魔力展開を阻害していた。「ぐぬぬぬ！　よいしょお!!」

　骨手が神聖剣スカットゥルンドを引き抜いた。そして振り回す。封印状態の黒い剣身が魔力を弾き、反発力を産んだ。台地の方へ骨身を飛ばす。

「っでりゃ！」

　剣を台地の壁に突き刺し、アルはどうにか貼り付くようにして到着した。〇三の方へ髑どく髏ろを向けて叫ぶ。

「空はダメだこれ！　〇三は下から来た方が良いい！」

　〇三は谷を挟んで素直に頷うなずき、崖を下っていく。元々、獣の足を持つ彼女にとっては面倒ではあっても困難では無い。

「さーて……こりゃマジっぽくなってきたぞ……神骨か」

　アルが台地上方を見上げる。少し壁面を登って、階段に落ち着いた。

「〇三を待たないと、俺の見た目じゃなあ。まあ、入り口まで……は……？」

　す、とアルの意識が遠のく。覚えのある感覚だった。

（ちょ、あんにゃろ、こんなとこで！　常識考えろよ！）

　骨勇者の意識が、上方へ昇っていく────。




　　　　○




　天界。マルドゥの神殿。

「……こっち向きたまえよ」

　その最さい奥おう、最高神の祭壇前で。一体の骨が思いっきりむくれた様子でその髑どく髏ろをそっぽに向けている。

「ほんっと、お前マジで良いい根性してるよな。俺にああいうこと言っといて良く呼べたもんだ」

　祭壇兼寝台にしどけなく座す、正義と太陽と風の大女神にして最高神、マルト教の御本尊でもある光明神マルドゥは一瞬、思案する様子を見せた。ややあって、「おお」と手を打ち付ける。

「フィネグンドの件か！　汝なんじの複製の！　いやあれはとても良かった！　汝なんじの怒りが乗った『アセンション』の魔力、最高に甘美で、熱く、官能的であったぞ！」

「人の！　怒りを！　食っ・て・ん・じゃ・ね・え・よ！」

　たまらず、アルが骨相を前に向けてツッコんだ。そうすると、アルの視界に何とも言えぬ表情で笑う美神の姿が入る。

「………………」白骨が無言で睨にらみつける。それに、

　この場の誰からも予想外なことに、マルドゥは少しだけ、困った顔をした。

「許しておくれ、アル。我は汝なんじが、何より──」

「ごほん。マルドゥ様」

　横からの咳せき払ばらいに。マルドゥは鼻で笑って、表情を尊大に戻した。代わり、戦神ヴァルクが鋭い視線を白骨へと送る。

「控えなさい勇者──しかし。フィネグンドでは、弟が世話になったようですね」

「キュリアンな、あいつもあいつで相変わらず性格悪いなほんと。お前のご主人様と良いい勝負だよ」

「貴様……！　先ほどから黙って聞いていれば──！」

　即キレた。白銀の冷貌から殺気が吹き出る。だがそれは、彼女の面前で軽く振られたマルドゥの指で霧散した。光輝が踊り、周囲の激を強制的に慰い撫ぶする。神は、ただ動作するだけで魔力に意味を与える。

「っ、マルドゥ様……！」

「いいよ、ヴァルク。前回は流石さすがに意地が悪かったからね。今のでチャラにしよう」

「──はっ」ヴァルクは渋々、一歩下がる。そうしつつも、「最高神を侮辱して許しを得るなど……」と小さくぶちぶち言っている。

　それをやれやれと見やりつつ、大女神は言う。

「汝なんじの、今向かっている場所・求める物な。アレは少し、注意するがいい」

　アルにも、薄々大女神の用向きは分かっていた。注意深く、その名を顎骨に上らせる。

「アンキエイア……どんな神だったんだ？」

「いやまあ、こっちに本神いるんだけど」

「いんの!?」白骨が驚きの声を上げる。しかし、（いや当然か……地上の生命でも、目をつけられれば死後昇神するんだ。神がそれの対象にならないわけは無いか）

「彼は下界に骸を遺のこす身だ。神界において汝なんじの前に出るには因果が足りなくてね」

　会えない、とマルドゥは首を振った。

「因果？」

「我々──神は概念と一体になった存在だ。我は風、我は日、我は正義。そうなると、汝なんじが見ている我というのは、汝なんじの認識を利用している我だ。それは汝なんじと我々が、かつて縁を為なしたからだよ」マルドゥは思い返すように、中空へと視線を飛ばす。「五年前のヴァルクとの出会い。スカットゥルンドの降臨。……ふふ、色々あったな。が、翻ひるがえってアンキエイアは、汝なんじと現状、何の縁も無い」

　神の難解な言葉に、アルは一瞬思考して答えを返す。

「会うなら、下界で運命の糸を結わえて来いと？」

「ロマンチックでいい返答だね、我が勇者。神マルを下か賜しする」

「いらない。ま、とにかく会えないと」

「そういうことだ。──マルドゥ様、お話を戻さねば」

　ヴァルクに頷うなずいて、マルドゥは指先でアルの胸元を指した。

「汝なんじの胸の牙。あの黒竜のものであったな。良く魂を留とどめるであろう？」

「？　それが、何か……あ！」

　アルも気付く。竜の牙は魔力を留とどめる触媒として最高の品質を持つ。では──

「もうひとつ。人界では近年、多くの数の死があったね」

　二つの言葉に、彼も流石さすがに黙って考え込む。

「……さて。助言はここまでにしておこうか。ゆめ、軽々に扱うのではないよ」

　神の指が再び振られる。意識が人界へと戻っていく。




　　　　○




　アルは自分の足が階段を踏むのを感じる。神界への意識の遊離を感じ、思わず足を踏み留まろうとする瞬間に、全ては帰ってきていた。

「っとと。ほんの、一瞬か」このような足場で気絶すれば、数秒でも危険だ。「一応気を遣ったのか、あいつ」

　上位次元での邂かい逅こうである。下位次元での実際の経過時間など、如い何か様ようにでも出来る。

　再び上方を仰ぎ見る。断崖の上の神殿の偉容は変わらない。アルも僅かに緊張しつつ、階段を大人しく上がっていった。

「……うえ、魔力流がひどいな、こりゃ」

　常人であれば、流れる魔力に自己の魔力が揺さぶられる、いわゆる魔力酔いを起こすところだ。魔力で骨格を維持しているスケルトンのアルには余計に影響が強い。彼は軽く魔力駆動マナドライブを始め、干渉を防ぐ。

「思ったよりしんどい巡礼だこと……骨差別、ヨクナイ」

　およそ、数十分。五回ほど壁面を回ったところで。アルは台地の上じよう面めんに辿たどり着ついた。教会の扉を前に、白骨はしばし立ち尽くす。

　これほどの影響を周囲に巻き起こす遺物。この異常立地へ神殿を作った意味も理解できるというものであった。最高神直々の忠告もあり、偽にせ物ものと言うことはあり得ない。

「計算外だなあ。〇三を待つにも結構めんどいぞ」

　とはいえ、いきなり教会の扉を叩たたく白骨、という絵面もあんまりである。躊躇ためらいがアルに産まれた時だ。

　がづん！　と分厚い木製の扉が内から叩たたかれる。分厚い扉はそれにも十分耐えていたが、尋常の音ではない。何かが爆発したような感触。

「っ！」

　アルの判断は瞬時。腰から黒剣が奔はしった。二に閃せん。扉が×字に裂かれ、内部が露あらわになった。

（中に誰がいるにせよ、ただ事じゃない。躊躇ためらってりゃ死人が出る）

　事実上の現神官であったアンリ・アンダムは既に死亡しているのだが、アルにそれは知りようもない。

　踏み込む。眼孔が捉えたのは、マルト教のシンボルだ。ヘイベル法国内に取り込まれる際に、偽装のためそうしたのだと、これはアルにも推測できる。

　内部には窓ひとつない。ペルゼンの話によれば数百年前の造りとはいえ、木窓すらない。さらには、内部の壁にはびっしりと、

「呪文やらなんやら……ていうかこれ、壁自体を封印の魔法書みたいにしてるのか。……うえ、神代の文字だ」

　しかし、最も大きな異常はそういった珍妙な仕掛けや、造りそのものではなかった。入り口から見て敷しき地ち奥の、床の穴。どう見ても元からの造りでは無い。

（ていうか、下からぶっ飛ばされてるし……）

　先ほどの、外から感じた振動。この地下への穴。

（つまり、この中になんかいる、と）

　注意を向けつつ、アルは室内を見る。次に目に留まったものは、机上に設置された魔力により表示される文字版だ。

『この神殿に立ち入った者、小話でややウケ三度せねば出られず』

「……俺なんか冗談下手っぽいんだよな………………じゃなくて。判定誰がやんの、これ」

　調べれば、オチや緩急、話しぶりを判定する、無駄に構成の凝った契約魔法を用いた魔力錠。これを神代の魔法式による建物全体を使った封印により、内部を封じる仕組み。なのだが。

　アルはちらりと入り口の扉を見る。斬り割られた扉。

「──さて」

　気を取り直してさっぱり忘れ、アルは部屋奥の穴へと注意を戻した。

　穴から、白く発光する手が這はい出でていた。

「！」

　緩んだ気を即座に引き締め、白骨が穴を注視する。

　ずるり、と。現れたのは手と同じく、発光する人型だ。しかし服も顔の凹凸も、下半身すら無い。

「こ、こんにちは……。ここの人？」

　そんなわけはないと思いながら話しかけるアルに構わず、光る人がゆっくりと這はいよる。そして、ずるずると。しかし数秒後には驚異的な速度で。アルの方へと飛びかかってくる。

　思わず、それを摑つかんで止めかけて──思い出したのは教会に入る前の音。

　剣を抜く。振り抜きながら思う。

（あ、やべこれ。もしかして）

　飛びかかる人型の魔力塊を、黒剣が切り捨てる。両断された魔力が、アルの後方、壁にぶつかり轟ごう音おんを発した。ほぼ爆弾にも近いような振動が神殿を震わせる。内部で感じる破壊力は、外から想定した数倍だ。アルは封印の図抜けた効力を思い知る。

（神骨が脱出しようとしてるのか！）

　やはり、と思いつつも、振り返るのは切り裂かれ倒れた入り口の扉。

（封印解いたの俺ってオチになんの!?）

　アルは慌てるが、封印が如い何かに強固であれ、魔力による活動が内部から行われるようにまでなった以上、崩壊の危険性は無いとは言えない。

「しゃあない。直接再封印かますか」

　決断。たん、と穴の中にアルが飛び込む。元勇者のこの白骨は、体を構成する魔力を消費するため使いたがらないだけで、魔法百般扱える。封印の魔法を強化するだけのことならば、不可能では無い。

　外がい套とうをはためかせながら数メルを降り、人骨がかしゃりと着地する。位置的には台地の内部に入り込んでいる。

「……明るいな」

　暗闇であってしかるべきこの場所は、しかし多量の燐りん光こうにより照らされていた。玄室めいた配置に相応ふさわしく、中央に棺ひつぎが置かれている。光の中心もそこだ。

　棺ひつぎの隙間から漏れているのは魔力の光だ。それが滴したたり、溜たまったところから、先ほどの人型魔力爆弾めいた存在が、末端から作られていた。

（マルドゥの言っていたこと──魔王戦争の大量の死者。それを留とどめるもの。つまり）アルは推察する。（封印は本来ならまだ余裕で持つ……はずだったんじゃないか？　だが発生した大量の死者。その魂が、絶好の拠より所どころを見つけた）

　十年前から、魔王が倒される三年半前まで。当時の戦線は相当に南へ押し込まれていた。ガイムラは山岳の上層にあるため無視されてはいたが、麓の町、村でも戦火は上がった。

　死者の魂達を迎え入れたもの。竜牙を越える魔力吸収の触媒。つまり。

「神骨、か」

　アルが封印魔法の種類を算段しながら、一歩踏み込んだ時だ。




　──励起する。




　ごおん、と。数十キラムはあろう金属製の棺ひつぎ、その上蓋が、上下を四方で貼り付けていた封印の札と共に吹き飛んだ。

「ッ！」

　棺ひつぎの中から起き上がるものがある。それは、上半身のみの、人に近い骨格だ。右手の指が欠けている。

「親近感ある見た目じゃないの、神様……中身はお留守らしいけど」




　　　　○




　ダイスは、唐突に広大な空間にいる己を感知した。

　ペリネーテス達の姿は見えない。

　荒涼とした大地。闇で満ちた空間。吹き抜ける風は死んでいる。

「冥界、か……地上に現出するとは、いかさまな……」

《いいや。私が呼んだ。お前の心を》

　魂に語りかけてくる声。ダイスは即座に魔力源を見切り、その方向の闇を睨にらんだ。視線に感応するように、闇が晴れていく。そして気付く。

（これは。宮殿か。では！）

　いつの間にか彼の足下は磨き上げられた石床の上に。周囲は神代の建築様式。そして、流れた闇の向こうには。

「貴様か、ネーガル…………！」

　忌いま々いましさを声に固めたように、ダイスが唸うなる。竜眼が奥の巨体を見る。

　それは、黒の法ほう衣えを巻いた人骨、といわんばかりの風体をしていた。髑どく髏ろ、骨の指先、竜を思わせる足根骨。

　──其そは死を管理し、魂を差配する。世界の死を見つめ、魂を謳うたい上げる。死と魂の神、冥界の支配者。大神の一柱、ネーガルであった。

《久方振りだというのに……険しいことだ。死から戻してもやったというに》

「頼まれもせぬことを行って帰き依えを求めるか。貴様、何を企たくらんでいる」

　ダイスが、神に一歩も退かず質問をぶつけた。前世──堕竜王ディスパテであった頃、肉を持っていた頃の神々にも、幾柱も面識、そして交戦の記憶がある。

　ネーガルと争ったこと自体は無いものの、暗黒の竜であった関係上、やりとりはあった。

《少し……マルドゥの奴やつめが羨ましくてな。我が勇者……というモノを》

「ほお。弑しいされたいか」

　神が出した単語に、ダイスの眼めと魔力が剣けん吞のんな光を帯びる。だが。

（何────）

　空気を弾くほどの魔力が手足へと行き渡ろうとしたその時、それらが霧散した。

　視線の先では、ネーガルが骨の指をダイスへと指している。ここは神界、神の本殿である。それはつまり、相対する神の魔力領域の中にいることと変わりない。ネーガルは、この空間全ての魔力の動きを指骨ひとつで操っていた。

「チィ────」

《慌てるな……言葉の綾あやよ。前世であればいざ知らず。今のお前に神殺しなど……為なし得ようもあるまい》

　憤ふん懣まんやるかたなし、という風ではあるが、ダイスが全身の殺意を納める。

「何が目的だ」

《此こ度たびは……忠告だ。少々扱いの難しいモノの側にいる。お前まえ達は》

　再び骨の指が持ち上がる。それを見る度、ダイスは仇きゆう敵てきの現在を思い出し苛いら立だちが湧く。

《叡えい智ち神アンキエイア》

　その単語で。即座にダイスが勘付く。現在彼の実体がいる集落近隣の砦とりで。霊魂さ迷うそこの、奥底にあるモノ。

「あの『留神』……その神骸だと……？」

　俄にわかには信じられぬという表情。無理はない。彼が居る場所はただの一砦とりでだ。砦さい主しゆは死に、今は崩れゆくばかりの。神の骸など、そんな場所にあっていいものではない。

《奴やつは……自らの骸の処理を人の信徒に託した。無謀無策な振る舞いよ。その頃……エンラルが子の建てた国は……そこまでの版図を持っておらなんだ》

（あの砦とりでの主家。元は地方豪族か）

　ダイスが推察する。叡えい智ちの神であるアンキエイアが昇神して、数百年以上。神の骸を秘匿していた豪族の子孫は、魔王軍の侵攻により命を落とした。

（その調査が、回り回って我わが輩はいに、か。何だ、その偶然は）

　ダイスが竜眼を再びネーガルに向ける。

「貴様、因果を繰ったか」

《操ったなどと……言えるほどのものではない。かつて置いた幾つかの機を……お前が踏んだというだけのこと》

　機。神の置いた。穏やかならぬものを感じ、ダイスが舌打ちする。

「どうせよと言う」

《丁重に……封ぜよというだけだ。神の骸で……ある。封が解ける前に……新たな封を施せば良いというだけのこと》

　封。ダイスに幾つかの算段が浮かぶ。

（とてもあの雛ひな鳥どり達にどうか出来るものでもない。持ち帰った後は、業ごう腹はらだがフブルに──いや）練り直す。だがその前に。

「良かろう。我わが輩はいの魂を斯か様ような脆ぜい弱じやくな檻おりに入れたことは、後にしてやる。──神骸か。せいぜい丁重に地の底へ封じてくれる」

　ネーガルは不敬にも無言。骨指を上に立てた。

　ダイスの頭上から光が降りる。退場の時だ。

　結局。一度たりとも。黒の竜魂は一いち縷るの隙すら見せること無く、神の住居から去った。




　　　　○




　目を見開く。ダイスの視界に移るのはやや崩れかけた宿の天井だ。

　あれから。ペリネーテスの敢然とした判断により、一行は荒れ果てた無人の集落で一晩の宿を取った。

「日程に余裕はあります！　とりあえずは疲れを癒やすこと！　死し霊りようが復活するならば、その度打ち払えば目減りする算段ですわ！　その量がこちらの手に負えぬならば、フブル学園長へその旨むね報告をいたします。はい！　寝る！」

　その決断にはダイスも異を唱えることは無かった。

（妥当なところだ……と思ったが。さて）

「あ、ダイス君。起きた、ね」

「……待たせたか」

　かけられたダステルの声に、ダイスは少々の意外を得た。そこまで長く眠り込むとは。

「まあ二時間くらい、だから。無理ない、よ。昨日は大活躍だった、から。疲れてた、のさ」

（ネーガルめ、呼び戻しに随分と手間をかけおって）

　軽く舌打ちしたい思いを止め、ダイスは立ち上がり準備を整える。

「すまんな。行くか」

　階下では女性陣が優雅に紅茶など飲んで待っていた。

「おはよ～」

「おはようございます。昨日はお疲れ様でしたわ、ダイス君。今日も頼みますわよ」

　多少の居心地の悪さを感じ、ダイスはペリネーテスの持つカップに目をやった。

「斯か様ような品を持ち込んでいたのか？」

「葉だけですわ」

「ダイス君を待ってる間に、少し外を散策して見つけたの」

　思ったより逞たくましいな、とダイスは思う。

「すぐ向かうのか」

「朝食くらい摂とりなさいな」「今温めるから待ってて～」

　返事に頷うなずいて、ダイスは一人外へ出る。耳元を触る。

「古ふる狸だぬき。起きているか」

『お前それほんとどうにかせいよ。何のコールサインじゃ』

　フブルの文句には耳を貸さず、ダイスは先ほどの冥界での出来事を語る。

『……神骸ぃ？　びっくりするのー、もう。なんでそんなもん引き当てんの？　お主もアルヴィスと同類なの？』

「巫ふ山ざ戯けたことを抜かすな。貴様が振った面倒事だろうが」

　明らかに不機嫌になる少年の声に、通話先の声に笑いが混じる──が、すぐに消えた。声に思慮が含まれる。

『だが、さて。こいつは面倒な。持ち帰れるか』

「我わが輩はいの流儀で良よいなら、上から封印も出来よう。再設定はそちらに投げるぞ」

『構わん頼む。こちらも今日は待機しておく。難事があればまた連絡を寄越せ』

　ダイスが通話を切ったところで、少々怒り気味なペリネーテスの呼び声が響いてくる。




「……拍子抜けですわね。またぞろ死し霊りようでも出るかと思ったのですが」

　ペリネーテスが警戒気味に言う。一行は既に砦とりでの教会内部だ。ここまで、再びの妨害はない。

「発見された設計図だとここ、だね」

　ダステルが礼拝堂の床を触る。剣の鞘さやで叩たたけば、そこから返る音には反響がある。教会の下は、砦とりでの土台となっている地面のはずである。

「地下空間がある……にしては。床に取っ手も切れ目も何もありませんわね。内部の宝を取り出されることを想定していない、とでも……？」

（隠したのではなく、封印故か）ダイスは思案する。「撃ち抜くか」

「これ以上壊すの、は……って今更、か」

　周囲の崩壊具合を見て、ダステル。

「できるの～？」

「一部が瓦が礫れきで埋まっても良いならな。まあ、この厚さならばそう面倒なことにもなるまいが」

「私の魔法でもやれそうですわね……。どうします？」

「中にまだ何かいる可能性はある。温存しておけ。地下空間の端を確かめるぞ」

　全員で床を叩たたき、隠し部屋の範囲を把握する。ダイスが残り、他が範囲外へ。

「さて……『劣牙』」

　床へ加減しつつ叩たたきつけられた拳が──彼の本気は一メルの魔力氷壁を軽く五枚砕く──床を抜いた。そのまま、瓦が礫れきと共にダイスも下へ落下する。

「ダイス君ッ!?」慌ててペリネーテスが口を開けた穴へと駆け寄るが、

「大事無い。──階段の類は見当たらん。貴様らはそこにいろ。軽く見て回る」

　下から返る声に、ペリネーテスは安あん堵どの息を吐いて……傍かたわらの級友を睨にらんだ。

「なんですのゲルダ、ダステル。その三日月の目と口は」

「いや？　無事で良かったな～って」「そう、そう」

「何が言いたいんですの!!」

　頭上の声を無視して、ダイスは上方の光が入る地下空間を眺める。十メル四方程度の空間の中に、存在するのはただひとつの台座だ。

　そこに座すのは、棺ひつぎである。

「ふん、貴様ともあろう者が。吸血鬼の寝所じみたものだな、アンキエイア……」

　前世にて幾度かは顔を合わせた神の名を唱え、ダイスは棺ひつぎへと近付く。

　棺ひつぎの四方を閉じるのは、真っ黒に染まった紙だ。おそらくは封印魔法具。

（あれこれ問われるも面倒だ。封印までは済ませてしまうか……）

　ダイスの手が、棺ひつぎに触れる。




　──竜魂を、棺ひつぎの中の神骸は察知した。それは、それだけならば問題は無かった。励起には至らない。しかし。同時。異なる地で。

　もうひとつの神の骸に対たい峙じしていたものがある。




　励起する。励起する。神の骸が励起する。本来の神魂ではなく。大量の人間種、そして魔族の魂を溜ため込こんだ、神の骸が励起する。

　魂達は覚えている。幾万の魂が積み重なり、混濁し、正気を失った中でなお、覚えている。

　全ての生命に刻み込まれた脅威、竜の力を。

　人にもあり、魔もしかり。此こ処こでは竜の魂を感知した。

　そして離れた地で。山岳の中で。半身が竜の牙と、竜の血を感知した。

　同時に。片方だけならば、問題は無かったものが、双方出会う。神謀により。

　励起する。神の骸が、数多あまたの魂が。己を守るために。




　棺ひつぎの四方を封じていた札が、全て吹き飛ぶ。凄すさまじい光輝と共に上蓋を押し上げ、持ち上がるモノがある。

　それは大量の魔力を鎧よろいとまとう、腰よう椎ついから下の骨格だ。神の下半身、その骨だ。

「ネーガル……！　おのれ奴やつめ、時を図ったか!!」ダイスが牙を軋きしらせる。即座に上方を振り仰ぐ。「退けッ！　貴様ら!!」

「ダイス君!?」「どうした、んだ！」

「チィ────！」

　ダイスが跳躍。一気に上階へと飛び退すさった。

「なにがあったの？」

　砦とりでを震わす振動に事態の重さを察したゲルダが、真剣な声音で問う。

　ダイスは三人に振り返る。決断的な口調で告げる。

【此こ処こに封印されしものは、神の骸だ】

【それは今、起きた。中身は狂っている故暴れる】

【貴様らでは如い何か様ようにもならん。即座に逃げろ】

　はっきりと、しかし素早く、三言で。その言葉には力がある。意識的に発した竜の声だ。距離を無にし、真言にも近い、物質にすら届かせる声。

　詳細を語らずとも、その意味自体が三人の中に叩たたき込こまれる。

　反はん駁ばくは封じられた。辛かろうじてペリネーテスが口を開いた瞬間、光を放つ竜眼に貫かれる。

【命ずる。退け】

「～～～～～～……………………ッ！　二人とも！」

　羞恥。屈辱。心配。様々の感情がない交ぜになったペリネーテスが頰を紅潮させ、それでもダステル、ゲルダを連れて走り出す。

「ダイス、くん……！」

　去り際にダステルが背後を振り向いた。その瞬間だ。

　巨大な光の柱が立った。矮わい小しような人間など、形も遺のこさず消し飛ばしてしまうような、力の塊。

　教会天井があっさりと撃ち抜かれ、音とすら認識できない音──衝撃が襲った。

「きゃっ！」「いぎっ……！」背後からのそれに、女子二人がバランスを崩す。

　ダステルは世界全体が震えたと錯覚する。

　圧倒的な魔力の奔流放つ光の柱が、ダイスの眼前で天に屹きつ立りつしていた。

　そして彼ダイスは、それに真っ向、対たい峙じしている。

「あ、あ…………！」見るべきでないものを見た。「あああ、あああああああああ…………！」すぐさま顔を前に戻し、友人達を立たせ、背を押しながら全力で駆ける。

　まるで立つ場所の違うそれ。今まで共にあったことが間違いだと分かる、圧倒的な隔絶を。

「ふぅ──」去りゆく雛ひな鳥どりを背で見送り、ダイスが息を吐く。

　光の柱は、しばらくその動きを停とめていた。

　やがて、そのまま形を変えていく。神骨──人の下半身に近いそれを核として、これまでに吸い上げた魂が、前一足・後二足と尾を備えた獣を形作っていく。

「節操の無い図ずう体たいだ。恥を知るがいい」

　呆あきれ気味に揶や揄ゆされるその大きさは、体長だけでおよそ四十メル。

　首の先に頭部は無い。神骨獣ともいうべきそれが、魂に響く雄お叫たけびを上げた。

《夜明ケ夢消目覚メ怨舞曲舞エアエ舞エェェェエエエエエエ！》

　教会敷しき地ちをほぼ埋める巨体。形を成した神の獣が、その身をよじらせる。

　再び。ダイスは存在しない頭部へと集中する、魂を変換させた魔力を感じ取る。

（大した魔力量だ。だが、避けるのは容易──）

　そして。ダイスは。一瞬だけ。

　己と、退却したペリネーテス達。神骨獣アンキエイアの位置関係を考える。

　考えてしまった。

　魂転魔力砲の発射を引き付けてから避ける、もしくは神骨獣の胸元まで潜り込んで射線から外れる。定石はそれだ。その場合、先の天へ撃ち放たれた一撃を考慮すれば、魔力砲の射程は廃はい墟きよの集落まで届く。そこへ退いている途中のペリネーテスらは跡形も無く吹き飛ぶ。

　一瞬の思考が、ダイスの選択肢を狭めた。奥歯を軋きしらせる。彼は上方へと飛んだ。

　頭無しの首がダイスへと持ち上がる。

「──チッ……！」そして、そこまでだった。避けられない。（さて、耐えられるか……!?）

　衝撃が来る。巨大な魔力が産む力場が、一帯を激しく攪かく拌はんした。

「───────ガ─────────ッ……！」

　声にならぬ苦く悶もんがダイスの口から漏れる。

「ダイス君っ……！」「ああっ！」「そん、な」

　ようやっと廃集落まで退いたペリネーテス達は、空へと立ち昇るその光景を振り仰ぐ。

　轟ごう音おんと共に、光が過ぎる。その後には、防御態勢を取ったままの。

「の！　残って、る！　ダイス君、が…………」

　希望の声を上げるダステルへ、非情な返答をするかの如ごとく。神骨獣の前脚が大きな振り子のように振り上げられた。

「────おの、れ……獣風ふ情ぜいが姑こ息そくな真ま似ねを……！」

　必死の魔力駆動マナドライブによる防御を、魔力砲に全て引き剝がされたダイスが呪じゆ詛そを吐く。

　十メルを遙はるか超える剛腕の一振りが、冗談のようにダイスの小身を跳ね飛ばした。

「ひッ！」「ダイス、君……」「嫌ァ────────ッ!!」

　三人は、紙くずのように吹き飛ばされる級友の姿を見た。

　宙を舞うダイスの方は。

　どん、地面の衝撃が来て、ごろごろごろ。石の上を転がっていく。がつん、ばらばら。背中と後頭部が壁を小さく砕いて、止まる。

「、は」

　家屋にもたれるようにして。ダイスは、全身の傷を意識する。結果は、脳裏に上げるのも煩わしい。致命傷だ。完全に魔力駆動マナドライブを抜かれた。

（いかに魔力で強化しようと、生身芯が脆もろすぎる……）

　竜体ならば、魔力防御を突破されようが、残る竜りゆう鱗りんと竜皮で受け止めただろう。しかし、人間にそんなものはない。

　ひゅう、と喉から呼気が漏れた。

（──フ。こんな身体からだで、奴やつ等らはかつての我わが輩はいを倒してのけたかよ）

　前世を思い起こす。勇者一行。壊れやすく脆もろい身体からだを鍛え上げ、竜の前に立った者達。

（なるほど、奴やつも勇の名を冠するだけのことはあったか）

　揺れる視界で、神骨獣が再び動き出す。

（すまんな、姉上。だが……）眼光がきらめく。

　そこにだけ必死に戻した力が、神骨獣を見据えた。

（ならば。『奴やつ』が後へ遺のこした人間共がいるならば。この出来損ないも倒すだろう）

　震える唇が、言葉を紡つむいだ。果たして聞こえるものかは、ダイスには分からないが。

「貴様は、終わるぞ。貴様よりも、遙はるかに生き汚い、人の手によって、な────」

　そこまで言って。ダイスの目から力が失うせる。




　　　　○




　励起する。励起する。神の骸が励起する。本来の神魂ではなく。大量の人間種、そして魔族の魂を溜ため込こんだ、神の骸が励起する。

　魂達は覚えている。幾万の魂が積み重なり、混濁し、正気を失った中でなお、覚えている。

　人にもあり、魔もしかり。全ての生命に刻み込まれた脅威、竜の力を。

　此こ処こでは竜の牙と血を感知した。

　そして離れた地で。半身が竜の魂を感知した。

　同時に。

　励起する。神の骸が、数多あまたの魂が。己を守るために。




「ぐ……!?」

　アルが金縛りのように動きを止める。唐突に光を発した神骨が、とてつもない引力を持って周囲の魔力を吸い上げる。光すらも吸い上げるかのような。

（この力……！　古代魔法か……！　いや！）

　光輝に触れてしまった神骨が、離せない。完全に捕らわれてしまっていた。魔力駆動マナドライブの再起動が叶かなわない。鑑かんがみれば今回のアルの旅路は、帝国を縦断し山を登ってガイムラへ、そして山岳地帯を強行軍でこの神殿まで。

「力任せ過ぎたか……振ふり解ほどく魔力が足りない……！　動きを封じ、られ…………なに!?」

　気付けば、這いよってきていた神の骨、その腕が。がしりとアルの骨格を摑つかんでいた。

「こいつ、動き出して……！」

　さらに、もう一方の手が。竜牙を摑つかむ。

「おい、ちょ、お前、それは！」

　一ひと際きわ、轟と魔力の螺ら旋せんが巻き起こって。嵐は止やんだ。

「……………………」

　ふらり、と。アルの骨格が力を失った。各部の結合を失い、いくつもの骨がかしゃかしゃと、床に落ちる。その上に外がい套とうが被かぶさり、頭骨も落ちて。

　物言わぬ骸となる。

　反対に。上半身だけの神骨が、支えもないまま起き上がる。

《オ早ウ今日モ通リ抜ケ欠カサヌ挨拶ヲォオッォオォオオ！》

　声。何千もの声が織り重なった、不協和音。取り込んだ特大の魂アルヴイスを起爆剤として。封印が、神殿その物が軋きしみを上げる。

　吹き飛んだ。




　それを、登山道から合流したエレラームと、ハルベルら一行も見た。

「ええ!?」「な……神殿が！」「なんだ、あれは」

　デケニーの糸で空中に張り巡らされたハンモック（岩の上より数段寝心地が良い）の上で、ハルベル、ミクトラ、エレラームが三様に驚きの声を上げる。

　神殿が砕け散り、台地周辺を折れた建材が落ちていく。神殿が在った場所から現れたのは、

「光る、巨人……？」

　ミクトラが言う。そう形容するしかないものが、台地の上から現れていた。光の輪郭は長髪の男性の姿を取り、胸の中央に核めいて上半身だけの骨格を持ち、腰の下からは不定形の台座の如く接地している。

「なんて……、大きさ」

　呆ほうけたようにハルベルが呟つぶやく。それもそのはず。巨人の偉容は五十メルを越えている。

（地面の同じくらいの距離と、見上げる時の同じ距離……こんなに、こんなに違うなんて）

　地に生きる者達にとって、『高さ』とは圧倒的な畏怖に他ならない。故に人は権威を示す時、巨大さを目指す。

　巨人は見上げる矮わい小しような者達を気にもせず、周囲を睥へい睨げいし、東へとその巨体を向けた。

　地鳴りと共に、台地を流体の下半身が流れ落ちていく。

「あ、危なかった……あちらの側にいれば、今頃」「ぬうう……」

　一瞬の安あん堵どを得る一行の中で、デケニーが戦慄に表情を歪ゆがめた。

「や……やばいヨ、アレ……」そして、焦あせったように、「女帝サマ！　アルチャン、今どこに居ル!?」

「っ！」

　声を受けたハルベルが我に返って魔力を辿たどり──その両手が口を覆った。

「そ、んな────」瞳が震える。

「どうしたのだ、ハルベル！　アルはどこに!?」

　ミクトラの問いに、忘我の縁に立つハルベルの指が、揺らぎながら指す。

　────紅葉の海に屹立する巨人の、中心を。




　　　　○




「来たか……！」

　大陸北ほつ方ぽう、魔軍領。呪術台の上に置かれた、角持つしゃれこうべががたがたと震えだす。

　遺体の断片から、遠く離れた本体の状態を知る呪術。それに会心の笑みを見せる女が一人。

「サンドラ砦とりでのクソッタレ『神の残ざん滓し』のせいで三年前は退却せざるを得なかったが……ようやくその屈辱を戦果に変える時が来た！」

　額の一本角を感情の昂たかぶりで輝かせ、立ち上がり吼ほえるその烈女こそ、魔王軍十堕臣が一、堕だ鬼き王おうゴメイズ。即座に部下へと檄を飛ばす。

「エイン王国の砦とりでで今、魔力異常が最高点に達した！　連動して、連合三国国境沿いの『神の残ざん滓し』も起動したはずだ！　我々は機に乗じ、果断をもって北ほつ海かいより帝国を攻める！」

　牙を剝むき出だして、野性の美を誇る鬼女が笑う。彼女は三年前にサンドラ砦とりでより持ち帰った古文書から、『神の残ざん滓し』の片割れの所在も把握している。二つは連動することも。無論、そのことは対立する立場の魔軍令、フギムニには知らせていない。

（北ほつ海かいを奪い返し、ノストヴァールを落とせば魔軍の主権は私に移るも同然。さすれば鬼族こそが魔軍の支配種族になる……あの頭でっかちの半鬼にはそれが分かっておらん）

　アンキエイア神骨が死し霊りようを宿し本格的に起動すれば、周囲の被害は甚じん大だい。帝国も蜂の巣を突いた騒ぎとなり、その情報は遠見の魔法を通じ即座に主要都市へと伝わる。当然対策に追われることになる。ゴメイズは軍令部を無視して軍を動かし、その隙を突く構えだ。

「フギムニの答えを待てば機を逃す。集めた船団を出せ！　私は陸上部隊をまとめて向かう。ノストヴァール船団如ごとき、私が行く前に片しておけよ！」

　号令に堕鬼軍が動き出す。堕海王ワダツが勇者により滅ぼされて以降、封じられた北ほつ海かい航路を奪い返すために。






◆神骨巨人／神骨獣アンキエイア（人類敵対度……ＥＸ。人類のみならず生命全体の絶対敵）

（記載者不明）



　唯一此この世よに残った神である叡えい智ち神アンキエイアの骸、神の骨が魔王戦争による大量の死者を引き寄せてしまい巨大な死し霊りようとなった存在。

　神としての意識は無く、取り憑ついた死し霊りようたちの意志により動く。死し霊りようは無作為に集められているものの、戦争被害者の常としてそのほとんどが狂っており、神骨に捕らえられた自じ分ぶん達を悲観し仲間を増やすため行動する。つまり、生物を殺す。

　分かたれた神骨により、上半身は巨人、下半身は獣として顕現している。結晶化した魔力を素材として、体長は四十～五十メルと巨大。強度、魔力どちらにおいても、数万、ともすれば十万以上の魂を動力源とするため計り知れないほどに強大。

　巨人型・獣型共に、互いを求めて近づこうとする行動が見られ、仮に合体すれば魔王以来の脅威となる。冗談ごとではなく世界が滅びかねない。

　攻撃手段はその巨体による攻撃（魔法的性質も兼ねる）と、魂を現世物質への反属性力として変転させ撃ち出す魔力砲撃。どちらも極めて強力。

　対抗するならば国単位の軍勢が必要と思われる。弱点は不明。打倒方法も不明。ある意味、最も新しい禍まがつの神と扱うべきなのかも知れない。









[image: 五章　骨勇者、神骨の前に立つ]

　──人よ。魔よ。世界に産まれし子らよ。

　神々に放り出されし幼子よ。

　最も早はや神々は君きみ達を導かぬ。

　しかして今や支配もせぬ。

　この世界に放たれし子供らよ。

　最も早はや支配はせぬ神の中。僕が残ろう。

　この肉の身体からだ、朽ち果てるまで。君きみ達に智ちを授ける。

　火を操る智ちを。水を回す智ちを。風を摑つかむ智ちを。地に立って歩けるように。

　この世の理ことわりを解かいす術を。

　集い、学び、そしていずれ世界へ散るがいい。

　智ちを以もつて。最も早はや君きみ達のものである、未だ君きみ達を撥はね付つける世界へと。

　人も。魔も。智ちへの欲あるならば僕の元に来るがいい。

　僕が伝える。君きみ達が生きていくための術を。神々のものであった、世の理を。

　集い、そして世界に散るがいい。

　善でも、悪でもかまわない。君きみ達の世界を、君きみ達で動かすために。




　　　　○




　当然、巨人の出現は台地を登っていく〇三からも見え、彼女の耳には僅か上を行くハルベル達の会話も聞こえていた。

　〇三は決断的に足を早め、ハルベル達へと追い付く。

「君きみ達。アルの知己か」

「「っ？」」

　突如頭上を飛び越え現れた白装束に、ハルベルもミクトラも一瞬、言葉を失った。だが、問われた内容はきっちりと届いている。

「何もの「そうです！　アルのこと、知ってるの!?」

　エレラームの誰何すいかを遮り、ハルベルが叫ぶ。〇三は頷うなずき、

「俺は彼の──」言いかけて、止まる。はて、と彼女は首を傾かしげた。「なんなのだろう……？」

「え、いや、そんなこと言われても、我々には──」

　困惑するミクトラ。その横から顔を出したデケニーが告げる。

「こいつ、ゾンビだヨ。一見そう見えないくらい良く出来てるけド」

「な、なんだと！」

「あ、ほんとだ」「何な故ぜ、我が主──アルを知っているのだ？」

　驚くエレラームと、いい加減慣れてきたハルベルとミクトラがそれぞれに問う。

「何な故ぜ、と言われると。そうだな、状況も状況だ。手短に話そう」これまでのことを整理し、〇三は口を開いた。「夜の港町で彼に押し倒され、俺は今の俺になったのだが」

「待て」「ちょっと待って」

「めんどくさいことになってきタ……」

「い、いや、君きみ達！　今はそういうことをしている場合ではないぞ！　というかゾンビ！　わ、私の職務としては……!?」

　エレラームの叫びが、山岳へ虚むなしく響いた。




　　　　○




「王よ、今より数日、休暇を貰もらえますかの」

　エイン王都エイエラルド、その王城で。フブルは王の居室に直接現れて言った。

　如い何かに宰相とは言え先触れも出さず、直接。王族ですら中々こうはしない。目を白黒させる王従士へ、

「秘匿の会談だ。心配は無い」

　アインアル王は頷うなずいて退出を促した。二人のみになった室内で、嘆息しつつ王は問う。こういう場合、彼はかつてフブルに指導されていた頃の態度になる。

「いやはや、焦あせらせますな、先生。仕事、結構溜たまっておりますが？」

「すまぬ。危急の事態での。見過ごしておくれ」

　即座に返った返事へ、王は一切の追求を止める。元々、緊急時の自由裁量をある程度認めた上で、エイン王国はこの世界最高の大魔導師を雇っている。

「分かりました。こちらで備えることは？」

「ヘイベル・オルダネル国境周辺の避難手配を。前線軍が回せるようならば──いや、駄目じゃな。即応する十堕臣が出てくるか。戦線の堅守を徹底させておくれ。可能ならば聖火級冒険者への依頼を。『神の残ざん滓し』案件じゃ」

　流石さすがに、これにはアインアル王も一瞬動きを止めた。頭の中でエイン王家じぶんたち以外の『残ざん滓し』を列挙し──首を振る。

「……どれだろうが、碌ろくな事にはならなさそうですね。先生は？」

　王の視線に、フブルは視線を北西へ向ける。

「現地に飛ぶ」

「供は」半分予想しながらも、一応賢王は聞いておく。

「わかっとろうが」予想通りの苦笑。寂しげな。「アレはもうおらん。誰もついてこれやせんよ」




　　　　○




「……日の神が、わざわざ冥界域に罷まかり越すとは」

「どういうことかな、ネーガル殿」

　冥神の揶や揄ゆに耳を貸さず、太陽神が冷然とした声で問う。

「さて、何の……ことかな」

　瞬間。冥界の闇が消えた。

「……………ほお」感嘆の声が、ネーガルの口蓋骨から漏れた。

　太陽だ。マルドゥの背後に日輪立ち、一瞬事に冥界の場を浸食している。

「我は戯ざれ言ごとを好む相手とそうでない相手がおります。ネーガル殿」

「随分と……入れ込んでいるようだ。あれは今やむしろ、我が眷けん属ぞくであろうに」

　返答の代わり。轟ごう、と太陽風が吹いた。ネーガルの側神が悲鳴を上げる。

「我が臣下を苛いじめてくれるな。若者は辛抱が足りんな……」

　法衣の下の肩関節が竦すくめられ、冥神が嘆息の動作を取る。

「答えを」

「人は……もう少し減るべきだった……と。思わぬか」

　マルドゥの神眼の冷ややかさが零下に至る。だがネーガルは構わず続けた。

「多かれば多くなるほど……人は弱くなる。あの種は……そういう存在だ。魂の価値も……黄泉よみ坂ざかを転げるように落ちようよ。放っておけば……魔を操る術すらも失うせよう」

「我が勇者を以もつてして、そう仰おつしやるか」

　自らを誇るように言う最高神に、冥神は失笑の動作を返した。

「種の保全作用で産まれた……例外の化物でしかない」

　そして。指骨を動かした。糸を繰るように。

「我は神々の規範をなんら……侵してはおらぬよ。ただ……ほんの少し。昔むかし馴な染じみとの歓談が長引いた……それだけのこと」

「──白々しいことを宣のたまったもの」

　冥界に、闇が戻る。肩で空間を斬るように、マルドゥが踵きびすを返かえした。

「納得は……行ったかな。何……下界の者どもであっても……いずれは止めようよ。六竜王とて……未だ頂点の一を失ったのみ」

　取って付けたような言葉に、しかし帰ったのは見返る女神の冷笑だ。

「……いいや。神骨の獣ごとき、あの場の者どもで滅しましょう。この神謀は、何一つ」

　再び、ネーガルが失笑する。勇者の魂は吸われ、竜魂の現し身は倒れた。あの場で、誰が。

　マルドゥは言外のそれを全て無視した上で、重ねて。冥神に告げた。

「────我が勇者は、しぶといのです」




　　　　○




「ダイス君……」

　廃はい墟きよの集落で。ゲルダが震える両手で口元を覆う。

「ぼ……僕らを守っ、て」

　ダステルは呆ぼう然ぜんと、集落外縁に墜おちたダイスを壁越しに見るように。

「────ダステル。身体能力は貴方あなたが一番高い。お願い、できますの？」

　決然と。立ち上がったのはペリネーテスだ。その目には涙と決意が浮かんでいる。

「助けに行け、って？」ダステルは戦慄した様子で答える。「ダイス君も、言ってた、だろ。とても僕らに敵かなう相手、じゃ」

　彼の脳裏には、逃げ出す直前に振り向き、見た光景がある。

（存在の格、そのものが違う──何が出来るっていうんだ）

　思い出すだけで震えが来る。今は民家に隠れているが、もう一度あの巨獣を見た時、恐きよう慌こうを起こさない自信は無かった。

「ダステル。あのまま治療無しでは、如い何かにダイス君といえど死んでしまいますわ」

「生きてるかも、分からない、だろ！　むしろ、即死してる可能、せ──」

　失言に気付き、ダステルは自分の口を手で塞いだ。ペリネーテスの目が僅かに細まる。

「──ダステル」だが返答は静かなものだった。「貴方あなたと私は貴族です。であれば。果たすべき責がある」

　彼女は言う。

「守るべき民のために。後に続く者のために」

「ぼ、僕は、家督を継ぐ、わけでもない、んだよ……！」

「──あの、竜が飛んできた日のように」

「！　う、……ううぅぅぅ、ううう…………」

　彼は目を伏せる。その口から唸うなりとも苦く悶もんともつかぬ声が漏れた。

（……無理、ですのね。ならば）ペリネーテスが己の足を意識した時だ。

　唐突に、ばちんと肌が打ち合う音が鳴る。

　貴族二人が視線を向ければ、そこには両頰を赤くしたゲルダの姿だ。

「私が行く。今回、ほとんど何も出来てないもの。ダステル程じゃないけど、杖じよう術じゆつで体もそこそこ鍛えてる。ペリネよりは足早いよ」

　ペリネーテスの視線が移る。主従が同時に頷うなずいた。

「もしもの場合、どうしたらいい？」

「すぐにお戻りなさい。無念ですが、弔いは後ですわ」

　ゲルダが頷うなずき、身体からだの強化魔法『マイトゲイン』『フォスゲイン』の詠唱が始まる。

「……ううぅぅぅうう、う……うううううう……！」

　唸うなりと共に。がしり、とペリネーテスとゲルダの杖つえが摑つかまれた。そのまま、摑つかんだ張本人であるダステルの方へと向けられる。

「く、そ……僕は、冒険者になりたい、だけ、なのに………………!!」恨み節のように。「でもこれで、引い、たら……！　ミクトラ様と、アル先生に、もう顔向け、出来ない、だろ……！」

　二人はその目を少し見開いて──そして魔法を続けた。
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「ちょっと、お邪魔しますね」

「あのですね、『聖邪』殿……」

　頭痛を抑えるように、エルフの長──精霊領域フィネグンドの女王、フェアエルリは。国賓であるところの『聖邪の神火』イザナに苦言を呈す。

「いかに貴女あなたとはいえ、融通を利きかすにも限度というものが」

「すいません、女王。でも、緊急なもので」

　場所はフィネグンドの王城である、ジニフェアル城。そこの魔導研究所だ。この国で古代魔法の研究をしているイザナはここに立ち寄ることも多いが、今回は別件である。

「突然遠見の水晶を使わせろ、などと。何用なのです？　我が国は、他国との連絡は注意深く行う方針なのですよ」

　魔王戦争にも参加しなかったフィネグンドは、最近ようやく和平が成ったオークの国──オートクルム以外とは、公式な国交はまだない。

　それを突如イザナが無理押ししてきたため（先触れすら無しだ）、フェアエルリは頭痛の予感を覚えつつも予定を空け、同行してきた次第だ。

（何せ勇者と二人で王城に攻め込むような者だ……放置すれば何をやらかすものか）

　苦い思い出を浮かべつつ、彼女はイザナの答えを待つ。

「私との契約魔法線に異常を感知しました。アルは現在、巨大な魔力源に囚とらわれています」

「何と！　いい気味──ごほん」思わず漏れた本音を咳せき払ばらいで追いやって、「どういうことなのです？」

　イザナは少しだけ微妙な表情で女王を見つめてから、

「確かなことは、帝国と法国の間辺りで、何か巨大なものがいる、というだけ。だから、保険をかけます。こういう機に目め敏ざとい面倒な手合いに、心当たりがあるので」

　『聖邪』の異名を持つ彼女の圧に、当直の王宮付魔法使いのエルフが一歩退く。女王へと助けを求めるような視線。

「その手合いとは？　そして、通信先は。せめて、そのくらいは聞かねば許可は出せませんよ」

　イザナが振り向きもせず、壁に展開された世界図を見ながら答えた。前線を無視して仕掛けを行うのならば、恐らく海路。

「連合の混乱に乗じて魔王軍のどこかが動きます。それを帝国の知己に知らせたいのです」

「フィネグンドには関係のない、それをする意味は？」

「予想が当たれば連合──特に帝国に恩が売れます」

　一瞬、女王は思案。

「外れれば？」

「こないだの新魔法薬の特許、譲りますよ」

「よろしい。どうぞ」

　女王にっこり、イザナは嘆息ひとつ、連絡先を遠見の水晶へと詠唱する。ノストヴァールの名が、そこには含まれていた。
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「──────ぅわ、あああぁぁあッ！」

　が、とダイスの短たん軀くをさらう影がある。強化魔法を目一杯かけられ、時速百キルを越えるかという速度で。駆け抜けるのはダステルだ。

　彼は瀕ひん死しのダイスを抱えて走る。

「何、をしている」

「黙って、ろ！　舌嚙かむ、ぞ……！」

　彼には珍しく、命令口調で。先輩が後輩にするように。足が地を蹴る。

「ぐっ、くっ、ぅぅぅうう！」

　補助魔法の重ね掛けだ。自身の魔力駆動マナドライブではない分、身体感覚はそのまま。強化が強ければ強いほど判断にズレが出る。よろめく。躓つまずきそうになる。

「怖い、けど……！　怖い、けどさ……！　君の力の十分の一、も、もしかしたらそれより、もっと！　僕らは、弱い、けどさ……！」

　漏れ出そうな涙を、ダステルは歯を食いしばって堪える。視界をぼやけさせている暇は無い。

「いつも、いつも！　年下なん、だから、僕たちも頼れ、よ！」

　叫んで保たせる。

「『限界でのみ己の際きわは、……』って、死ぬに決まってる、だろ！　こんな、の！」

　どうにか転倒だけは避けながら、危なっかしい足取りでダステルは仲間達が待つ、集落の反対側の建物へと辿たどり着ついた。

「早く！」「はい！」

　即座にゲルダが回復の魔法を唱えた。同時に、ダイスの口へ薬湯の吸い口が突っ込まれる。全身の傷口へ、薬草や軟なん膏こうが塗り込まれる。

　『アッドキュア』だ。神聖中級魔法。薬などを即座に栄養・効能に変える。

「まずい、意識が朦もう朧ろうとして、る！」「おねがい飲んで！　ダイス君!!」

　がご、という音がする。離れた神骨獣の行動で跳ね飛んでくる瓦が礫れきを、ペリネーテスの防御魔法が弾いている。

「また、大きな振動が。外で何が起きていますの……!?」

（何な故ぜ）

　未だぼやける意識のダイスが、虚うつろな視線だけで問う。

「王国民で、級友で、仲間で、可愛かわいい後輩」視線を見返したペリネーテスがさらりと答えた。「貴族として、友人として、仲間として、先輩として。助けない理由が無いですわね」

　苦労して。実に苦労して顔をしかめ、ダイスの目が閉じる。

　ゲルダが吹き出し、ダステルが疲れた顔で嘆息した。
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《…………》

　脱だつ兎との如ごとく逃げていくダステルを、神骨獣アンキエイアは追おうとした……が、優先順位がある。山岳を越えた先に、獣は別たれた半身の気配を感じていたからだ。

　一瞬、獣は考えて──しかし本能が勝った。下界を走る小動物へと狙いを定める。

　その、僅かの逡しゆん巡じゆんの隙に。

「ウチの子らに何しようとしとるんじゃ、クソたわけが」

　圧倒的な魔力が、獣の背後に突如出現していた。

　頭の無い首が振り返る、その前に。

「戦は久し振りでな。加減が出来んかもじゃが──都合が良いの。こうもでかいと、のお！」

　幾重もの轟ごう爆ばく華かが、神骨獣の背に咲いた。

《！？！？？！！！！？！？？》

　体高二十メルもの巨体が、上からの衝撃によろめいた。

　のみならずその破壊力。大軍の魔法使い達の一斉爆撃にも劣らぬ火力と密。それを詠唱すら無しに。超音速で王都から飛び来たり、浮遊魔法を維持したままに。

　今度こそ、困惑を身振りで現しながら振り向いたアンキエイアへ。

「相手をしてやろうぞ──叡えい智ちの神じゃと？　ハン、名前負けの有あり様さまじゃの、アンキエイア。お主の骸は」

　傲然と。幼女の姿をした『叡えい智ちの神火』フブル・タワワトが、神すら見下さんとばかりの眼光を放った。
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「と・も・か・く・だ！」

　ケレン山中。徐々に動きつつある巨神を見つつ、エレラームが一同へ呼びかける。

「この事態だ。こちらも一旦、不死者への遺恨は納める……！　各おの々おのが各おの々おのの務めを。私は山を下り、法国民の避難を呼びかけねばならない。君きみ達は？」

　ハルベル一行が一瞬迷う。先んじて、〇三が挙手した。

「はいそこのゾンビ早かった！」

「俺も一旦ガイムラへ戻る。奴やつがそちらに向かう可能性もないではない。皆を逃がさねば。あそこは……俺の故郷、のようなものだ」

「ガイムラ……滅めつ種しゆ博はくか」少々の不審を含ませつつ、エイラームが頷うなずく。

「故郷…………うん、分かった」続いて頷うなずいたのはハルベルだ。「〇三さん？　はそっちへ。私達は」

　向けられた視線に、ミクトラも迷い無く頷うなずいた。心は同じだ。

「我々は、アルを救い出します。アンキエイア神骨の巨人──あの中に、我が主はいる」

「アタシはまア、女帝の命令通りニ、だネ」

　彼女らの発言にエレラームが渋面を作る。紅葉を散らし山岳を蠢うごめく巨体に目をやる。

「正気か……あれを何とかするなど。あの巨人とて死し霊りようの類であれば、我らが本隊の動くのを待つ方が」

「それアルも一緒に除霊されちゃうやつでしょ」

　ハルベルの即答に、ミクトラもうむうむとしきりに頷うなずいた。エレラームがおずおず聞く。

「その、聞きはしたんだが……スケルトンの名誉騎士が主とは、本気なのか」

「我が剣も心も、あの方へ捧ささげている。主への侮辱は私への侮辱と同義だぞ、エレラーム殿」

　断固たる口調に、彼もそれ以上は言葉を噤つぐむ。

「分かった。これ以上は何も言うまい。君きみ達にはアンリ隊長の恩がある……死ぬなよ」

　言い置いて、エレラームは山道を法国側へと下り始める。続いて、〇三が山岳に脚を掛けながら言う。

「アルは随分と愛されているようだ。俺も彼には世話になった。君きみ達に言うまでもないことだが……どうか頼む」

「ああ。任せてくれ」

「後でアルとのこと、ちゃーんと聞かせてよね！　ちょっとあなたにも魔力分けとくから！」

　二人へ、青白い顔はぎこちない笑顔を向けて。巨人の背後から回り込んでいくように、絶壁に近い斜面を凄すさまじい勢いで駆け飛んで行く。

「んデ、どうするノ。ご両人」

　デケニーが糸を山岳に渡しながら言う。ミクトラが一瞬の思考の後、

「やはり中核はハルベル、貴女あなただ。死し霊りよう支配能力が、奴やつにも届くかどうかだが……デケニー。そちらには無理を言うが」

「女帝サマの護衛と脚代わリ、でショ。分かってるヨォ」

「お願いね、デケニー。ミクトラは……」

　聞かれると共に、ミクトラが空へと身を躍らせた。しかしその身は落ちること無く、そのまま宙へと立ってみせる。彼女の膝から下が、半透明に揺らいでいる。部分精霊化だ。

「上手になったじゃン？」

「姉上の指導のおかげでな。神骨巨人の影響か、この辺りにはあちこちに魔力の滞留がある。魔力の嵐も奴やつの現出と共に治まった。足場には困らん」

　一行の視線が、オルダネル・エイン国境側へと向く神骨巨人の背に向いた。

「アルを」「助ける。我々が」「私はどっちでもいいけド、女帝サマの頼みとあっちゃあネ」




　　　　○




「ペルゼン……！」

　〇三が山岳の最中にその姿を認めたのは、ガイムラへの道行き、三分の一程度の地点だ。

　巨人から離れた後は速度を重んじ、自らの脚を活いかして道なき道を跳ね飛んでいたため、使った時間はそれほどでもない。

　だがしかし。幸運とは思いつつ、〇三の胸にはひとつの疑念がある。

　自らの目の前に着地した元配下を、ペルゼンは驚くでもなく迎えた。

「来たか。なんとも、状況は難しいところだな」

　彼はその長ちよう軀くを巨大な人馬族のスケルトンに乗せ、山岳を渡っていた。四本の腕の二本で手綱を握っている。

「……ひとつ。貴方あなたに聞いておきたいことがあるのだが」

　〇三は言う。その胸にある疑念を。片眼鏡の下で、ペルゼンの視線が彼女に向いた。

「時が惜しい。移動しながらだ」

「神骨があれほどの力を持つことを、貴方あなたは知っていたのか」

　返事の前に併走しながら、〇三は問う。

「『起き』ればな。だからこそ手に入れる必要があった」

「貴方あなたは高位の死し霊りよう術じゆつ士しだ。あの力を用いて、何をするつもりだった」

　一瞬の緊張。あの神骨を欲していたのはこの人物だ。

　だがこれに、老ろう爺やはその目をきょとんと見開いた。ややあって、その口くちの端はが上に曲がる。

「そういう心配か。なるほど。確かに目覚めた神骨を手に入れれば、国のひとつも落とせるかもしれんな。……いやはや、お前がそういうことを心配するようになるとは……」

　警戒の視線をものともせず、くつくつと笑いながら老死し霊りよう術じゆつ士しは続けた。

「魔王戦争の魂を溜ため込こんでいることは予想していたが、本来アレが単独で起動することなど無いはずだった。兄弟子達も、その程度の備えはしていただろうからな」

「なに」

　〇三が意表を突かれたように、断崖を走る脚を停とめた。

「止まるな。急げ。……だが、どうやら何者かに計られたか。強烈な気を二所同時に受ければ、それを起爆剤として起動状態に入ってしまう可能性はある。……その点では、あの者──アルを向かわせたのは私の失態だな」

「二所だと？　もう一つあるというのか？」

　ペルゼンが表情も変えず頷うなずく。

「エイン王国、サンドラ城じよう砦さい。今は崩壊しているがな。そこに片割れがある」

　〇三の困惑はますます深くなる。

（神の骨、か。そんなものはあったとして秘中の秘のはずだ……ペルゼンは何な故ぜそんなことを知っている）

「約束ゆえな」

　疑問に差し込むように。ペルゼンは細い息を吐いた。




　数百年の昔だ。長命種であるペルゼンが、未だ若かった頃の。

「僕は、この世の法の一欠片かけらに過ぎぬとは言え、君きみ達にあれこれ伝えた。それをどうするかは君きみ達次第だが。それでも、一柱のみこの地に遺った甲か斐いはあったと、そう思っているよ」

　師は──人魔両方の歴史に残る、世界の多くの偉人を育てた彼は。

　最後の弟子である我々に。自らの最さい期ごにひとつの懸け念ねんを打ち明けた。それは、我々を一個の、対等の、頼れる存在であると──そう認めたような。

「僕は死ぬ。近いうちにね。それは大したことでは無いのだけれど」

　弟子達の反はん駁ばくを、師は──叡えい智ちの神アンキエイアはにこやかに抑えながら。

「僕の死骸は、おそらく面倒な性質を遺のこす。世界に唯一の神の骸だからね。ゆえに、上手うまく処理をして欲しい。消すにしろ遺のこすにしろ」

　その任に選ばれたのは、兄弟子のふたりだった。

　自分は少しだけ落胆したが、所詮は故郷を出た根無し草。兄弟子の二人は地位も家もある。場所も手立てもあるだろうから。

　そんな自分に、兄弟子達は言葉をかけた。

「何を気落ちしている。ペルゼン。お前が一番大変なのだぞ」

「お前は最終的に師の骸を一所に封印する、完全な墓所を作らねばならん」

　え、と顔を上げる自分に。二人は慈いつくしむように。

「いつまでも師を分けておくわけにはいくまいよ。我等に無いものをお前は持つ。自由という力を」

「お前はどこかで財を集め、権を育て、我等の中で最も栄達せねばならん」

「それは、一から、そのことを目的とし」

「そのために力を用いることの出来るお前にしかできないことだ」

　師は無理はせずとも良いとは言ったけれど。その言葉に、自らの魂は奮い立った。

　今はもう、その兄弟子のどちらもいない。彼かれ等らは短命の者達だったから。

　一人はエイン王国の地方貴族として血脈を残したが、魔王軍によりその子孫も絶えた。

　一人は墓所を偽装した神殿を造り保険とし、子孫は使命を秘めつつ法国に仕えている。

　受け継がねばならない。師の願いを。兄弟子の子孫が引き継いできた、その任を。




「……では、貴方あなたは。皇帝に仕え、ガイムラを作ったこと。それ自体が」

「多少は私の趣味も入ったがな。師に死し霊りよう術を習ったのも古代生物とか好きな故であるし。師は言ったものだ。楽しく生きよと……見えてきたな」

　〇三は少々の意外と共にそれ──神骨巨人を見た。

「随分と進みが遅い……もっと移動しているものと」

「ふむ……理由は、あれか」

　視界には紅葉の中を進む巨人の姿がある。ペルゼンが目を眇すがめたのはその周りに飛び回る、

「あれは──ミクトラ。そしてハルベル」

　〇三も同じく見た先にいたのは、アルの仲間達だ。何らかの手段で神骨巨人にまとわりつき、また何らかの手段でその進行を邪魔している。

「知り合いか」

　彼女は頷うなずいて、事の経緯を話す。

「……ふむ。なるほどな。仮に下半身も目覚めているとすれば。合体されればそれこそ世界が終わりかねん。〇三。右腕を出せ」

「？　何を」疑問を返しつつ、〇三は手を差し出す。

　ペルゼンが、空いている手で荷物を探り、刃物を取り出した。

「これから、お前に神の骨を移植する」

「!?　貴方あなたも持っていたのか？」

「右手の指のみ、な。形見分けの様なものだ。兄弟子達に遺のこされたもののような影響力は持たん」ペルゼンは神骨巨人を見る。「アル──『空裂き』を取り戻さねば、決め手に欠けよう」

　確かに、と〇三は考える。自分や、恐らくはアルの仲間達にも、あの規模の存在を打倒できる破壊力は無い。

（だが、アルならば──）

　自分の中にあったその信頼に彼女は少し驚きつつ、問う。

「何をすれば良い？」

「神の指骨を以もつてすれば、お前はあの巨人の中の魂に干渉出来る。あの量の魂を捉えている神骨と同質の力だからな。後は分かるな──さあ、始めるぞ」

　山岳の只ただ中なかで。つぎはぎの死者へ神の骨を。ヘイベルの法に照らせば二桁単位で死刑になるような瀆とく神しんの手術が始まる。
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「おおおおおおおおお！」

　五十メルを越える神骨巨人アンキエイアの周囲を、一人の人間と、一人と一体の騎者が飛び回る。

　一人、宙を跳ねながら巨人に肉薄して斬りつけるのは、ミスリル銀により打ち直された剣を振るう剣士──ミクトラ・クートだ。

　洗練された魔力駆動マナドライブによる剣撃は、最も早はや一流の域からも脱しつつある。並の戦士であれば苦も無く打ち倒すであろうその一撃は、しかし巨人の体たい軀くからすれば、あまりにも小さい。

《飛ブ蛹さなぎ歌ウ聞ぶん刎ふん文ぶん端たん蟲ちゆうガ否ァ……》

　アンキエイアの方も、彼女の認識はちくちくと嚙かんで来る甲虫。その程度だ。

　やかましげに腕を振る。その巨体ゆえ傍はた目めにはゆっくりに見えるが、末端速度はあっさりと音速を超過する。膨大な風圧が巻き起こり、木々から莫大な紅葉嵐が舞った。

「ぐゥッ……！」

　腕自体をかわしても風に巻かれ、ミクトラは身を空に浮かされるが、すかさず空中の魔力場を見つけ、立て直す。

「まだ、だ……ッ！」

　──そして再び、踊る紅に紛れて斬りかかる。

　断っておけば。膨大な魔力の結晶体である神骨巨人の腕の一振り、いや、払う指でも。

（右手の指がないことが救いか……直撃は即すなわち死。かする事も許されん！）

　前述の如ごとく、彼女の一撃はアンキエイアへ有効とは言えない。時間比率にすれば巨人の自己修復機能を上回っているかも怪しい。

　しかし。ミクトラの眼光いささかも怯ひるまず。その瞳に迷いは無い。風に打ち消されながらも吠ほえる。

「その！　御方を！　返せ!!　アンキエイアァァァァァァアアア!!」




「ミクトラ、近すぎるって……！」

「ダーメだアリャ、ミクチャン完全にキマってんネ」

　神骨巨人とミクトラのさらに外周を、離れぬように飛び回るのは、当然デケニーと彼女に乗るハルベルだ。

　彼女たちがどうやって移動しているかと言えば、

「デケニー！　アレの視界に入らないように、もう少しだけ近付いて！」

「アイ、マァム」

　婀あ娜だっぽい表情を見せ、デケニーの糸が切り立った山々の木々や岩へと、時には瞬間的に作った魔力の足場にも。あちこちに飛ばされる。標高二千メルを越える山岳地帯において、彼女の繰糸は狂い無く、翼持たぬ身でありながら地に脚を着くこと無く巨人を追跡していた。

「もう、いっちょー！」

　そしてハルベルが叫び、手に持つ杖つえの頭を巨人へと向ける。髑どく髏ろの意匠、その目に嵌はめられた魔石が輝き、ハルベルの意思を乗せた魔力を神骨へと届かせた。

《重ミ……悪、男、漢感ナル重圧オオォォォ石ィオオオオ……》

　巨人の動きが鈍る。彼女の狙いはこれだ。己の超抜した魔力を以もつて、巨大な死し霊りようの集合体であるアンキエイアへ干渉する。

「お師匠様イザナさんの授業からは真逆だけどぉ……！」

　歯を食いしばりながら、ハルベルは巨人の歩みを鈍らせ続ける。

　ミクトラがアンキエイアの至近にまとわりつきながらも未だ撃墜されてないのは、この助けによるものが大きい。が。

「決め手がない！　このままじゃじりじり進まれちゃうよ！」

　神骨巨人の進む先は、エイン王国方面だ。こんなものが山岳地帯を降りれば、被害は町のひとつやふたつでは済まない。ハルベルの脳裏に、王都の友人達が浮かぶ。

「この山岳の北側向こうニ、帝国のガイムラって街があル。どうにか誘導しテ、そっちに押しつけル？」

「冗談止めてデケニー。怒るよ」

「ハイハイ。そーなるト……アルチャンの反応は摑つかめタ？」

「あの、心臓部分にある神様の骨。あの近くにいることは確かだけど……」

　アンキエイアの巨体、その心臓部には核となる神骨がある。その辺りにアルの魂は捕らえられているのだが、そこまでは流石さすがのハルベルの魔力といえど、干渉が届かない。

「直接、触れたら──」「それこそ冗談止めナ女帝。消し飛ばされるヨ」

　ハルベルは魔力駆動マナドライブが出来ない。デケニーは、自在に空を進んでいるようでいて、そのルートには地形に結ぶ糸という制限がある。精霊化を行ったミクトラのように、八相に飛び回るという訳にはいかないのだ。近付くのはリスクが高すぎる。

　その時。動きが鈍った巨体の背後から、再度ミクトラが突進していく。

　干渉中ゆえ、巨人の魔力の動きを察知したハルベルが、突如表情を変えた。

「ダメッ！　ミクトラッ!!」




　生前の姿を模したものか。長い髪をなびかせる神骨巨人アンキエイアの背後から、ミクトラは剣を突き立てんと突進する。

（何度だろうが削ってくれる……！）

　それが彼女の狙いの全てだ。

（わずかな傷でも、再生でも……その大元は莫ばく大だいであろうが有限のはず）

　神の骨が取り込んだ、大量の死者の魂。それを消費している。であれば。

「何百発だろうが、何千発だろうが、何万発だろうが……！」

　ミクトラが凄絶に叫ぶ。その目に映るは、囚とらわれた主のみ。そこへ。

　うねる蛇のように。巨人の髪がミクトラへと飛びかかった。

「ッ！　ぅ、あ！」

　かわせない。死の予感の中で、咄とつ嗟さに腕が動いた。それは、彼女の主の得意技の一つ。

「っ静剣『円』ッ！」

　ヤギュウ流剣術の中でも最難の一つ。奥伝を修めたものですら、技術的な難度により修得できぬ場合があるほどの高速剣技。

　彼女が、主に乞うて学んだその秘剣。辛かろうじて前面半円のみながら形を成した斬撃結界が、触手めいた髪を迎撃する。

「ぐ、ぬ！」

　しかし。攻撃は全方位より襲い来る。背後の魔力にミクトラが気付いた時には、回避の機は逸していた。咄とつ嗟さに振り向き構えを細く、剣を盾にしたとはいえ。腕を、足を、髪の形をした魔力の刃が抉えぐっていく。

（……！　防ぎきれん、か！　づッ！）

　ミクトラの右耳が吹き飛び、血が耳穴に詰まる。髪留めが弾はじけ、血と髪の赤が宙に咲いた。

　前面の排除に加え、ハルベルの魔力妨害が効いていた。巨人の髪はミクトラを完全には捕らえられず、彼女の体が空を落ちていく。

「ぐ、ぎ、ぃ！」

　だが。十メルほども落ちたところで。ミクトラが朱に染まった体を紅葉の中、立て直す。

「はぁ─────！　はぁ─────！　はぁ──────！」

　荒い息を吐く。後方からハルベルの「退いて」とか「逃げて」などという涙まじりの叫びを、片耳で感じながら、ミクトラは尚なおも巨人を見上げた。

「ま　だ　だ」

　その声が。届いたわけでもないだろうが。捕らえ損ねた虫を確認でもするように、神骨巨人アンキエイアの異貌がミクトラの方を向いた。ついに、その進行が止まる。

「そうだ。貴様の相手は、この私だ」挑みかかるよう睨にらむ。「麓へは、行かせん……もうしばらく、この私と遊んでいてもらおうか」出血を魔力駆動マナドライブにより止めて、彼女は叫ぶ。

「この剣が、腕が折れぬ内は！　それが失うせれば嚙かみ付ついてでも！　主から賜った信念と技もって！　魂こん魄ぱく吹き飛ぶまで私は諦めんぞ！　神の骸!!」




　　　　○




「そらそらそらそらそらそら！」

　雷。火球。氷柱。風刃。重力塊。おのおのが数十メルにも及ぶ規模で糸を引き、神骨獣アンキエイアの背へと舞い落ちる。

　それらはない交ぜになり、巨大な獣の姿を軽々覆い尽くすような爆発を見せる。七色の光となって周囲を照らす。

《責メ苛ム綺き羅ら雲英否決秘結秘ひ訣けつゥゥゥゥオオオオオオ！》

　四十メルの口無き巨体から発せられる叫びとて、凄すさまじい破壊力の前にかき消されていく。

　仮に、巨獣の身体からだ無しに地に叩たたき込こまれていれば、数百メル以上がすり鉢状の更地になっている。地形を変えるほどの破壊力。彼女の趣味である異世界の研究、そこでの戦争の記述すら霞かすむほどの大爆撃だ。

　『無詠唱』で『連続発動』される『最上級魔法』の『空中爆撃』。

　その要素のどれひとつとて、魔法の道を進む者ならば、気の遠くなるような修練の果てにようやく身につけるものだ。

「おうおう、どうしたどうした神の果て。随分な形なりをして、他にでかいのは声だけかえ？」

　天から煽あおるは、世界最強の大魔導師。勇者アルヴィスの師匠であり元仲間。エイン王国魔道宰相。叡えい智ちの神火。

「その程度のザマでよくもまあ、このフブル・タワワトの後に続く子供らを痛めつけてくれたのう！」

　相は静の中に憤ふん怒ぬを満たし、例えるならば氷中の火山。

　そう。彼女は怒っていた。




　──フブル・タワワトは教え子達を愛する。

　かつて、ダイスと学園長室で話していた際。

「そもそも、貴様何故学舎の長なぞしている」

　宰相などしている時点で、フブルのスケジュールは過密だ。さらに学園の長などをすれば、多忙は極まる。ダイスの疑問は当然と言えた。

「アルヴィスのような者は、そうそう出はせんからな。それ故に、儂わしらは間違えた」

　即答に、ダイスは眉を寄せた。それを見てフブルは微笑。

「儂わしとマガツじゃな。自らに並ぶ者欲しさで。そんな浅ましさで。奴やつの才を見事に剣と魔で染めてしもうた。それは愚かだと、儂わしは今思う」

　自嘲の笑みが浮かぶ。叡えい智ちの名を有し、古今東西あらゆる魔をその身に従える大魔導師の。

「くだらん。言う通り、人の身なれば奴やつ以外に貴様の魔業など継げはしまいよ。奴やつも望んだことだろう。それを今更、何な故ぜ悔いる」

「お主はそう言うと思っとったよ。……じゃがの。万才を持たぬ者でも、儂わしの魔をいくらかは継げる。共には並んで往けぬと言えども、後を歩く。それで良いい」

　本棚に近付いたフブルが撫なでるのは、生徒の目録だ。卒業生、在学生。

「彼かれ等らの人生の内、幾分かの期間を儂わしはもらう。そして我が業の幾分かを継いでもらう。分かるか、ダイス。我が魔業は、ここに来る者、ここから巣立つ者皆が継ぐ」

「人の習性、か」つまらなそうに、ダイスは言う。──この時はまだ。

「そういうこっちゃ。可愛かわいい可愛かわいい儂わしの子らじゃよ。お主も入るか？」

　少年はガン無視した。

　──故に。フブル・タワワトは教え子達を愛する。彼等全てが、自らの後を進む者であるがゆえに。




　そして今。魔王が倒されて後三年と半。眠っていた暴威が、咆ほう哮こうする。

「このまま削り倒してくれようか──」再び、彼女の手の中に禍か光こうが生まれる。

　その瞬間だ。太さ数メルに及ぶ光の柱が爆煙を貫いてフブルの元へ飛来する。

　神代以来の轟ごう鳴めい音が響き渡った。続いて怒り狂うかの如ごとき巨獣の声。

《青面海豚いるか異常違反切断ィィィイイァアアアアアア!!》

　光の巨きよ槍そうは、雲を突き抜け遙はるか天空へと。

「はん……カカカ、調子が出てきおったか！」

　放つ直前の闇と風の最上級魔法を、悠々と防御に転用して。神の光すら弾いてのけた魔女が、その小さな手を振り振り嗤わらう。

　アンキエイアの一本の前脚が、音も無く分かたれた。そのまま、獣は身を起こし前脚を広げる。広げた前脚から、魔力の膜が下り翼の如ごとく構成される。魔力の力場と共に、神骨獣が羽ばたいた。

「飛んでみせるか、その図ずう体たいで。面白いの？」

　翼幅七十メルの巨体が起こす風圧と砂さ塵じんが、廃はい墟きよを吹き抜けていく。




「うそ、だろ」「な、なんという、デタラメ……」「えっちょ、何が起きてるの？　ね～!?」

　まるで台風のような猛威が廃はい墟きよの集落を吹き抜ける。外の様子を恐る恐る確かめたダステルとペリネーテスがその光景に呆ぼう然ぜんとしている中、ダイスの治療中であるゲルダは何が何だか分からない。激震に焦あせりながら治癒を続けている。

「学園長、だよ！」

「助けに来ていただけたのですわ。あれが、学園長の力……」

「えっうそ！　か、勝てそう？　勝てそう？」

　屋上に登ったダステルが、風に耐えながら上空のフブルと神骨獣の争いに顔をしかめる。

「わから、ない……。学園長の魔法はものすごい、けど。あんまりに相手が大きく、て」

　ペリネーテスが室内に戻ってくる。

「アル先生が撃破した成竜よりも、おそらくは大きいですわ。最上級魔法の一撃は山を欠けさせると言いますが、相手は魔力の塊。しかも、ダイス君の話によれば、核は神の骸……」

「ほ、ほんとうなのそれ？　やっぱり」

　荷物をひっくり返して、ありったけの傷薬や服薬剤を消費しながら治癒を続けて。ゲルダは眠っているダイスを見た。

「あの状況で、彼が噓うそをついたとは思えませんわ」

　ペリネーテスも彼を見やる。顔色は一時から比べれば、随分とマシになった。少なくとも生命の危機からは脱した。

「で、でもでも～。ダイス君の治療が一段落したら、退却だよね？　フブル学園長──魔道宰相まで来てくれたなら、軍だって」

　ゲルダの言葉に、しかしペリネーテスは思案を返した。

「どうでしょうか……。下手な軍隊ではむしろ、一網打尽にされてしまうのが落ちですわ。あの巨大さ。以前の竜と同じタイプの相手……つまりは、強大な個体戦力で当たるべき相手」

　彼女は先の堕竜軍残党による王都襲撃の件から、魔王戦争において数多く蓄積された様々な戦況をも学ぶようになった。結果、理解したことは。

「図抜けた魔力駆動マナドライブを操るような存在に、数押しで魔力切れを狙う戦術は確かにあります……が、多量の犠牲が出ますの。最も有効なのは、同格以上の鬼札をぶつけること……それに」

　壁の向こう、空で今も激震を撒まき散ちらす、神骨の獣を睨にらむようにして。

「あれは、あまりに大きすぎる……。数の力が有効だとは考えにくいですわ」

「そ、そんな～」

　ゲルダの悲鳴。降りてきたダステルが助け船を出した。

「僕らが退却する、のは同じ事、だよ……。戦力的にどうにもなら、ない」

　震動の中、三人が同じ無力感を嚙かみしめて、外の戦いを想おもう。




　　　　○




「──策は話した通り。おそらく、チャンスは一度だ」

　右手の縫合を終え、ペルゼンが〇三に告げる。

「神骨巨人アレは、今現在は多少うざったい虫がまとわりついている、程度の認識だろう。だが、奴やつが我々を被害を与え得る敵と認識した場合、その反撃に抗する可能性はまずない」

　〇三が息を吞のむ。先ほども、危うくミクトラが撃墜されかけた。

（あれすら、神骨巨人アンキエイアからすれば、片手間の一撃に過ぎないか）

　それに彼女は接触せねばならない。自らの右腕で。可動を確かめつつ、

（猶予はない。ミクトラはアンキエイアの進行を止めた。しかしそれは攻撃の激化を意味する）

　正直、いつ致命の一撃を受けるかも分からぬ状況だ。

「機はどうする」

「向こうにこちらで合わせる。伊達だてに歳としは取っておらんよ」そこまで言って。〇三へ、ペルゼンは続けた。「……お前がここまで、能動的に何かを為なそうとするとはな」

　問いへ、彼女は考えて。

「──人とは、後へ続くものなのだそうだ」答える。「貴方あなたのやっていることもそうだ。俺の身体からだもそうなのだ。ペルゼン。貴方あなたが、ガイムラという『続いていくための街』を作ったから、今俺は、ここにある。勇者の導きで」

　意外の表情を、ペルゼンは返した。〇三が脚を踏み出す。跳ぶ。

「だから俺はゆく。ガイムラだけではない。人を救えるのならば、その者達が新たに歩いて行くだろう。それならば、過去の無い俺が生まれた意味も、あるというものだ」

　急きゆう峻しゆんの足場を飛び跳ねていく〇三の背を見送り、ペルゼンは骨人馬の騎乗で薄く笑んだ。

「続いていくための街、か……。ふん。終わった骸を集め続けて百年以上経たつが……クク。そんなことを言われたのは、初めてだな」




　　　　○




（うーむ。下手こいた……みんな無事だといいが）

　アルは。今は視界も無く、神の骸に囚とらわれ、周囲の幾万もの亡もう者じやの声に囲まれる勇者アルヴィスの魂は。

　身体からだを失い、身動きも出来ず、数多あまたの命の慟どう哭こくと泣き声、悲哀に囲まれながら。海に落とされた水滴に等しい、たったひとつの心でありながら。彼は未だ自らの意思を保っていた。

　これは本人の精神力もあるが、生前の勇者時代、幾度も精神のみの状態となり、上位次元を旅した経験も一役買っている。

（そーかそーか、皆大変だったな……ごめんなーほんと、すぐ魔王倒せなくて）

　神骨巨人の身体からだを構成する死し霊りよう達の声を聞きながら、アルは自我を保ち続ける。

（どーにか脱出する策を練らねば……時間掛けるとフブルさん辺りに吹き飛ばされっぞ）

　と冗談交じりに思いつつ、時間が無いのは本当だと、彼は感じている。

（こいつの中に入っちまってるから、分かる。王国の方角に下半身がいる。もし合体でもされりゃあ）

　想像する。単純に片割れも同サイズとすれば、超級の触媒を核とし、百メルを越える超魔力の塊だ。しかも死し霊りようを吸収して強大化する。脅威度は魔王オルデンに並ぶ可能性すらある。

（いや。無差別の破壊の塊なぶん、もっと性質が悪い。下手すりゃ世界が一度終わる）

　その危険性が分からぬ各国首脳、ひいてはフブル・タワワトでは無い。

（あれ？　もしかして俺マジで消し飛ばされる五日前って感じ。なのでは？）

　割とヤバい状況に、元勇者はあった。




　　　　○




　そのフブルは、というと。

「────どりゃ!!」

　数メルの太さ持つ光柱がフブルに弾はじかれ、同サイズの弦げんが鳴るような大鳴と共に斜め上空へと飛んでいく。

（あーくそ！　下手に避けられん！　飛ばせたのはまずったの！）

　神骨獣アンキエイアの魂転魔力砲撃。収束されたそれは、拡散させ広範囲に被害を及ぼすドラゴンブレス等よりも射程が長い。

「まかり間違って近隣の町に飛びでもすれば、下手すりゃ壊滅じゃ。上に逸そらさにゃ」

　かといってそれに集中して攻撃の手を緩めれば、神骨獣は己の半身を求め北へ向かい、進行上の村々を破壊するために砲撃を放とうとする。吸収する新たな死し霊りようを作るためだ。

「完全に吹っ飛ばそうとすれば、流石さすがに多少のタメが要るの……ええい、あちらを立てればこちらが立たずか」

　結果として、フブルは神骨獣の周囲を旋回しながら、全方位からの牽けん制せいの魔法砲撃を叩たたき込こみ続ける。

「ジリ貧か。参ったのーこれ」

　いよいよとなれば。フブルは町か村のひとつを犠牲に、最大火力で神骨獣を吹き飛ばさねばならない。のだが。

　視線が下方の廃集落に向く。フブルは飛び来る最中で、ダイスが吹き飛ばされるのを見ていた。何のため、そうなったのかも。

「流石さすがにのう」音より早く飛び来たる、長さ二十数メルの尻尾の降り回しを「人を護まもることで、あやつに後れを取るわけには行くまいよ！」一気に加速することで回転の内側へ入る。

《虚突！》

　懐ふところに入り込み。一瞬の静寂。

「ステゴロやんなら相手しちゃるぞオラァ！」

　えげつないほどの魔力の塊を込められた拳が、神骨獣の腹を撃つ。返す拳でもう一撃、さらに蹴り落とす。

　現実離れした光景。一メル半にも満たぬ体たい軀くが、高層建築を越える巨きよ軀くを吹き飛ばした。

「はっ、このまま地面に縛り付けて────ぬお！」

　落ち行くアンキエイアの首から。上方へ光の柱が立つ。それはフブルを飲み込み、天地を貫いた。直後、神骨獣も大地へ激突した。

　激震が地を走る。




　　　　○




　振り回される腕を避ける。巨大な質量が至近を擦過する恐怖に耐える。

「おぉっ！」

　その度に、剣を巨腕に打ち付けていく。

　ミクトラを認識した神骨巨人アンキエイアの攻撃は、腕と髪だ。無作為に跳ね回る髪を避けるために背後は取れず、そのため彼女は腕の範囲に身を晒さらすこととなる。

「ぜっ……ぜぇっ……！」

　彼女の機動は激しさを増し、魔力と体力双方を削られていく。

「ミクトラッ！」

　出血に一瞬気が遠くなる。ハルベルの叫びが幽かすかに届く。そして、彼女は足を踏み外した。がくり、と身体からだが落ちる。

　その直上を、巨人の左掌てのひらから放たれた魔力砲が通過した。

「…………！」

　残っていた魔力駆動マナドライブが、ぎりぎりで彼女の身を余波から守った。しかし彼女の身は紅葉同様に吹き散らされ、魔力砲は山肌に着弾する。

　突き抜けた。山をだ。

　激震。鳴動。連続する山体崩壊。木々から紅が舞う。轟ごう鳴めいがあらゆる音を搔かき消けしていく。

　ハルベルらには比較しようもないが、その破壊力はエイン王国側にいる神骨獣の魔力砲を上回っていた。機動力こそ獣型に劣るが、仮想器官としての脳を持つ巨人型の魔法出力は獣型を凌駕する。

「う、う、うっそでしょ……！　デケニー！」「はいはイ！」

　ぎりぎり、蜘く蛛もの怪異による糸が転落するミクトラの身体からだを捕らえた。そのまま、剛力で引っ張り蜘く蛛も腹の上へ。

「な、何が、どうなっ「黙って！」

　目を回したミクトラを黙らせて、ハルベルは巨人への魔力干渉も切ってデケニーを山岳の陰へと向かわせる。

　身を隠して、ハルベルは神骨巨人の動向を魔力で探る。

「どウ？」「見失ったみたい。倒したと思ってくれてるといいんだけど」

「は……ハルベル。今は隠れている場合では」

「場合だよ！　さっき、跡形も無くなりかけたんだよ!?」ミクトラに食ってかかるように。「こんなに怪け我がして……！　ごめんね、私が回復の魔法とか使えないから……」

　泣きそうになりながら、ハルベルがミクトラへと抱きつく。

「いだだだだだ、ハルベル、その、心配は嬉うれしいんだが」

「はーイ、じっとしてナー」

　ぐるぐると、デケニーの糸が織り重なってミクトラの傷口を巻いていく。

「傷口に湿潤して塞ぐかラ。これで動かせるとこは動かせるでショ。モツも出ない。ただ、出血したもんとかは戻らないヨ」

「ここにいたか」

　突如。ハルベル達の上方から声が降る。見上げた先にいたのは、白装束の青白い肌をした女ゾンビだ。

「〇三……さん!?」

「よくぞ今まで足留めをしてくれた。……策を持ってきた。もう一働き、行けるか」




　神骨巨人アンキエイアは、消え去った外敵を一瞬、探そうとして──止めた。先ほどから、下半身の反応が近い。彼と同様、何者かと交戦している。

　巨人の方も、繰り返し身体からだを構成する魂達に干渉され、小さな打撃を幾重にも受け、僅かながらの減衰がある。中でも、内部からのものが大きい。

　取り込んだ魂のひとつが、全体に溶け込むを良しとせず頑強に抵抗している。それどころか、内部から他の魂に干渉する始末だ。

　補給をするべきだ。

　神骨の巨人は、ぐ、と顔を北へ向ける。山を越えた辺りから、人々が暮らす気配がある。腕を掲げる。仮想脳がある巨人は、魔力砲に補助を入れ曲射が可能だ。

　標的──そこは希少種が多数暮らす断崖の街ガイムラであるが、当然彼はそんなことに頓着しない。

《病ミ魂貪ル偉業群四肢ヲ喰ラエラエラエェェェエ──────》

　撃ち放つ。激光が唸うなりを上げ、破壊の奔流が空を駆けた。




「っ!!　何だと！」

　それを驚きよう愕がくの思いで見送るのはペルゼンだ。為なす術すべもなく光を見送り、戦慄に歯を軋きしらせる。

「サダイ……！」




　魔力砲は容赦無く。音速を遙はるか越える速度を以もつて、彼方かなたの街へと飛来する。直撃すれば山肌の街は余さず崩壊し、魂は魔力砲の軌道に残った魔力残ざん滓しを利用し、巨人に吸い上げられる。

　その予測を為なすべく、光は来る。街の人々が、天頂から飛来する流星を見た。

「『エグゼ・ホリィ・フェンス』」《『エグゼ・アース・シャッタ』》

「お願いします！　霜漁の巨人！」

　三重の色彩異なる盾が、その直下に立ち塞がった。

　ブチ当たる。魔力砲は霜の盾を破り、土の盾を半壊させ──光の盾と相そう殺さいした。光の飛沫しぶきが、早い夕暮れを迎えた街を照らす。

「ふぅっ……ほんと、アルヴィスは。死んでも振り回してくれること」

《我が主よ、それを言うなら貴様も畢ひつ竟きよう大概大体同類だ。斯か様ようなつまらん仕事に我をだな》

「黙りなさい。また六感全封印して放置するわよ」

　言い合う主従は、『聖邪の神火』イザナ、そしてその使役死し霊りよう、ハイエルフゴーストのキュリアンだ。

「た……助かった、のですか……？」

「いいえ。助かったのでは無い。助けたのよ。あなたの力が、この街を」

　イザナが微笑ほほえむ先、放心しているのはサダイである。彼女もまた、『絶種の檻おり』を継承する者として、死し霊りよう術をペルゼンより修めている。

　巨大な敵性存在（アルが囚とらわれた時点で、これはイザナにとって絶対である）が王国・帝国・法国の国境線上に存在する。

　この危難に当たり、イザナはフィネグンドの文化財である魔鳥の標本を無理矢理女王から借り、近縁種の死し霊りようを憑ひよう依いさせ、音速に迫る速度でガイムラへ到来した。

　イザナは最高位の死し霊りよう術じゆつ士しである。巨大な敵──死し霊りようの巨人が戦闘状態にあることを遠方にいながら悟った彼女は、サダイへ状況を説明し、防衛に当たったというわけだ。

「さて──」

　イザナはガイムラを見る。かつての自らの絶望によく似た、けれど未来を見据えた街を。

（護まもらざるを得ないじゃない）それは、ある種の憧れだ。（ここは、間違えなかった私だもの）かつての自分を想おもい、イザナはその街並みを眩まぶしく感じる。

　彼女とて、すぐさま戦場へ駆けつけ、アルを救いたい思いはある。

　狂おしいほどの焦燥を、イザナはそれでも押さえ付け、ガイムラへと駆けつけた。

（アルヴィス──わたし、こんどは、間違えなかったよ。褒めてくれる──？）

　微笑ほほえみながら。嘆息ひとつ。それを使役死し霊りようが嘲あざ笑わらう。

《主よ。そういうのをな、『いいように使われている』というのだぞ。自覚はあｒ──がががｇｇｇｇｇｇ！》

　口から下を消し去られたキュリアンが恨めしげな視線を向けるが、イザナは無視する。

「上手うまくやりなさいな、我が弟子。彼の後ろをついて歩くのでなく、肩を並べたいのなら」




　　　　○




「…………っ」「ヒュゥ、誰だか知らないガ、やるもんダ」「ぶ、無事、なのか？」

　〇三から策の内容を聞いている時に、神骨巨人から放たれた魔力砲。全員が肝を潰したが、その光は天にある内に飛散した。

　最も絶句していた〇三が息をひとつ吐いて、一同を見回す。

「っと、とにかく。概要は話した通りだ。ミクトラ、無理を言うが」

「何、この身で成せることがあるならば上等だ。では、行ってくる！」

　ミクトラが包帯だらけの痛々しい身体からだを強いて、身を翻ひるがえした。宙を駆けていく。

「要は君だ、ハルベル。何なに卒とぞ、頼む」

「うん。でも、あなたは……」

　ハルベルの心配げな視線に、〇三は本当に小さく、口角を上げた。

「優しい子だ。死し霊りよう術じゆつ士しだからか、アルの輩ともがらだからか」

　ハルベルは一瞬だけきょとんとして──こちらも小さく、笑った。

「両方だよ。魔力、いる？」

「いいや。君は役割に全力を。実際のところ、俺より余程難事なのだから」

　言って、〇三は岩を蹴り神骨巨人へと近付いていく。

「じゃア、私らも行ク？　女帝」

「うん。いつまたアレがでっかいの撃つか分かんないし」デケニーの背で、ハルベルは杖つえを握り直す。「チャンスは一度。ぶっつけ本番保証無し。上手うまく行っても、どうなるかは分かんない」

　連ねられた言葉を、デケニーは鼻で笑った。

「つまりハ？　あの骨勇者に関わってかラ？」

「そんなのばっかり！」

　無理矢理笑う。そうでもしないと、こんなのやってられない。

「行こ！　あのひとを取り戻しに！」

　返事代わりに。デケニーが糸の上を走り出す。巨人へ向かって。
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「う、うわわわわ、わ！」「ひゃぁ～！　も～！　揺らさないで～！」「落ちてきましたわ！」

　砦とりで周辺集落。魔力の身体からだとは言え、結晶化した巨獣の落下は数十トラムを軽々超える。

　必然引き起こされた地響きに、集落の建物に隠れているペリネーテスらも翻弄されている。

「と、とんでも、ない……！　学園長の本気、が！」

「で、でも、学園長も凄すさまじいのもらっちゃいましたわよ!?」

「ま、まずいよ～。学園長までやられちゃったら……」

　一人、ダイスを癒いやしているため外を確認できないゲルダが不安を訴える。

「……騒、が、しい……」

　ぼそり、その膝の上から声がする。

「「「！」」」

　三人の視線がゲルダの膝上に集中した。薄らと、弱々しくはあるがその瞳が開いていた。

「ダイスくん！」「目を覚まし、た！」「やった～！　もうへとへと……！」

　歓声が上がる。ちなみに振動は未だ続いている。フブルさん、戦闘続行である。

「うわたた、た！　ま、まずいよ速く逃げない、と──」ダイスの容態が危機を脱したのを見て、ダステルは彼を抱えようとし、「え」自分の腕がダイスに摑つかまれている光景を見た。

「話を……聞け……」

「ダイス君!?　駄目ですわ、大人しくしていなければ！」

　ペリネーテスの悲鳴にも似た忠告を無視して、ダイスは弱々しく身を起こす。

「……状況は、大まかには把握、している」

　彼は建物から戦況を透かしてみるように顔を上げた。優れた魔力知覚のたまものだ。

「状況って～？」

　ダイスはひとつ咳せき込こみ、喉の調子を整え言う。

「神骨の獣の魔力砲は、下手に地上へ逸それれば町や村を吹き飛ばす。それを防ぐために、古だぬ──フブルは全力の魔法を放つ隙が無い」

「え！」「ひええ～」「つまり？」

「このままでは、ちと分が悪い」

　一ひと際きわ、大きな振動が建物を揺らす。巨獣の一歩が地を揺らす。

　フブルが敗北した場合を想像し、三人の顔色が変わる。

「ゲルダ、これ以上の治癒は出来るか」

「いや～、流石さすがに魔力切れ……」へろり、とゲルダの腕が力なく垂れた。

「薬の類も、もうありませんわ」

　ダイスは疲労を顔にたたえつつ、億おつ劫くうげに頷うなずく。

「で、あれば致し方ない。退け、と人の忠告を無下にした報いと知れ」

　彼の手──ダステルの腕を摑つかむその手が、黒い光を発した。

「え？」

「説明したか忘れたが──我わが輩はいの魔法における得手は闇だ。癒いやす救うは不向きだが」

　魔法への造ぞう詣けい深いペリネーテスだけが、意図を察して表情を引きつらせた。

「奪い取る類の魔法はいくらでもある」




　　　　○




　体のあちこちを血に染めたミクトラが息も荒く立つのは、アンリ・アンダムが守を務めていた神殿──今は吹き飛び消えた、その跡地だ。

　今は神殿の土台だけが辛かろうじて残り、地下口は瓦が礫れきで埋まっている。

「……はっ……はっ……急がねば！」

　痛む体に強いて、ミクトラは瓦が礫れきを除のけ始める。

（〇三の言うことによれば……アルの骨が、ここにあるはずと）

　確かに、神骨巨人の体内に勇者の骨はなかった。そして神骨の安置場所は台地の地下。ならば、魂が吸収されたとはいえ、骨格は残っているはずである。

「────ぐっ……！　っぅ！」

　瓦が礫れきを投げ捨てる腕の糸包帯へ、新たな赤色が滲しみ出す。痛みを嚙かみ殺ころし、ミクトラは作業を続けた。

　ほどなく。彼女は、地下への空間を見み出いだした。

「覚悟していたよりは早かったな……全て外側に吹き飛んだからか？」

　地下に降りれば、疑問の答えはすぐに知れた。そこだけ奇妙にぽっかりと瓦が礫れきから逃れた空間を見み出いだす。そこには、地面に転がる勇者アルヴィスの遺骨と外がい套とう。

　その上で、骸を護まもるように宙に浮いて輝く──

「おお……！　大女神の神聖剣、スカットゥルンドの加護か！」

　だが。神聖剣は拒絶の気配満ち、周囲の何ものをも近づけまいと光と衝撃をまとっている。これが降り注ぐ瓦が礫れきをはね除のけ、今現在も天井の崩落を防いでいる。

（主の危機を察してか、いつもの黒い封印も解けている……。迂う闊かつに余人が摑つかめば指が吹き飛びかねんか）

　しかし、山岳の向こう、神骨巨人アンキエイアはいつまた大規模破壊の一撃を放つか知れない。さらには、今立ち向かっているハルベル達の安否も。

　ミクトラは即座に覚悟を決める。この手が、たとえ砕けようが。

「大女神マルドゥよ……失礼致します！」

　防御として魔力と膂りよ力りよくを己が手に集中する。決意の両手が伸びた。摑つかむ。

　──手が吹き飛ぶ錯覚。

「が！　あ！　ぁぁあああああああ!!」

　魔力駆動マナドライブが無ければ、誇張無しでそうなっていたと思うほどの、衝撃と激痛。一瞬ごとに引き裂かれる掌てのひらを、しかしミクトラは絞める。

（こ、の！　衝撃力のまま、ならば！）力の限り。振り上げる。「あああああああああ！」

　破壊が天へと抜けた。瓦が礫れきが全て吹き飛び、空が見えた。

「ぐっ、は！」耐えきれずに、ミクトラが神聖剣を取り落とす。「指は……五指ともついているか。儲もうけものだな、ふ、ふふ……ふはははは」

　涙に滲にじむ視界で、それでも彼女は笑った。主を守る行動を、ひとつ為なした。

「あと、は……鞘さやに納めれば、持ち運べる、はず」再度の痛みを覚悟して、ミクトラは剣へと近づく。「指が飛ぶとて……この身に括くくり付つけてでも……」

　覚悟の手が、スカットゥルンドへと伸びる。




　別次元で、大女神が指を遊ばせる。下界へ向けて。

「ふふん。中々愛うい奴やつ……仕方ないなあ。まあ、我が信徒だし。いいよ。少しだけだぞ？」




「くぅっ！　────ん、んん？」

　ミクトラの手が、神聖剣の柄をしっかと握っている。先ほどのような衝撃はない。

「……？　と、とにかく！」

　疑問顔も一瞬。ミクトラは手の痛みを堪え、外がい套とうを風ふ呂ろ敷しきのようにして人骨二百数個を余さず包み込む。恭うやうやしく鞘さやに収めたスカットゥルンドを、外がい套とうの結び目に差して持ち上げる。

「ハルベル、すぐ戻る！　我が主よ、今しばしお待ちを！」

　主を荷扱いすることを申し訳なく思いながら、ミクトラが地下から飛び出していく。




　　　　○




「行くよ、〇三！」

「うむ！」

　時は数分戻る。ミクトラの向かった台地から数キル。神骨巨人アンキエイアへと迫るハルベルと〇三だ。

　先刻から、死し霊りよう術で常に神骨巨人の行動を阻害していた少女。巨人の、狂ってはいてもその認識には、目め障ざわりな相手として存在していた。

　しかし先行・肉薄するは〇三。彼女は己の右手を殊更に掲げて、神骨の巨人の前へ出る。

「神の骸よ！　貴方あなたの求めるものは、ここにもあるぞ！」

　内に宿るものへ反応し、アンキエイアが身体からだを向けた。神の指骨を移植された、〇三の右手。失ったそれがために指の無い、巨人の右腕が彼女へと迫る。

《………欲シイ全テ尊そん物ぶつ其そのガ君ノ中ニ在ルカラァァァアア!!》

　注意が、完全にハルベルから逸それた。

「デケニー！　近付いて!!」鋼の心が躊躇ためらわず叫ぶ。

「ほんト、この女帝サマってバ！」冷たい血もさらに冷える思いで、死し霊りよう蜘く蛛もが糸を渡り空中を行く。

「い、けぇえぇぇぇぇええええええええええ!!」

　髑どく髏ろの杖つえ頭がしらが、少女の超魔力を受けて紫色に輝いた。




　　　　○




「来たか！」

　ハルベル達から神骨巨人を挟んで、岩山の向こう。同じく近付いて来ていた滅めつ種しゆ博はくペルゼンもまた、騎乗で四本の腕に魔ま杖じようと魔道書を二揃そろえ持ち、死し霊りよう支配の術式を万全組んでいた。

　目に見えてアンキエイアの動きが鈍る。

「ハ、いやはや。とてつもない魔力の娘もいたものだ！」

　世界に名を轟とどろかす死し霊りよう術じゆつ士しであるペルゼンすら、魔力の一点においてはハルベルに及ばない。しかし彼には、

「私は凡人でな──せめて長生で集めた魔ま杖じよう魔書、神より賜った知識と技術で如い何か様さまさせてもらおうか！」




　ペルゼンは鬼族の中でも希少種である明鬼族として産まれた。世界が神々を失った混乱により父母と別れ、それを拾ったのが、当時既に余命を悟っていた叡えい智ちの神、アンキエイアだ。

　生きるための術と智ちを十数年学び、その師を失い、使命と神の指を受け継いで放浪数十年。兄弟子達が師の骸を秘匿した中間地点に目をつけ、そこから百年。

　人の世の中で、鬼族でありながら延々と自らの土台を作り上げ、鍛えた力と手にした宝に繫つないだ人脈、それら全てを使い当時の最大国家、オルダネル帝国皇帝の信を得た。

　かの皇帝の元で地盤を固めることさらに数十年。遂ついにペルゼンは、今はガイムラが在る場所の開拓と、絶滅種保存の勅命を得た。

　そのための施設を建て、街を作り。施設を神骨の保存に相応ふさわしい封印強度を持たせた『絶種の檻おり』とするために、重ねて百年以上。

　時の流れの中で、兄弟子達による神骸の安置所はエイン王国とヘイベル王国に組み込まれていた。機を待ちながら、ペルゼンは終わる種が遺のこした骸を、死の形を収め続けた。

　人同士の戦がいくつも起き。人と魔の大戦が起き。数多あまたの死と終わりを、滅びに囲まれて見続けた。それも全ては。

　神の中でただ唯一、人を見捨てず残った師を。

　失われ欠けた智ちの数々を、人に継がせ。神々が放棄したことを成した師を、迎えるために。




「はは。この身の非才、こればかりは如何いかんともし難がたく。少々、時間をかけすぎました、師匠」

　晴れがましく、少年のようにペルゼンは笑った。

「今こそ──」

　老鬼の意を受けて、二対の伝説級魔具が光を放つ。




　　　　○




　ぎぢり。

　〇三に注意を逸そらされたところへハルベルの死し霊りよう術、そちらを意識した瞬間に反対側からペルゼンの死し霊りよう術。

　空間をすら軋きしらせながら、数万の魂を取り込んだ神の骸が動きを停とめた。

「今……だよ……！　アルは！　骨のとこに！」

「心得たッ！」

　山や羊ぎめいた脚が山の斜面を蹴る。伸ばされた右腕を駆け上り、心臓部へと。

　彼女の向かう先に危機感を覚えて、神骨巨人はその身を捩よじらせようとする。しかし、二重の死し霊りよう術拘束により実際には僅かに身じろぎしたに過ぎない。

（俺の身体からだ）

　地形をものともせず今も走る獣人の脚。鍛えられた上半身。不ふ揃ぞろいな男女の腕。苦鳴を聞く兎うさぎの耳。神の指を埋め込まれた右手。

　異形ではあろう。他の誰にも似ない、つぎはぎの。

　それでも。それでも彼女は今この時、この身体からだだからこそ、神骨巨人アンキエイアの前に在る。

「俺は、受け継いだのだ……俺おれ達から！　お前も──俺を起こしたお前なら！　もっと多くへ！　どこかへ！　だれかへ！　アル！」

　故に〇三は己が身を賭けるのだ。

　彼女の、ただ一月ほどの自我における価値観はそこにあるのだ。

　誰かから自分へ。自分わたしから彼方あなたへ。

　〇三は右手を伸ばす。神の骨を封じた故に、強きよう靭じんな魔力結晶である巨人の体へその手はずぶりと入り込む。五十メルの巨体が、拘束の中にあってさえぶるりと震えた。

　ぎぬろ、と。中心の神骨、その頭部が侵入者を睨にらむ。

「あ……がッ……！」

　瞬時、猛熱で灼やかれる錯覚。入り込んだ手首は、腕は、左手は、超高密度の魔力の中で灼やかれ、押し潰されんとしていた。死体の鈍った痛覚ではなく、魂を灼やく、その熱。

　歯を食いしばりながら、〇三は神骨の髑どく髏ろを見返す。

「どこだ、アル……！」

　その手に触れるモノがある。魂の結晶体という、均一構造の中にありながら、それでも周囲と一線を画すほどの高密度。

（──コレかッ!!　アルの魂！　なんという……！）

　〇三の右手がそれを摑つかむ。アルの魂もまた、神の指骨を縁としてしがみつくような動きを見せた。激痛の中だが、思わず〇三の頰が緩む。

「よ、し……！　良い子だ──!?」

《怨・汚・悪・乎こ・お・オ・堕………………！》

　地に響く声。侵入を許し、あまつさえ起動の起爆剤に取り込んだ魂に触れられ、神骨巨人アンキエイアは怒りのままに拘束から脱しつつあった。

　核に従い、巨人の頭が〇三を睨にらみ、その左手が震えながら迫る。




「ぐっ……!?」

　ペルゼンの持つ装備、魔書と魔ま杖じようが一つずつ、内から爆はぜた。なんとか死し霊りよう術を維持しつつ、焼けた掌てのひらを摺すり合あわせた。

「馬鹿な、全て伝説級の品だぞ──！　……ぬ、まずいか！」

　鬼が唸うなる。ペルゼンの持つ第一級の魔具ですら、言わば負荷の身代わりとなって破却された。ならば、それを持ち合わせぬ方は。




「女帝！　女帝ってバ！　無事!?」

　声に焦燥を乗せて、デケニーが背のハルベルへ呼びかける。

「──もっと」

　背から返ってきたのは、死し霊りようの彼女をしてぞっとするほどに冷たい声だ。怒りと、覚悟の。

「エ、何？　もっとどうすんノ──？」

　数個だけ後ろへ向けた複眼が、驚きよう愕がくに怯ひるむ。

「もっと、近付いて」

　術を破られかけた反動で顔を仰のけ反ぞらせたのも一瞬のこと。がばりと顔を戻したその面は、血涙と鼻血、吐血により朱に染まっていた。

「あと、毒」

「ド、毒？」

「アルに聞いた。感覚麻ま痺ひさせるやつ、牙にあるよね。アルケニーなら」

「ア、あるけド」

　形相と、纏まとう魔力。双方に気け圧おされてデケニーが答える。

「痛いって、感じること。大事だって知ってるけど」

　真っ赤なハルベルの視線は、真まっ直すぐにアンキエイアへと向いている。

「いまは、じゃま」

「────仰おおせのままニ」呆ほう然ぜんから驚きよう愕がく、そして笑みへ。デケニーが恭うやうやしく靴を脱がせ、口づけるように主の足先を一咬かみした。さらに糸上を滑り、巨人へと寄る。

「返しなさい」死し蜘ぐ蛛もの上で。

「そのひとを、かえしなさい」少女は囁ささやく。

「言っておくけど……言っておくけどね……！」瞳に憤ふん怒ぬを染めながら。

　吠ほえる。先刻見み出いだした死し霊りよう術の意義とは相反する、しかし死し霊りよう術の秘ひ訣けつとも言える意思を。

「そ　の　ひ　と　は！　わ　た　し　た　ち　の　だ!!」

　砕けかけた髑どく髏ろの魔ま杖じようが、再び紫色の光を発した。

「お　ま　え　の　じゃ！　な　い!!」

　神与の魔力が、小さき身体からだから巻き起こる。それは制御され、刃のように神を貫いた。
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　空間それ自体が命じられたように凝固する錯覚を、〇三は得た。

「こ、これは？」

　神骨巨人アンキエイアが凍り付いたようにその動きを停とめた。向けられた左腕も、彼女の目前で止まっている。

「好機……！」

　相変わらず腕を灼やく激痛の中、満身の力を込め、アルの魂を引き抜こうとする。その時だ。

「！」

　まずは左腕の肘から先が。次いで、右腕が。巨人の体内で弾はじけ、千切れた。もう僅かのところで、アルの魂を摑つかんだ右手が巨人の体内へ踊る。

「が、あ！」

　腕を失い、一度は宙に泳いだ身を、巨人の腹部分でしっかと身を支える獣脚が引き戻す。そのままの勢いをもって。

（腕が、無ければ……！　この身体からだ、惜しむためにあるのでは、無い！）

　即断。〇三の頭が、未だ強度を回復していない巨人体内へと突っ込む。肉を半ば弾はじけさせていた右腕へと、彼女の歯が齧かぶり付つく。

「ふ・ぐ・おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　美しい顔を灼やきながら。〇三の右腕と、その手が摑つかむ形無いナニか。それが神骨巨人アンキエイアの外へと引っ張り出された。




「行っタ！　マジでやりやがっタ……っテ！　女帝!?」

　さほど離れぬ距離で、その光景に見み惚ほれていたデケニーは、背のハルベルが意識を失って倒れ込むのを感じた。彼女を慌てて保持しながら、

「ク、ってことハ、拘束モ……？　やっバ」同時。

「〇三殿ォ！　頼んだ!!」

　声と共に。轟ごう、とその真横を突っ切る何か。思わずその神気に飛とび退のいて、投とう擲てき元を見る。

「ミクトラ！」

　デケニーが呼びかける声の先。ミクトラは神骨巨人を睨にらむ。

（アンキエイアが、アルを真っ先に吸収した理由……！　魂とは意志持つ魔力──魔力を喰くらい、天井知らずに強大化するコレならば……っ、ぅ）

　投とう擲てき姿勢のまま力尽き、足の精霊化も解けて身を空へ躍らせようとするところへ。

「またかヨ！　ああもウ、世話やけるったラ……！　ア！　んじゃさっきのハ！」

　ミクトラも再び糸で捕らえながら、デケニーは投とう擲てきされた何かを見る。

　それは、くるんだ外がい套とうを結わえられた鞘さや付の神聖剣。魔力駆動マナドライブの膂りよ力りよくを持って投げつけられたそれは、重量とバランスの難を持ちながらも、真まっ直すぐに飛び行く。〇三の元へと。




　　　　○




「ふむ、こんなところか」

　少年──ダイスが立ち上がる。身体からだの各所を確かめる。万全では無いが、戦うには問題ない。

「う、うぐぐ……」「ひえええ～根こそぎ……」「よ、容赦ないですわね……！」

　彼とは対照的に。床へと倒れ込んでいる級友達の悲鳴に、少年はふんと息を吐く。

「何を言う。きちんと手加減はしている。死んでおらんだろう」

　闇の中級魔法『アブソプション』による体力・魔力の吸収だ。傷はどうにか表面的に癒えたが、全快には至らぬ分をペリネーテス達から吸い取ることで間に合わせた。

「手加減の基準～！」フル回転で癒いやした挙げ句のこの仕打ちに、さしものゲルダも半泣きだ。

「数時間も休めば、歩けるくらいにはなる──尤もつとも」

「？」

　ダイスから立ち昇るものを感じ、三人が疑問符と共に彼を見た。

「その頃には全て終わっている。寝ていろ」

　ペリネーテスは気付く。これは、戦意だ。

「戦いに……行くのですわね」未だ地響きを巻き起こす、外の戦場へと意識を向ける。

　彼女は感じていた。彼──ダイスの真の力は、自分たちの側では無く、外で戦うフブル・タワワトや、かつて目にした骨の剣士、そちらの領域にあると。

「ほ、ほんと、に……」「だ、大丈夫～？」

　彼女らを置いて、ダイスは戸口へ向かう。それを見送る級友らへ、

「貴様ら」

　振り返った。

「我わが輩はいの忠告を無視したのは頂けんが……貴様らは恐怖を越えこの結果を摑つかみ取とった。勇がある、と言ってもいい。蛮勇に近いがな」忌いま々いましげに嘆息を一つ。「──一応、礼は言っておく」

　そのまま、消えるかのようなスピードで。ダイスは飛び去った。残されたペリネーテスらの中で、耐えかねたのはダステルだ。

「──ぷっふ、ふ」顔を俯うつぶせて笑う。

「どうしましたの、ダステル」

「だって、さ。あれ絶対、照れ隠し、だし」

「あ～分かる～。絶対照れてたよねダイス君」

　ペリネーテスはせめても、祈る。

（どうか、無事で……勝ってくださいまし。ダイス君……）




　　　　○




　落ちる。

　牙でもってアルの魂を引ひき摺ずり出だし、思い切り身を反った〇三は、さしもの獣脚の保持力をもってしても体勢保つ事叶かなわず、山岳の合間へと落ちていく。

　さらには、拘束を解かれた神骨巨人アンキエイアが再動していた。

（最高のタイミングだ……！）

　だが。彼女はその中においても、宙飛び来たりて迫る物体を認識していた。

　一緒に旅した彼が身につけていた、外がい套とうと剣。それが何かをくるんで、一直線に。

「ふぐううううううううう！」

　これが最後と、〇三の首が大きく振られる。その動きを受け、神の指骨持つ右手、そこにしがみついている魂が、振り回され押しつけられる。

　外がい套とうへと。外がい套とう内部の、竜牙へと。

（────行った）

　何かが、右手から離れた。その感触を、腕を咥くわえた口で感じて、〇三は笑った。

「確かに、君へと。繫つないだぞ、アル」

　彼女の視界の中で。光が一度、瞬またたいた。

　それを見届けて、灼やかれて傷ついた顔で。笑顔のまま落ちていく。

　組み立ては瞬時。剣も空中で捕まえて。

「────────」

　竜牙の兵が、再誕した。

　魔力の足場に着地して。髑どく髏ろが下を向いた。そこにはもう何も見えない。

「ああ──確かに。受け取ったよ」

　空気が鳴動する。巨大なものが、至近で動いていた。

「過去が無くても。思い出が無くても──君には受け継いだものと、勇があった」

　神骨の巨人は。宙へ放り出された〇三の右手を捕まえていた。彼にとって何よりも優先するべき己の一部。神の指骨をその身に取り込む。

　巨人が失っていた右手が、その形を成した。歓喜と憤ふん怒ぬに吠ほえ猛たける。

《愛ガ愛ヲ重圧過ギテ無理解拒絶拒否変貌憎ぞう悪おォォォオオオオオ!!》

「五月蠅うるせえぞ、ご同類の皆々様」

　神威かむいの叫びに寸すん毫ごう怯ひるまず。再活性化した人骨──アルが、神聖剣を突きつける。

「お手手が生えて喜んでるとこ、悪いがな」蒼あおい焰ほのおが眼孔に宿る。「──この世から退場するのはそっちからだ」




　　　　○




「！」

　その異常に気付いたのは、空から神骨獣を手数で牽けん制せいするフブルだ。

　今はもう数百メル離れた、砦とりで周辺の集落。そこから、巨大な魔力がずるりと這はい出でた。しかもそれは一歩を踏みしめるごとに強大化している。

「ダイスめ！　起きよったか！」

【そのまま抑えておけ。仕留める】

　フブルの耳に竜声が届く。

「やれるんかいな……っとおわあ！」

　魔法の合間を縫うように飛来した魔力砲を、フブルは危うく逸そらす。

　その隙に、神骨獣アンキエイアが翼を撃つ。軍勢が吹き飛ぶような風が周囲を襲う。

　神骨獣の足下まで駆け込んできたダイスの眉間が忌いま々いましげに歪ゆがんだ。今の彼には、空を往く翼は無い。

「気付いたか！　古ふる狸だぬき！　落とせィ！」

「お主が竜声なんぞ飛ばすからじゃろうが！」

「貴様の通信魔法具が壊れたからだろうが。もっと丈夫に作れ！」

「大怪獣の魂転反物性魔力砲に耐える魔法具なぞ！　あるわきゃ！　ないじゃろが！」

　罵るフブルの掌てのひらから煌きらめき三つ。神骨獣へと飛び行く。

《業轟豪號食馳走羅・裸・螺ら旋せんンンンンンンン！》

　しかし。フブルが放った三色の最上級魔法は、炸さく裂れつすることなく神骨獣の周囲で円を描いて滞留する。

「──なんじゃとぉ!?」

　フブルの焦声。彼女の三色と、神骨獣の金色の魔力が混ざり合い、その首元へと収束する。

「この短時間に高速属性変化吸収じゃと！　おっのれ勤勉か!!」

　その矛先は、神骨獣にとって一度倒した相手、ダイスだ。今度こそ跡形も無く消し去らんと、常の数倍に及ぶ魔力砲が放たれんとしている。

　彼の背後には廃集落。獣の学習能力で、アンキエイアはそこを狙えば、ダイスが回避できないと認識した。

　反面。その狙いを悟った少年は。

「──────初見のみ通ずる姑こ息そくに気付かぬは、所詮は獣が浅知恵か」

　後背が燃えるように黒炎を吹き出した。抑えきれぬ憤ふん懣まんが漏れていた。

「うおっ……」慌ててダイスに向け防御魔法を編みかけたフブルが気け圧おされるほどの、怒気。

「──それで打倒できるとの皮算用。よくぞこうも我わが輩はいを舐なめ腐った」

　ダイスの眼光と牙が、前世のそれを思わせるほど凶悪にぎらついた。

《投跳蹴ッ飛ババババ戟げき劇げき撃げき！》

　魔力砲が発射される。大魔導師の力を上乗せし、数十キルを空間ごと削り消し去るであろう破壊の力が地を走る。

「神骨得た程度で調子づいたか雑霊共が！」

　衝突の瞬間。黒竜気が爆発する。

　黒竜王の真爪が踊った。四色の螺ら旋せんが切り裂かれ大地に着弾し、周囲の荒野に幾つものクレーターを穿うがつ。

「おお……！　災厄顕現！　成ったか！」

　フブルの感嘆。黒の爪が砕け割れる。魔力の奔流が晴れ、現れるのは左腕のみが常の姿となった、しかし無傷のダイスだ。

　手先から肘まで、つま先から膝まで。頭部からは角のように二筋。黒の竜気が小しよう軀くを鎧よろい、後背からは魔力の放出が翼の如ごとく噴いている。収束した竜気を身体からだに纏まとい、竜人とも呼ぶべき姿を形成していた。

　観測したフブルが、その超密度の魔力に唸うなる。

（竜気の内圧に耐えられぬ人の身体からだゆえ、敢あえて外部に放出しながらも鎧よろいとして留め置いておるのか！　流石さすが、げに凄すさまじき制御力……試験なら花マルじゃぞ！）

《空！　恐ロロォォ……!?》

　竜眼に射られ、神骨の獣が危険を察し再び翼を空撃つ。その身が浮く。

　怒炎を口くちの端はから溢あふれさす竜声が、それを圧おした。

【今一度、竜気刻みて身の程を知れ!!】




　　　　○




「あれは……なんだ……」呆ぼう然ぜんとした声が、目を覚ましたミクトラの口から漏れる。

　一行が煽あおぐ先には──おかしな表現ではあるが──復活した一体の人骨が在る。しかし、彼女たちの目を引き付けているものは、彼が手にする──

「神聖剣スカットゥルンド。ソレを用いた神聖魔法ハ、元の数倍以上の力を発揮すル、カ」

　デケニーが戦慄する内心を隠しつつ言った。

　普段は一メル足らずのその剣身は、今現在。その切っ先を天へと十数メルまで屹きつ立りつさせていた。魔力駆動の証あかしである黒鎧よろいは、剣の持ち手である右手へ寄り集まり、竜の顎めいた異形の小手となって、神聖剣を咥くわえている。

「すごい、魔力……神骨巨人から出てくる時に、連れてきたんだよ……こんなの、何とかしたいって、魂を」

　立ち昇る魔力の性質を見て、ハルベルが意識を戻した。茫ぼう洋ようたる光景が、彼女を照らす。

（あれ、死し霊りよう術も使ってない。対話、それだけで。あれだけのひとたちを）

　死し霊りよう術の教えを受けた今のハルベルには理解できる。その難事が。魔力によらず語り合う、ただそれだけで。死し霊りようを従える。

「──すごい。アル、すごい。あれが、死し霊りよう術が生まれる前の、ほんとうに最初の──」

　光景に、彼女は知らず涙を流した。人々の勇を束ねて剣とする。この行いこそが、勇者のそれなのだと感じて。

「──アル」

「魂の──刃。きれい──」

　その横で、ミクトラが喉を鳴らした。自分が神聖剣を振るった時のことを思い出す。

（やはり、最高神マルドゥの剣は勇者の手にあってこそ……）

　ミクトラの傷だらけの身体が誇らしさに震えた。痛みも忘れようというものだった。

（我が主──貴方あなたが行う勇。それに私が僅かなり、力を貸せたならば──。貴方あなたの意志を継ぐと決めた過去の私に、私は胸を張れる）

　裂けた掌てのひらを握り込む。走る痛みも、今は気にならない。

「──アル」




　幾万の魂が暴嵐を告げる山岳から数十キル先、ガイムラでは。イザナが契約魔力線から伝わる胎動を感じ、その意味を咀そ嚼しやくしていた。

「やっと起きたわね、あのひと。──良くやったわ、我が弟子」

《フン。伝法堅忍往おう生じよう際ぎわ。死んでも死なぬとは奴やつの事か》

　使役死し霊りようの自分を脇に置いた愉快半分嫌けん厭えん半分の揶や揄ゆに、イザナは嘆息。同時に彼女は、アルが神骨巨人より連れ出した魂達たちの事も認識している。

（また無茶をして。裸の魂でそんなことをしたら、下手すれば混じり合うかもしれないのに）

　だが。それで止まる勇者ではないことを。彼女は重々承知している。

　必要ならば、それをやる。

　願いに勇あらば、それに応える。

　それゆえの勇者。その称号いみな。

「──アルヴィス。貴方あなたが未まだ、勇の心を持つのだから。私は。私たちが、支えてみせる」




《荒ク悶もんエ腹括リ心拠リ所置ケ於おケ措ケッェェェエエエエエ!!》

　山岳全てを揺らすような叫声。神聖剣より立ち上がり天突く柱に、神骨巨人アンキエイアの敵意が全て向けられている。その偉観を舞う紅が彩る。

《行こう》剣より声が響く。

《我らを終わらせに来た勇者よ》神骨に囚とらわれていた、しかし心残す魂達たち。

《我らに終わらせる機会を与えに来た者よ》人も、魔も、関係は無く。

《我らの後、この世に生きる者達たちのために────》後へ続けることを選びし幾千魂の。

「堕竜力解放、侵食を許可する。並びに神聖剣最大解放。発動せよ────動剣、奥伝」

　超大の剣を、アルが肩に担かつぐ。巨神の声貫いて、それは聞こえた。

　本来の音量からすればあり得ないが、誰もが聞いた。

「平行し起動する。返れ帰れ還かえれ。彷徨さまよえる魂よ。我が剣宿りて神導受け、清道通りて世界へ還かえれ。──閉じし目で見よ。塞いだ耳でもって聴け。引き結ぶ口から叫ぶがいい。終焉の発端此処に在り！」

　剣と魔、双方を皆伝到達の位に持ち、その最高技術を同時行使可能な者のみが至る絶技。

「『魂剣天昇大嵐ソードアセンシヨン・輝墜日テンペストフオール』」

　力ある声と共に。爆発したかと見み紛まがうほどの奔流が剣身より湧き出でる。




　　　　○




　人型の黒竜が一歩を踏み出す。

　空へ。神骨獣は神殺しの竜からその身を離そうとし、

「許さん。地に墜おちよ」

　大魔導師の声が落ち、虹の華がその背に咲いた。

《……………………!!》

　吸収出来るならしてみせろとばかり、赤青緑白黒同時五色混合の螺ら旋せん。撃たれた巨体が地を揺らす。

　その時、既にダイスの身体からだは飛んでいる。背の黒炎じみた竜気が爆発し、音速を一瞬で超過する速度を彼の身に与えた。

「『黒竜真よるさきの爪つめ・刻石哭ないてきざめ』」

　全身の竜気が唸うなりを上げ、ダイスの右腕が黒こく閃せんを踊らせる。

《解蹴ル！　蕩蹴トロケル！　砕ケル！　魂魂魂魂ォオォオォオオ！》

　幾重にも。幾重にも。

　ダイスにとって生前の己に迫る四十メルという超巨体を、端から寸断していく黒竜の爪が。魔力結晶体の超剛的な魔力干渉に対して、しかし止まらない。

　高空から見下ろすフブルが、在りし日の堕竜王ディスパテを思い出す。

（奴やつの黒竜気は概念の域──災厄を具現化するまでに至っていた。其を一時的にとはいえ再現するならば、強度など何の意味も無い）

　対象への災厄として、その魔力は作用する。多重属性の魔力砲もあっさり切り裂いた理由である。

「かつて神すら殺した竜の力。神骸の獣を屠ほふるには、これ以上のものはあるまい……ま、ちと量が足りんかな？」

　謳うたうように呟つぶやきながら、フブルの指が陣を描く。『マインドデリバル』。ダイスがペリネーテス達にやったのとは逆。魔力を対象へ分け与える上級魔法だ。

「チッ……恩着せがましい」黒爪を踊らせるダイスが露骨に表情を歪ゆがめた。

　言葉とは裏腹に、黒爪はさらに禍まが々まがしく、その凶悪さを増して神骨の獣を斬り裂き続け──

《牙…………我亜……神かみ成なりル……上鳴エウ》

　震える体たい軀くは既に、神骨の周囲数メルだけだ。それを認めて、ダイスは動きを止めた。両の手首を合わせ、前に突き出す。

「退去の時だ、アンキエイア。己が神魂在る場へと還かえるがいい」

　全身の黒竜気が、その掌てのひらの内部へと集まっていく。指し示す先は、神の骨。

「終わったか……」フブルが目を閉じ、感慨深く息を吐き──「あっ！」

「『黒竜真息やみちらすといき』」

「ちょおっ！　お、お主、ダイス、待て────！」

　フブルの叫びも虚むなしく。両掌てのひらを竜口として放たれる災厄の奔流が、神の骨を消し飛ばした。




　　　　○




　同刻。

　咆ほう哮こうする神聖剣。携えるは竜牙の骸。対たい峙じするは神骸宿す幾万大集魂。

《永遠河逝ク泳人ォオォォオ悲喜嘆声謳おうッェッェエエエエエ!!》

　伸ばされた神骨獣の両腕が掲げられた。その長大はスカットゥルンドのソレを遙はるかに超える。

「「アル──────────────ッ！」」

　ハルベル、ミクトラの声が重なる。この距離で、それが届く訳でも無いが。

「──あいよ」

　返事と共に。魂の刃が迸ほとばしる。

　遙はるか上方から迫る圧倒的な破壊を、振り上げられたスカットゥルンドが迎え撃つ。

　絶望的な光景に見えた。針が戦槌に挑むような。

　衝突。拮きつ抗こうは一瞬。

「──吼ほえろ、遍く魂還す神剣スカツトウルンド」

　其その威を受けた力場が、遙はるかに長大な神骨巨人の腕を食い破る。

　神骨の集めた魂を食らい。魔力刃が一瞬で強大化する。大上段に剣が届いた時には、そのサイズは既に、アンキエイアすら凌りよう駕がしていた。余波で天頂の雲が吹き飛んでいく。

「俺が言うことじゃないがね」

　頂点から、頭頂部へ。振り下ろす。

　自らの骨身を吹き飛ばしそうな神聖剣の反発に、竜の血と気と顎が抵抗する。

「そ・ろ・そ・ろ！　お別れの頃合だ、神様！」

　超絶の神聖魔力が、アルの竜口の小手をも崩壊させる。それと引き替えにして。

　両断した。掲げられた腕を合わせれば百メルに迫らんとする巨人を。核である神骨諸共に。

「──おつかれ。先、行っててくれ」

　直後。核ごと断ち割られた魔力結晶体の一斉昇天。

　山脈へ数キルを越える一いつ閃せんが奔はしる。それは光の線を刻み、数多あまたの霊を送るべく、天空へ立ち昇った。

[image: ]




　　　　○




むかしむかし。

　しこうしんマルドゥさまは、にんげんへちじょうをまかせようとなさいました。

　そうして、ほかのかみさまたちをつれ、てんじょうへとすむばしょをかえたのでした。

　しかし、ひとはしらだけ、ちじょうにのこったかみさまがいました。

　そのかみさまのなまえは、アンキエイアさま。ちえのかみさまでした。

　ちえのかみさまは、そのえいちでこうおもいました。

「むせきにんな。ちじょうのいきものたちは、まだなにもしらないのに」と。

　アンキエイアさまは、ひとびとをよび、せんせいをやりました。

　たくさんのせいとが、さいごのかみさまのもとにつどいました。アンキエイアさまはこのよでさいしょのがっこうをやったのです。

　でも。てんじょうにいかなかったこのかみさまは、ひとびとをすてなかったこのかみさまは。

　そのうち、じゅみょうでしんでしまいました。

　てんじょうのかみさまたちは、ちじょうをすててえいえんのいのちをてにいれ。ちじょうのアンキエイアさまは、いのちをすてて、ひとびとにいきるちしきをうけつがせたのでした。
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　その日。応霊山脈近辺に出現した白のカーテンと、天を衝つく黒の奔流は。数ヶ月前に竜を討った赤星と同じく、周辺諸国の人々の目に触れた。




　応霊山脈の麓に位置する村で、その白幕を間近に見ることとなったのは、麓の村や町へと早馬を飛ばし避難を行っていた、聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たいのエレラームだ。

（あれは……！　勝ったというのか、神の残ざん滓しに！）

　立ち昇る魔力は、遠目に見た神骨巨人と比べてあまりに異質のものだ。であれば。

「なんだありゃ！」「さっきから地震が続くと思ったら」「どうなっちまうんだ!?」「この世の終わりか……」「おお、神よ……！」

　エレラームは周囲に混乱の芽が湧くのを感じ取る。放置すればただでさえ避難でごった返す中、歓迎せざる事態になる。

（……ええい、噓うそも方便よ！　正義司つかさどるマルドゥ様、どうかお許しを！）

　彼は剣で統制用の銅ど鑼らを叩たたいて衆目を集める。

「静まれ！　あれこそは神の御力である！　天変地異を納めるために使わされた神聖の奇跡！　見よ！」

　人々の視線を、わざと白の幕へと向けた。

「斯か様ように美しき御み業わざが、神の奇跡以外にあろうか！」言い切ってから。（どうだ……？）祈るように山向こうを見続ける。

　続く振動はない。白の光が棚引くのみだ。

「おお……」「言われてみれば」「マルドゥ様が我々をお救いになったのか！」

（よし！）

　エレラームは後ろ手に隠して拳を握る。

「では急げ！　神の奇跡があったとはいえ、それ故に！　法国の調査が入るまではみだりに近付くこと罷まかり成らん！」

　素直に従いはじめる人々を誘導しながら。エレラームは嘆息を一つ。

（アンリ隊長。貴方あなたの意思は、成じよう就じゆしました……）顔を上げる。（次は、私の番だ。隊長から託された民衆の安寧のため。どうにか上への報告をこなさんとな）




　　　　○




「……それで。神の残ざん滓しの起動を察知して、こっちに無断で船団動かしてオルダネルに攻め込んだ堕鬼軍バカ共はどうなった」

　魔軍軍令部。フギムニは二重の期待を込めて、報告にやってきた眼鏡ゴブリンへと問う。

　かつてのサンドラ砦とりで撤退前、神骨に痛い目に遭わされた堕鬼軍は、今回の神骨二重起動に当たり敏速に反応した。独断専行だ。船団を勝手に各地から徴用してまでの、オルダネル帝国へ北ほつ海かいルートでの侵攻。

（正直、相手側のトラブルに応じた狙いとしては間違ってはいない……だが、こんな行動をいちいち許していられるか）

　フギムニの二重の期待とは。

　ひとつは、奇襲によりオルダネル帝国北ほつ海かいの制海権を奪い返した場合。この場合、魔軍はかなりの戦略的優位を得ることが出来る。

　今ひとつは──

　何な故ぜか最近、フギムニへの報告の任が重なってしまった眼鏡のゴブリンが緊張しつつ、

「は、は！　堕鬼軍は鉄船・魔法船百を含む、船団千を率いて北ほつ海かいよりノストヴァールを攻めました」ここで、彼は息を吞のんでフギムニを窺うかがった。

「続けて」

「が、敵方は襲撃を予見していたと思われます。応霊山脈の異変を無視するかの如ごとく迎撃態勢を整えておりました。堕鬼軍はオルダネルの新兵器と見られる、異常な機動を行う魔法船に散々に痛手を受け敗走。被害は二百隻にのぼると見られます。堕鬼王ゴメイズ様が直接率いていた上陸部隊も、上陸機会を見み出いだせず撤退……とのことで」

（ぃよっ、しゃぁ！　クソが、ざまみろ!!）

　心中の快かい哉さいと握る拳はひた隠して、フギムニは渋面で報告を受け取る。

　残り四軍となった十堕臣の中では、明確に軍令部を敵視しているのが堕鬼軍だ。この敗戦で、魔軍統率の主導権はかなりの部分、フギムニに寄ったと見て良い。

　眼鏡ゴブリンを退室させて、彼女は世界図を睨にらむ。

「堕鬼軍の敗北は確かに痛手……。だがこれでようやく、ある程度はこっちで戦況を差配出来る。流石さすがにゴメイズも、次とその次くらいはこちらの指示を無視できまい」

　しかし。彼女は眼鏡を直して報告書を見る。

「風と波をほぼ無視し自在に動く新型魔法船、か……。難儀なモノが出てきたな」

　フギムニも、ここは真意から頭を悩ませた。

　流石さすがに魔王軍随一の頭脳を持つ彼女とはいえ、『百を越える航海の記憶を受け継ぎ、自ら思考し動く幽霊船』など、考慮に入ってはいない。




　　　　○




「いっや～！　最っ高！　間に合わせの修理と改造でよく頑張ってくれたわソカリィちゃん！　補修なんてケチなこと言わずに、補助動力の蒸気機関と金属板コーティングも付けちゃう！」

「う、うおお～！　いいんスか！　いいんスかそこまでしてもらっちゃって！」

　ノストヴァール。領主レスボスが上機嫌絶頂でソカリィを高い高いしつつ回転している。

「当ったり前よん！　ウチ単独で十堕臣追い返してんのよ！　これなら万一皇女が帝位継承したとして、おいそれと無視出来ないってくらいの戦功よコレ！」

　居並ぶ重臣達も、苦笑はしつつも異論は唱えない。それほどの戦果だ。

「よく分かんないけど、やったっス～！　ご主人様～、ソカリィは立派にやったっスよ～！」

「そうよ～アナタ連れてきたアルちゃんのおかげ！　あと知らせてくれたイザナちゃんもありがと～！」

　こりゃあと数時間は終わらんな、と重臣達が帰り支度を始める中、領主と幽霊船の化身はくるくると回り続ける。
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「こりゃ楽、だ」「や～ごめんね～体動かないから～」「お、重かったら言ってくださいましね？」

　荒野を行く、よく分からない物体がある。もこもこと上部ばかり膨らんだそれは、近付いてみれば三人を担かついで歩く少年であった。

「……………………」

　担かついでいる少年──ダイスはひたすら仏ぶつ頂ちよう面づらで歩を進める。ペリネーテスら三人の足腰が立たないのは、自分が体力と魔力を吸収したからだ、と分かっているので文句は言わない。

「いやあ、大変じゃの」

　その横を低空で飛びながら、にまにまと声をかけるのはフブルだ。

「貴様が担かつぐなり、此こ奴やつらに力を分けるなりすれば苦労は無いのだがな！」

　不機嫌の吐き出し口を見つけたとばかりに、険のある口調で、ダイス。

「だ、ダイス君、学園長になんという口の利きき方をするんですの！」

「いや～、儂わし、これから急いで帰って王に報告しなきゃだし？　なんせお主が跡形も残さず消し飛ばしてしまったもんじゃから。それに最上級魔法連発した上にお主に魔力も分けて余裕無いし？　ざんねんじゃのう。うぷぷ」

　欠片かけらも残念そうでは無く笑う彼女に、いよいよダイスのこめかみにびきりと血管が浮く。

「おお怖わ。では儂わしは先に行くからの、急せかしはせんが適当なところで帰るんじゃぞお主ら。単位は認定しとくからに」

　ふりふりと手を振って、フブルはずぎゅんと加速。空の彼方かなたに消えていく。

「速い、なあ」「ほんと意味分かんないくらいすごいよね～、フブル学園長」

「凄すごい、と言えば。ダイス君。貴方あなたの力も」

　ペリネーテスの台詞せりふに、ダステルとゲルダは黙り込む。

　神骨の獣を完全に消滅させる力、広範な知識。彼かれ等らにとっても、ダイスが最も早はや、生来の魔力で異常成長しただけの子供ではないことは明白であった。

　彼は静かに口を開いた。

「何が聞きたい」

「いいえ。何も。聞きたいことはありませんわ。私たちが言いたいことは──」

　意外の相がダイスに浮かんだ。対し、頭上の三人には一様に笑顔だ。顔を見合わせてから、

「「「ありがとう（ございますわ）！」」」

「……………………」

　降ってきた声に、ダイスは沈黙。再び歩き出す。三人は顔を見合わせる。

（あれ？　間違え、た？）（ダステルが大丈夫って言った～）（へ、平気ですわよ）

　そのまま。ダイスは気まずげな三人を担かついで歩き続けた。




「どうだったの？　今回の実習」

　数日後。帰り着いたダイスを後ろから抱えて離さない姉、ルーラットの問いにも、彼は暫しばらく沈黙を返した。

　夕ゆう餉げの後だ。後は寝るだけ、という狭間はざまの時間。静寂も苦にはならないが。

「……疲れちゃった？」

「いや────」

　頭の上に顎を乗せられるに至って、ダイスはゆっくりと語り出す。

「姉上。我わが輩はいは人として産まれ、父母より生の志を得た」

　ルーラットの表情が、静かに変わる。思い出すのは、両親が死んだ夜。

（──この子を、恐れた夜）

「我わが輩はいは人の生の実感というものが、どうにも薄い」

　それはそうだろう、とルーラットは思う。弟は──ダイスは何でも出来る。出来過ぎる。

（それは、人との繫つながりが必要ないということだもの）

　ルーラットへと諸もろ々もろの家事を任せているのは、彼女がやりたがったからに過ぎない。ダイスは、家族を重んずるという志こそ持てど、それは両親から継いだものだからだ。

「ただ──この度は。人の勇を、力を見た。それを我わが輩はいも共にした」

　ダイスが首を動かし、姉の顔を見た。僅かな緊張と共に、彼女は聞く。

「そう。どうだった？」

「力を束ねる、というのは。──存外、悪くない」

　にこりと。ダイスは静かな笑みを見せた。級友達には見せなかった顔を。

　たまらなくなり、ルーラットは弟の頭を胸に抱え込む。

「良かったね」

「ぬ。姉上。前が見えん」

「良かったね。ほんとうに」

　ルーラットは思う。この王都での生活は、自分のみが得るばかりで。弟には無用なものかも知れない。そう思っていたけれど。

　そうではなかった。

（ダイスに、おともだちが、できたもの）弟の髪に埋もれて。そうではなかったと姉は喜ぶ。（ありがとうございます。神様）




　　　　○




　太陽が、冥界へと再び降りる。薄笑と共に。そこには、ダイスの黒竜気とアルのアセンションにより昇天叶かなった大量の魂がひしめいている。

「見れば分かるように……多忙だ。此こ度たびの賭は……そちらの勝ちだと伝えたが……何の用件か」

「いえ、ネーガル殿。我も少し思い違いをしていたようで。詫わびに参りました」

　冥界の主が眼孔の奥で焰ほのおを揺らす。

　最高神たるマルドゥが、愉悦に眼めを細める。

「貴方あなた様さまのお気に入り……あの、ハルベルとかいう娘」

　その名に、ネーガルは一片の動作も返さず、魂の処理を進める。だが、それこそが自明の証あかし。雪辱とばかり、マルドゥが三日月を瞳と口に浮かべた。

「お惚とぼけなさるな。人減らしなど体面の話。生誕から加護を与えた、神与の魔力を持ちし人の子。此こ度たびの件、つまるところは彼女へ付いた悪い虫アルヴイス、その駆除こそが」

「マルドゥ」

　力ある声。神言。にまりとした表情は崩さず、マルドゥが一礼する。

「失礼を。そう言うわけです。思い違いの程、若輩者故に平ひらに御容赦ください」

　ネーガルはもはや返事も返さない。それも一向に構うこと無く、マルドゥは身を翻ひるがえした。去り際に、一度だけ振り向く。

「──我が勇者は、しぶといでしょう？」

　満面の笑みで。太陽の神であるマルドゥは冥界を去る。光満ちる己が領域へと去る。

「アルヴィス────ただの勇者ではない……アルヴィス。覚えおくぞ。その名」

　後には、闇と一体化する死と魂の神、そして世界へ還かえるべく並ぶ魂達の列が在る。




　　　　○




　ペルゼンにより一足先に誘導され、ガイムラに腰を落ち着けたのがハルベル達だ。ハルベル・ミクトラ共に重傷で、早急に治療を施す必要があったためである。

「無茶したモノね、全くもう。やっぱり彼といると感染うつるのかしら」

「お師匠、様……？」

　乾いた血で汚れた顔で、ハルベルが呆ほうとイザナを見上げる。

「お説教は後ね。全く、毒まで使って。ああもう、ミクトラさんあちこち欠けてるし……」

　顔を覆わんばかりに嘆くイザナの獅し子し奮迅の治療により、彼女らは傷も後遺症も残すこと無く治癒が叶かなった。




　二人が寝床から起き上がるようになった頃。アルがガイムラへと戻った。

「戻ったよーい。ハルベルとかいんの？」

　抜けた声に脱力しつつも、ハルベルとミクトラ、イザナが駆けだして動く人骨を迎える。

「今まで何してたの、もう」視界に入る直前で減速し、落ち着き払ってから、イザナ。

「あれ、イザナまで。あ！　ガイムラ守ってくれたのお前か。あんがとね」

　アルはノンストップで抱きつきにかかるハルベルにされるままに、背負った袋を示す。

「現地であれこれ回収してたから時間かかっちゃってさ。

　……二人とも、デケニーも。世話になっちゃったな。ありがとうな」

　回廊の隅で、デケニーは素知らぬ顔をしつつも脚を一本上げてみせる。

「ほんと大変だったんだからね！　アルが置いてくから！　アルが置いてくから!!」

「この不肖の身、御身の助けになったとするならば、幸こう甚じん此この以上無く」

　ミクトラがアルの手を取ろうとし──眉をひそめた。

「アル、これは」

　左人差し指骨が、ミクトラの口をふさぐ。赤面する彼女へ、

「その辺、あとでな。……ほら、とりあえずペルゼン爺じいさんに届けものあるから。ハルベル道開けて……あのな……どいて……」

「やだ。離さない。このままアル成分ずっと吸う」

　肋ろつ骨こつに抱き着きながらの涙声。放っておけば骨に嚙かみつきかねない彼女だ。

「あーもー、分かった！　後でいくらでも抱き着かれてやるから！　あっちいってなさい！」

「う～、アルのばか。まだ怒ってるんだからね！」

　放り出されて口に指を咥くわえるハルベルに、イザナが呆あきれ。そこへ現れたのはサダイだ。

「よく戻ってこられました。ペルゼン様がお待ちです」

　サダイの後について、アルは滅びを納めた回廊を歩く。

「戻るなり騒がしいことです。……ここは静せい謐ひつな場所なのに」

　背中でサダイが嘆息する。

「ごめんねうるさくして。君は大丈夫だった？」

「おかげ様で。……アル様」

　後方のハルベル達が見えなくなったところで、くるりとサダイが反転する。

「ペルゼン様の夢を──そして、この街が百年、抱いてきたものを。守って下さり、感謝致します」

　深々と頭を下げた。これまでの素っ気ない態度が噓うそのように、真摯な声。

「勘違いしないで欲しいんだが」

　アルの返事に、サダイが顔を上げる。膝しつ蓋がい骨こつを突き、彼女と視線を合わせた。

「ガイムラを守ったのは、君たち住民の重ねた勇と、年月だ。それが〇三を生んだ。俺は最後に、剣の代わりをしただけさ」

「────」サダイの三つの眼めが瞬まばたきする。そして、顔を伏せた。「彼女は……」

「それも報告しなきゃだ。行こう」

　今度は人骨が少女を促し、黒の回廊を歩く。




「それで、コレか」

「コレです」

「迷惑をかける」

　施術台を前に呆あきれかえるペルゼン。台の上には、身体からだがあちこち派手に損壊し随分と小さくなりながらも、それでも言葉を口にする〇三の姿がある。

「弔うだけでもって探したらさ、木に引っかかってて」

「流石さすがにもう終わりだと思ったんだが。それでも、足あ搔がいてみようとは思ってな。途中で岩壁にわざと脚をぶつけてみたりしていたら、どうにか胸から上は残った」

「さっきの感動は一体……」

　サダイが施術台の傍かたわらでへなへなとくずおれる。

「死ぬほど痛かったんだぞ」

「ナイスジョーク」

　死体同士の下手な冗談に、ペルゼンも流石さすがに脱力気味だ。

「そういうわけなんで。かかるのは手間だけなんでしょ？」

　以前の会話を蒸し返すアルへ、熟練の死し霊りよう術じゆつ士しは苦笑した。

「ふん。退職金代わりだ。新しい手足程度くれてやる」

「前と同じような、この街で生きた者達の身体からだがいい。残った部位も大事に直してくれ」

　〇三の要求に、ペルゼンは片眉を上げ──にやりと笑った。

「望み通りに。──お前がこの街を故郷と、そう思ってくれるのならば」

「勿もち論ろんだ」

　今度は死し霊りよう術じゆつ士しと死し霊りようが笑い合う。

「で。むしろ、こっちが本来の依頼品なんだけど」

　アルの声へ、ペルゼンが振り向いた。人骨が座る前、机の上には、

「──残ったか」

「これだけね。ちょいと派手にぶっ飛ばしすぎた」

　アンキエイア神骨、その右腕部位だ。最後の一撃の瞬間、消滅せず吹き飛ぶのをアルは見ていた。またしても面倒なことにならない内に、回収したというわけだ。

「それで〇三も見つけられたのはほんと良かったよ」

　ペルゼンの目もく論ろ見みが発覚した今では、流石さすがにアルの口調も崩れている。

「……………………」

　老鬼は黙って、机の上の神骨と、アルを交互に見た。そして、言う。

「竜牙と竜血の加護があっても、流石さすがに砕けたか。右腕骨」

「げ。バレた」

「それはバレるだろう。不自然に外がい套とうで隠して」施術台から、〇三。

　アルが気まずげに外がい套とうの右腕骨側を開く。そこには、肩関節から先が無い。

「いやまあ、イザナにでも適当な骨を見繕ってもらおうかと……」頭骨をぽりぽり。「そっちにバレると催促みたいになっちゃうしさ」

「下らん遠慮をする。こちらはお前に首を求められても逆らえんよ」

　この老鬼としては、真相を隠して利用した側だ。彼はしばし考え──机上を指し示した。

「神骨これ、接つぐか。丁度欠損部とハマるし」

　ぎょ、とサダイと〇三が眼めを剝むいた。思いは当然、対面する白骨も同様だ。

「バカじゃねえの!?　って、失礼……」思わず、素で返事をしてしまうアルだ。「──でもバカじゃねえの!?」

　もう一回言った。それほどに埒らち外がいの申し出である。

　神の骨。現状唯一残る、神の実体。国が持てば国宝紛れもなく、所在が知れれば、事情を知るフブルがいる王国はともかくとして、帝国も法国も何やかや口出しをしてくるのは間違いの無い代物だ。

「よ、よろしいのですか？」

　慌てるアルとサダイに、してやったりとばかりにペルゼンが嗤わらう。

「お前は我が師の最さい期ごの願いを叶かなえた者だ。師も天上で否は言うまいよ。そういう御方だった。そんなお前が、そんな師の腕を接ぐというのは、愉快ではある。何より──『絶種の檻おり』よりも、お前の方が守りは堅い」

　言い切られて。アルは残った左手骨で髑どく髏ろを覆う。眼孔を向ける。

「──厄介事を全部こっちに引き取らせようとしてない？」

「好きに取れ。こちらは師の遺言──『神骸を上手うまく処理しろ』が果たせれば何でも良いのだよ。封印はそのための一手段に過ぎん」

「そうなると、私の助力が要るのでは無いかしら、ペルゼン殿？」

　背後からの声。白骨が振り返れば、

「イザナ～……」「そうだな。作成主でもあるし。結合部の調整も要る」

　泣き言に近い被検体の声と、作業に心躍らす研究者の声。

「ぐぐぐぐ……」あれこれと。空の頭蓋の中で検討し──「とりあえず、〇三から先に直してあげて……」

　元勇者は、考えるのをやめた。




　　　　○




「でまあ、ようやっと船上なわけだ」

「ほえ～、苦労したんっスねえ」

　アル達たちがノストヴァールに戻るまでは、さらに半月を要した。着いてからは延々続いていた戦勝祝いに巻き込まれ、

「ぶっちゃけまだお釣りあるから！　また来なさいな！」

　と上機嫌なレスボスから、補修というよりもはや全面改修のソカリスヘヌ号を引き取って、今彼かれ等らは洋上にある。

「そっちもだろ？　まさか堕鬼軍と海戦なんぞしてるとは」

「いやほんと大変だったんスよ！　急にゴメイズさんとこが来るから～！　イザナ様に知らせてもらって、大慌てで自分に砲台付けてもらって、使役させてもらえる船もらって、どかーんどかーんって遊撃隊やったっス！」

「無茶苦茶やったなあ……ま、君に海戦挑まれる堕鬼軍が哀れっちゃ哀れだ……本職陸会戦だしな。とりあえずお疲れお疲れ。えらかった」

「えへへ～っス。あれ？　ご主人様、右腕何か違うっスね」

　気にするな、と抱っこしたソカリィを撫なでつつ、

「そういやそのイザナは……」と白骨は船上を見る。

「はい、次。空中で死し霊りようを魂のまま三つ維持。三十分。昼食べた魚のだから意思が薄いの。気を抜くとすぐ昇天するわよ」

「ふぎぎ～。お師匠様、わたし酔ってきた～……」「ガンバレー」

　せっかく合流したのだし、と旅路で指導を続け、結局今に至るまで一緒なのが、イザナとハルベル（とデケニー）だ。怒り心頭のハルベルから逃れられるので、アルは大変助かっていた。

（でもまあ、流石さすがに今回は迷惑かけたしなあ）

　覚悟を決めてソカリィを下ろし、アルは彼女たちに歩み寄る。

「ありがとな、ふたりとも。色々。助かったよ」

　返ってきたのは、イザナの澄ました笑顔。

「ま、自分で言いに来るのは評価してあげる。──ずいぶん遅かったけれど」

「怒られるのやだし……」

「そーいうとこよ、全く。二十も過ぎたのに子供なんだから」

　呆あきれ気味のイザナの横で、「よし安定──！」と叫んで、ハルベルが白骨へと向き直る。

「アル！　お礼から入るのズルい！　怒れないでしょ!!」

「お、怒ってんじゃん」

　たじたじと後退するアルへと、真顔のハルベルがずいずい詰め寄った。

「怒ってないよ。許してないだけ」

　アルが白旗ならぬ白腕骨を挙げて降参する。

「ええと、ご主人様（仮）、どうしたら許してくれます？」

　一転、ハルベルは眉を曲げ、アルの肋ろつ骨こつへと飛び付いた。顔を骨に押し付けて隠しながら、言う。

「後でいくらでも、って言ったよね」

「──あいよ。他には？」

「あたまなでで。ほめて」

「りょーかい、ありがとな。法国でのことも聞いた。ほんと、えらかった。半人前卒業だな」

　骨手が黒髪に乗って。細い指骨がハルベルの髪を梳くしけずる。隠れた彼女の顔が多幸感に染まる。

　だが、御満悦のハルベルの後ろにうきうきと立つ姿に気付いて、アルは心で渋面を作った。

「……何並んでんの、イザナさん？」声にも乗せた。

「あら、私にはしてくれないの？」全く伝わっていない。

「に、二十もとっくに過ぎたくせに……」

「…………………………………………」

（ヤッッベ）

　無言で湧いた怒気にアルはしゅぽんからころ、ハルベルの拘束から脱し、脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

「あっ！　逃げた！」

「すまんハルベル！　また後な！」が、その先。

「私も怒っていないワケではないのですからね？　従士である私を置いて動くとは……」

　今度はミクトラに捕まった。この船、逃げ場が極端に少ない。

「いや、その、お姉ちゃんとの時間を削るのもどうかと思って」

「従士にそういった気遣いは無用です！　いいですか、次から動く時は事前に！　事前に私とハルベルに言ってください!!　シミュラル殿に伝言とかで逃げずに！」

「…………ハイ」

　ミクトラの剣幕に為なす術すべもないアルだ。

　ただ、アルの視覚は彼女の手へと留まる。そこには、癒えたとはいえど薄うっすらと、いくつもの裂傷の跡がうかがえる。時が経たてば消えるとは魔法で治したイザナの弁だが、

（体中に、似たような傷が多くあるはずだ）

　今回の無茶を、ミクトラはアルへと語るようなことはない。それは彼女の矜きよう持じだ。だからアルはその意志を尊重する。

「次からはそうするよ、ミクトラ。一緒に行こう、どこでも。地獄だろうが連れてくよ」

　白骨なりに心を込めた言葉に。ミクトラがぼかん、と顔を朱に染めた。

（あ、言い方まずった）

「そ、そそそそっそそれは、それはもしや、死んでも一緒だぞとか……従者として不遜では……」

　しゅぼぼぼと小さくなっていく彼女を苦々しく眺めるアルへ。

「随分と愛されているな」

　まだ少し表情筋が堅い笑みでそう言うのは、新たな四肢を手に入れた〇三だ。

「あ、愛……」

「ぜ、〇三は体の調子どうだ？　もう慣れた？」

　重ねて赤面するミクトラから逃れるように、アルは〇三へと髑どく髏ろを向ける。

「うむ。前と似たような手足を見繕ってもらったからな。不自由は無いぞ」

　結局、〇三は外部協力員の形で『絶種の檻おり』の仕事を続けることになった。今は折角だからと、適当なところまでソカリスヘヌ号に相乗りしている。

「ペルゼンには自由に旅して良いと言われたしな。しばらくは、世界を巡ろうと思う」

「そっか。困ったことがあったら冒険者協会から頼んでくれ。君からなら、名指しで受ける」

　頷うなずく〇三の顔は晴れやかだ。行く先で。過去無き彼女は迷うこともあるだろう。それは確かなことだが。

「良いい顔になったじゃんか。──ま、顔がどうのなんて、俺に言われたくはないだろうけどさ」

　しゃれこうべが発する下手な冗談に、〇三は苦笑を返して。

「さて、自分では分からんが。だが……そうだな、生を羨むのは、死者の自分を悲観するのは止めにする」

　進む船首の方を向く。

（俺は、先頭にいるのだから。歩こう。何かを──形が有っても、無くても。次に繫つなげるまで）

　海風が吹く。行き先は知らない。知らなくても、困らない。





了
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あとがき






　四巻です。すごいぞ。何かもう分かんねえなこれ。現実か？　ほんとに？

（確認中）

　現実だそうです。

　そうかー四巻か～。出せるもんだなあ……。そういう訳で次もこの巻の人気次第です。このライブ感。痺しびれますね。こちとらデビュー以降無冠だ何の保証もねえぞ。




　今回のお話も、いつもの通りにメインテーマは愛と勇気でお送りしております。そして裏テーマは『受け継ぐこと』です。結構分かりやすく書いたつもりではあります。

　誰もが何かを受け継いで生きています。大前提としてその命、たとえ命が伝えられずとも心技体、そして形の無い何か。そういうものを大事にする奴やつらの話になりました。誰が何を受け継いで、後に続こうとしているのか。各キャラに当てはめて考えてみるのも面白いかと存じます。一応全員に設定してはありますので。

　そしてやっとこフブルちゃんを暴れさせることが出来て大変うれしい。ああいう御仁です。一人ドラゴ〇ボールキャラ。

　今回ヒロイン（？）の〇三。いやあこういうキャラをメイン格に持ってこれるとは、電撃文庫は懐ふところが広いぜ……。そして思った以上にキャラが立って良かったなと思います。テーマに反する属性を持ったキャラではあるのですが、それゆえの立ち位置を持てたなあ、と。

　もう一人のメインキャラ、ペルゼン。彼は一巻で名前だけ出てましたね。ああいうとこに住んでああいう事業やってて特に外に出ないので、まあ評判も悪いです。〇三の同僚たちも、世の中では畏怖の対象として見られています。

　後の奴やつらは──メインはまあいつも通りですね。今回再登場したキャラ達たちもいまして、賑にぎやか度では既刊でもトップクラスではないでしょうか。ペリネら学生組三人は、書いてる方が思ってるより成長してました。これも死線を潜ってきた成果でしょう。思えば元竜王よりスパルタ式だった元勇者の授業ということに気付き、あれ……ってなる。なった。

　最後に謝辞を。「勇骨４やる？」「やる」と即答した作者のため、出版に尽力していただいた担当清瀬さん。無茶苦茶な赤字を処理し、実作業様々をサポートしてくださった担当舩津さん。今回もお世話になりました。次作以降もよろしくお願いいたします。

　そして果てしなく無理なスケジュールをその超技巧で殴り倒した白狼ぱいらん先生。マジで頭が上がりません。今回も最高です、イラスト……画集とか欲しすぎる。

　次にお目にかかる予定はまだひみつ！　ですが、作業は止まらずやっております。温かい目で見てやってください。それでは、今回はこの辺で。


こたつにはまり込む師走しわすにて。出られない。
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